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序

近畿自動車道関• 伊勢線第 8次区間（久居～勢和）建設予定地内にかかる現地発掘

調在は昭和59年度から開始し、同63年度上半期に終了いたしました。遺跡の所在地は

北から久居市、一志町、嬉野町、松阪市、勢和村、多気町の 2市 3町 1村の行政区域

にまたかります。遺跡件数にして計41遺跡、面積にして約15万面か試掘調壺、あるい

は本調在の対象となったわけです。

遺跡の種類としては、集落跡、墓跡、生産跡等多岐にわたり、また時代的にも旧石

器時代から中近世（鎌倉• 室町・江戸時代）に至るまでの各種各様の遺跡か発掘調介

されました。その成果の一端は年度毎に刊行してきました発掘調在概報に紹介してき

たところでありますか、 63年度からは現地調査と並行して本格的な整理・報告書作成

業務も開始してきました。そして、平成元年度には59・60年度に発掘調在した櫛田川

流域に所在する花ノ木遺跡、牧瓦窯跡群他8遺跡の報告書（第 1分冊）を刊行いたし

ました。

さて、今回は昭和61・62年度に発掘調在を実施した 4遺跡の報告であります。そし

て、これらの遺跡はすべて松阪市内に所在し、その西部山麓部、あるいは裾野に立地

している古墳群を集めました。また、時代的には 6世紀から 7世紀にあたり、古墳時

代の後期古墳群として位憤付けられ、垣内田・天神山•平林・横尾古墳群は当地域の古墳杜

会の展開を示す一資料として興味深い調森資料といえましょう。

いずれにいたしましても、ここに報告する各遺跡は各地域の歴史と文化を如実に物

語る生き証人ともいえ、埋蔵文化財発掘という行為にかわる代償としての公開という

大きな使命と責務を負うものと考えています。

なお、調査、整理にあたっては多方面の方々から暖かいご援助なりご教示等をいた

だきました。いちいちお名前は記しませんか文末なからここに深甚の謝意を表します。

平成 2年 3 月

三菫県埋蔵文化財センター

所長中林昭



例 口

1 . 本書は平成元年度に三重県教育委員会か日本道路公団名古屋建設局から委託を受

けて実施した近畿自動車道関• 伊勢線第 8次区間（久居～勢和）建設予定地内に所

在する埋蔵文化財発掘調在の内、昭和60年度から61年度に実施した松阪市西部山麓

域に位慣する 4遺跡についての発掘調在報告書（第 2分冊の 2) である。

2 . 調在にかかる費用は、日本道路公団の全額負担による。

3 • 整理及び報告書作成は三重県教育委員会か主体となり、三重県埋蔵文化財センタ

ー調査第 2課第 1係か担当した。

・調査主体 三重県教育委員会

・調壺担当 三重県埋蔵文化財センター

主幹兼調査第二課長 山澤義貴・主査新田 洋

主事田村陽一• 主事河北秀実

主事小坂宜広• 主事山崎恒哉

主事江尻健• 主事伊藤裕偉

主事 角谷泰弘（伊勢市教育委員会より派遣）

主事 稲本賢治（多気町教育委員会より派遣）

主事 前川嘉宏（玉城町教育委員会より派遣）

（室内整理）

谷久保美知代采野妙子 山分孝子吉村道子

白石みよ子反町螢子竹内由美田中智子

反町有子

4 . 本書の執筆分担は目次に示したか、文末にも明記した。

なお、奈良大学文学部文化財学科西山要一助教授からは垣内田古墳群にかかる付

編として玉稿をいたゞいた。

5 . 本書掲載の 4遺跡についてはすでに刊行している『近畿自動車道（久居～勢和）

埋蔵文化財調杏概報II』 (1986)、『同III』 (1987)において調在の概要を公表して

いるか、それらと本書では多少の相違かあるか、本書をもって最終的な報告とする。

6 . 本書で報告しえた各遺跡の記録類、及び出土遺物については三重県埋蔵文化財セ

ンターで保管している。

7 • 遺構実測図作成にあたっては、国土調壺法による第VI座標系を基準とし、方位の

表示は座標北を用いた。

8. スキャニングによるデーター取り込みのため、若干のひずみが
生じています。各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。
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"＂J 訂 言

1 . 調査の経過

近畿自動巾逍関• 伊勢線第 8次区間（久居～勢和

間）にかかる埋蔵文化財発掘調介はこの昭和61年度

調介か第 3年次にあたる。この 8次区間については

当初、昭和64(平成元）年度中に道路供用開始とい

う建設工事計画とも関連して、当年度と次年度 (62

年度）で現地遺跡調介をすべて完了するという計画

の下で、各関係機関と調格、協議を図っていたとこ

ろであった。

しかし、その内容については、発掘調在の進展に

伴う調介対象面栢の増減、また用地買収の進捗状況

や新たな遺跡の発見等によって、当初計画について

かなりの変更か生じたことも事実である。

最終的にその対象遺跡となったのは荊年度からの

継続調介としての多気町に所在する牧瓦窯跡群中の

7号窯と鍬形中冊雌群、そして松阪市内に所在する

坦内田古瑣群、蔽ノ下遺跡、犬神山占梢群、平林古

泊群、横尾古泊群、冴谷遺跡、楕坦外逍跡、大河内

城堀切の本調介と大河内 5 号梢の第 1 次調介(~式掘）

である。 この内、犬神山古墳群、楕坦外遺跡の 2遺

跡は新発見で、当年度協議をし、本調介にポったも

のである。 なお、垣内UI占梢群は、 60年度からの継

続調代である。

とりもなおさす、 61年度調介に際しても、 日本道

路公団松阪工事事務所、県上木部近畿追対策室には

調介の円滑推進にあたって、また現地各地にあって

は三重県住宅供給公杜をはじめとし、松阪市、多気

町の各関係機関には格別のご配慮とご協力を賜った。

また、各地元においては、各自治会長をはしめ、

多くの方々の惜しみないご理解とご援助をいただい

た。以上、文末なから記して深甚の謝紅を表したい。

2 . 調在の体制

調在は三爪県教育委貝会か主体となり、同事務局

文化課文化財第 2係か担当した。

以下か昭和61年度の調査体制である。

文化財第 2係長

技 師

主 事

＂ 
＂ 
＂ 

技

主

師

事

臨時調任貝

伊藤久枷l

新田 洋

田中喜久雄

田村陽一

河北秀実

宮田勝功

野原宏司

野田修久

青木尚根

総括

調整・協議、天神

山古墳群はか

横尾占墳群

藪ノ下遺跡

平林古墳群

大河内城堀切はか

埒谷遺跡はか

褐谷遺跡はか

室内整理貝

西村

八賀

＂ 
＂ 
＂ 
＂ 

谷久保美知代

近藤閃．美

大西友子

野崎栄f

山本紀＋

-調査指導（昭和61年度、順不同、敬称略）…

康（奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センタ

一発掘技術研究室長）

広岡公夫（富山大学教授）

晋（三重大学教授）

水野正好（奈良大学教授）

泉

阻

拓良（奈良大学助教授）

義次（県立宇治山田高校教諭）

＂ 谷 伸治 植野浩三（奈良大学助手）

以上列記し、感謝の意を表する。（順不i五j・敬称略）
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（発掘調森土木工事部門担当）

三重県住宅供給公社

堀内信吾

浜口安光

中田辰実

3 • 調壺、及び整理の方法

現地調在の方法についてはすでに刊行済みの近畿

自動車道（久居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告

（第 1分冊）を参照されたい。また資料整理も第 1分

冊にホした方法により実施したのでここでは略する

か、各遺跡の遺構実測図と遺物実測図、及びピソク

ァソプ遺物には下記のように 6桁の番号を与え整理

した。

遺跡番号 遺跡名

1 8 垣内田古墳群

3 7 天神山古墳群

2 1 平林古墳群

2 2 横尾古憤群

第l表 実測図等整理番号一覧

遺構実測図

18-0001-0138 

37-0001-0019 

21-0001-0117 

22-1001-1100 

- 2 -

遺物実測図

1 8 -0 1 0 1 -0 1 1 0 

1 8 -0 2 0 1 -0 2 0 6 

1 8 -0 3 0 1 -0 3 3 5 

18-0401-0428 

18-0501-0508 

18-0601-0616 

1 8 -0 7 0 1 -0 7 1 2 

18-0801-0832 

18-1001-1053 

18-1101 

18-1201-1205 

18-1301-1313 

18-1401-1408 

37-0001-0056 

21~0001-0079 

2 2 -8 1 0 1 -8 1 0 8 

2 2 -8 2 0 1 -8 2 1 0 

2 2 -8 3 0 1 -8 3 1 4 

22-8401-8447 

（新田洋）
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番号 遺 跡 名 所 在 地 調査面積(m') 調査よ期昭 間
（元号i 和） 担当者 概 要

1 小戸木遺跡 久居市小戸木町 192 62 3 3-3. 5 宮田勝功 遺構・遺物なし（試掘）
計 432

240 62. 9.20-9.24 木許 守 ” (") 

2 庄村遺跡 一志町庄村 304 62 9.14~920 新田 洋遺構なし・遺物微量（試堀）

3 鳥居本（八反田）遺跡 一志町小山、新沢田 8,900 62. 9 24-63. 3. 7 宮田勝功 弥生中期方形周鼻墓など検出
11,540 

2,640 63. 5 16~7 27 小坂 宜秀広 飛鳥時代の井戸検出
河北 実

4 西野（天花寺）古墳群 嬉野町天花寺 62.11 9-11 31 新田 洋 （山林伐開）
3,400 
63. 5 16-9 28 新田 洋哉 石1釧基・車輪石片出土、前期の古墳

山崎恒

5 焼野（口山田）古墳 嬉野町島田 2,010 62.7 ll-9.30 山下雅春 古墳核は畑寄せによる盛士と判明、
石出士（試掘）

6 焼野（口山田）遺跡 嬉野町島田 3,500 62. 5.11-8.24 宮新田田 勝功洋 奈良時代の住居跡など検出

7 天保（天保B)遺跡A・B区 嬉野町島田 7,200 62 5 7-9 4 田村陽一 平安時代の竪穴住居など検出

8 天保（一志西部）遺跡 C区 嬉野町島田 5,000 62 5.18-6 30 増田安生 奈良～平安時代の竪穴住居など検
出

， 天保（天保館跡）遺跡 D区 嬉野町島田 3,800 62. 7. 1-8.12 増田安生 ” 
10 天保古（墳含群 嬉野町島田 5,390 62 8 5-63 7.12 田村 修陽一 6世紀中ごろの横穴石室墳など

、天保遺跡E区） 野田 久

11 堀之内遺跡 A区 嬉野町堀之内 1,450 62. 2 23-3 13 新田 洋 （側道郁分の調査）

A区 ” 2,200 62. 5. 6-7 16 河北秀実 古墳～平安時代の住居跡など検出

B区 ” 2,200 62 7.23-10. 1 河北秀実 古墳～平安時代の溝など検出

C区 嬉野町薬王寺 5,400 14,250 62. 9. 1-63. 3.19 増田安生 弥生後期竪穴、平安の掘立など検
出

D区 ” 700 62 10.25-ll.20 木許 守 古式土師器出土、ヤナ状遺構検出

C区下層 ” 1,900 63. 5 18-8.13 田村陽一 縄文中・後・晩期の土器多数出土

400 62. 5 20, 6.29-7.22 河北秀実 （調査区南錯、北娯部の試掘）

12 中尾遺跡 嬉野町薬王寺 93 600 62 3. 4 河北秀実 （試掘）

507 62 5. 6-6. 5 河北秀実 掘立柱建物3棟検出

13 ビハノ谷古墳群 嬉野町薬王寺 1,000 62. 3. 2-3.30 野原宏司 （山林伐開、表土掘削）
13,000 

12,000 62. 5 19~8 12 野田修久 古式土師器出土、後期古墳l基
木許 守

14 女牛谷古墳群
松嬉阪野市町小薬野王町寺

4,031 61.12.15-62. 2.21 野原宏司 （山林伐開、第1次調査）

7,171 

3,140 62 5. 7-7.11 木許 守 後古式土師器出土

野山下田 修雅春久 期古墳4基

15 ギIH遺跡 松阪市小野町 228 61.2.18-2.24 田村陽一 遺構なし、遺物微量（試掘I

16 山見 (f山見）直趾 松阪市小阿坂町 224 60 11.12-11.20 野原宏司 遺構なし、遺物微醤 1試掘）

17 新出遺跡 松阪市小阿坂町 288 60.11.15-11 25 野原宏司 濯掘）
4.688 

4,400 60.12 .27-61. 3 25 野原宏司 縫文後期土器出t

18 垣内田遺跡 松阪市岩内町 428 60.11.26-12.12 野原宏司 （試掘）

（垣内田古墳群）
5.500 6,528 60.12.27-61. 3 .25 吉水康夫 横穴式石室墳を主体とする古墳群

600 61. 6 .30-7 .30 野田修久

19 薮ノ下（岡崎凸墳群）遺跡 松阪市岩内町 I, 100 61. 3 . 1 -3 25 田村陽一 （試掘）
2,500 

1,140 61 6 .30-10. 3 田村陽一 良好な資料となる緑文後期七器多
数出土

20 榎長遺跡 松阪市伊勢寺町 304 60 60.10 18-10.24 田村陽ー・ 1, 式J/ai)
2,708 

奈良～平安時代の竪穴仕居検出2,404 60.11 26-61 3 .18 河北秀実

第2表 第8次区間（久居～勢和）発掘調査遺跡一院 （太ゴチックは本書所収遺跡）
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番号 遺 跡 名 所 在 地 調査面積(rn') 調査期問 担当者 概 要（元号は昭和）

21 平林古墳群 松阪市伊勢寺町 計 61. 9 .20-11 4 新田 洋 石室を主体とする古墳群
4,021 河北秀実

22 横尾（西野）墳墓群 松阪市伊勢寺町、岡山町 5,500 60 7. 1-61. 2.27 田坂 仁 500甚におよぶ中世墓群

8,000 
宮田勝功

2,500 61 5 31-12. 5 田中喜久雄 後後期小型型円墳墳 （横木穴式石室） 2基
宮田勝功 期小方 （棺） 2甚

23 さんぢい林遺跡 松阪市西野町 176 60 10 25-10 26 田村陽一 1試概）

24 坂東（大河内5号）古墳 松阪市笹川町 180 61. 7.23-8.19 野田修久 中世土器片微量。古墳にあらず（試
掘）

25 大河内城堀切 松阪市大河内町 600 62. 1. 5-2.25 宮田勝功 中世北畠氏の平山城大河内城の堀
切

26 上J広（森下池西方）遺跡 松阪市広瀬町 224 60. 3.22~60. 3.31 上村安生 （試掘）
田阪 仁

1,360 宮田勝功

1,136 60 7. 1-60.10.14 田村 腸宏一 先土器末～縄文時代の石器多数出
野原 司 士

27 大原堀（大原堀南方）遺跡 松阪市広瀕町 114 60.10.28-60 10 31 田村陽一 遺構、遺物微量（試掘）

28 花ノ木（山崎）遺跡 多気町牧 52 59 12 10 田村陽一 （試掘）

5,852 
杉谷政樹

5,800 60 1.28~60. 3 26 田村陽一 弥墓生時代中期竪穴住居、万形周翡
杉谷政樹 など検出

29 浅間山北遺跡 多気町牧 44 59 12 10 高村見 宜雄 （試掘）

1,044 
田 陽一

1,000 60. 1.28~60. 2.23 田阪 仁 土師器細片、天月茶碗片出土

30 浅間山南遺跡 多気町牧 470 60. 3 25-60 3.31 河瀕村 信幸 遺構なし。遺物微星（弥生前期土
田 陽一 器）（試掘）

31 牧瓦窯群 1・2・3号窯 多気町牧 960 60. 7. 1~60.10.31 田中喜久雄 奈良時代の瓦専用窯
河北秀実

4• 5• 6• 8号窯 多気町牧・鍬形 J,]60 60.11.30-61. 3.25 田中喜久雄 1号 平空

7号窯 多気町鍬形 200 61 6 9-61 8.15 野原宏町 2-8号登窯

32 釈尊寺（中牧）遺跡 多気町鍬形 144 60 11 1~60.11.12 田村陽一 （試掘）
I, 144 

1,000 60.12 5-61 2.28 田村陽一 掘立柱建物検出、中世士器出土

33 下村A遺跡 剪和村丹生 88 59 12 6-12 8 
熾杉合円 安政樹生

（試揺）

7,588 
7,500 60 1 28~3 28 

河吉水 康信夫幸 石銭• 石匙•山茶碗・瓦器片等出

上瀕村 安生
土

34 下村B遺跡 勢和村丹生 44 sg 12 s-12. g 
増杉谷田 政安樹生

遺構・遺物なし（試掘I

35 脊谷遺跡 松阪市矢津町 740 61 2 27-3 25 田阪 仁 （試掘）
5,440 

4,700 61. 8.20-62. 3.18 野原 宏修司 五伝輪塔など出土。寺（養徳寺）跡
野田 久 の承に裏つけ。

36 鍬形（牧）中世墓群 多気町鍬形 520 61 7 1-9 6 野原宏司 石組の中世墓13基検出

37 天神山古墳群 松阪市伊勢寺町、岩内町 I, 750 61. 6. 9-10. 3 新田 洋 横穴式石室墳主体の古墳群

38 楕垣外遺跡 松阪市矢津町 1,676 61. 9 1-10 18 野原 修宏司 鎌倉時代の揺立柱建物など検出
野田 久

39 久保屋敷（戸木）遺跡 久居市戸木町 12,000 62. 9 1~63 3.31 山下 雅春雄 中世構後半掘立柱建物、井戸、土塁
田中喜久 状遺 など検出

40 ピハノ谷遺跡 嬉野町薬王寺 1,600 63. 4 11~5 11 小坂宜広 柱古墳建時物検代竪出穴住居。鎌倉時代掘立

41 西野遺跡 嬉野町天花寺 古式土師器片出土（試掘）
2,473 63 7 12-8 3 野田修久

北広遺跡 嬉野町天花寺 サヌカイト製尖頭器片出土（試掘）

※調査総面積は151,715m'、ただし本調査面積に試掘面積が重複する遺跡あり。

~5~ 
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II. 位間と歴史的環境

近畿自動車道第 8次区間（久居～勢和）建設予定

路線は、行政区画としては久居市戸木町内を起点と

し、一志町、嬉野町、松阪市、多気町を通過して勢

和村へと抜ける。いわゆる、三重県の中南勢地区に

あたる 2市3町 1村をまたぐ。そして、松阪市内で

は市西部の山麓部をほぼ南北に縦貰する形をとって

いる。

さて、この地域は松阪市の遺跡分布状況からみて

も、蠅文時代から中世に至るまでの各種各様の遺跡

か密集しているところといえよう。

ここでは、本報告か古墳群に限定していることも

あり、当地域をめぐる古墳時代、特に古墳と古墳群

を中心にその概況を触れてみたい。

1. 前期古墳 (4-5世紀）

第2図遺跡位憤図 (1: 50,000) 

~7~ 

当地域で最も早く古墳が築造されるのは 4世紀後

半代とされている。それはとくに始野地域に集中す

る前方後方墳か注目される。女喜野町域に所在する筒

野古墳、西山古墳、錆山古墳の他、松阪市との境に

向山古墳が存在する。この向山からは内行花文鏡等

の鏡類や石釧、車輪石などか出土している。

一方、近年では松阪市深長町で県営は場整備事業
① 

に伴って発掘調査された推定径50mの円墳とかんか

えられている深長古墳かある。

この古墳の主体部は調~していないか、遺物とし

ては底部穿孔のある土師器二重口緑壺か墳麓、ある

いは周溝に沿って並べられた形で検出された。土器

の編年観からすれば古墳梨造時期は 4世紀末ごろと

かんかえられる。当時期に近い占墳としては八重田
② 

梨落の南丘陵に所在する八重田古墳群 (17)中の 1

(I : 25 ,ODO 大河内•松阪 国土地理院）



号項かある。

八重田古墳群は30桔余から成り、 4世紀後半代か

ら5世紀後半代にかけて形成された古墳群で、桔本

的には円墳形態である。

さて、八重田占墳群か消極化する頃、今度は谷一

つ隔てた岡本集落の北丘陵に高地蔵古墳群 (28)か

5 世•紀後半にはいって築かれる。そのうちの 1 号墳

は全長58mの帆立貝式の前方後円瑣で、紅石と円筒埴

輪列をもつ。その後、 6世紀初叫にかけては、平野

を見下ろす丘陵尾根、先端には弥三郎新畑A古墳

(31) 、大分山 5号泊 (30) 、狼谷古培 (27) 、常

光坊谷 3-5号墳 (26)など、 20m前後の円墳か築

かれている。狼谷、および常光坊谷はいすれも木棺

直作を主体部とし、周溝からは多贔の形象埴輪、円

筒埴輪か出土しており、 5世紀末の年代観かホされ

ている。

2 . 後期古墳 (6,..._, 7世紀）

6世紀に人ると、これまで占墳か築造されなかっ

た鉢ヶ峰、あるいは堀坂山から束にのびる丘陵尾根、

山腹面、いわゆる松阪市西部山麓にも古墳かつくら

iしるようになる。

これまでの木棺直葬瑣に加え、横穴式石室をつく

る技術かこの地域にもつたえられる。今のところ岩

内町、伊勢か町の瑞巌守古瑣群 (4) の6号墳、天

神山古墳群 (5)の 1号瑣に比較的古い刑式の石室

かみられ、およそ 6世紀中築と考えられる。

そして、この地域で古墳か群船梢という形で巣中

してつくられはじめるのは 6但紀後半から 7世紀削

半である。

この地域の後期群集墳はその立地する流域から分

けると、北から岩内川流域 (A流域）、堀坂川流域

(B流域）、阪内川流域 (C流域）となろう。

A流域については前述の瑞巌寺古墳群かよく知ら

れている。 『松阪市史』③によれば、標高120-180m

の山腹斜面、及び尾根筋に、推定墳も含めて16基確

認されている。横穴式石室か開口しているものが3

桔、石室石材か露呈しているものか 9基あって、そ

の構成主体は横穴式石室墳と考えられる。昭60・61

年度に当事業によって発掘調介された垣内田古墳群

(3)はその北西部に位閻するか、標高にして52m前

- 8 -

後しかなく、地形立地的には異なった存在を呈して

いる。

また、瑞巌寺古墳群を形成する丘陵からさらに束

ヘ細長く続く尾根、山腹斜面にはかつて12基の古墳

か分布していたと伝えられており、これか今回の調

査報告でその一端か明らかになった犬神山占墳群で

ある。 B流域については堀坂川か平野部へ拡かりを

見せはじめる伊勢寺町西域部に古墳群か認められる。

左岸には北から下文珠古墳群(7)、上文珠古瑣群

(8)、善小広古瑣(lo)、高須摩古墳群(11)かその主

なものである。石室石材の露出もあり、いすれも円

墳形態の横穴式石室墳と推定されている。右岸には、

めはじき古墳(12)と今回報告する平林古墳群(13)か

その流域に所在している。

また C地域については、本遺跡位罹図には右岸側

について図ホしていないか、両域にわたって広く古

墳群の分布か認められている。いすれも 10桔以内で、

多くは 4- 5桔を単位とした古J孔群の立地かみられ

る。なお、横尾古墳群(15)は、 BとC流域の間のB

流域に近い丘陵上に位罹している。 （新田 洋）

〔註〕

①三重県教育委員会『昭61年度農菓基盤整備事業地域埋蔵文

化財発掘調介報告ー第 1分冊一』(1987・3)

②F村登良男『八爪田古墳群発掘調介報告』（松阪市教育委員

会・ 1983)

③松阪市史編さん杢『松阪市史第 2巻 史料篇 名古』(1978)

ロン

第3図 瑞巌寺17号墳出土土器 (1: 4) 



ようち

III. 松阪市岩内町
かいど だ

垣内田古墳群 (18)

1 . はじめに

JR松阪駅の西方約 6kmに松阪市岩内町の集落か

ある。この集落は松阪市と一志郡始野町の境となっ

ている鉢ヶ峰（標裔約420m)の東麓に位置し、隼落

の東側には伊勢湾に向かってなたらかに傾斜する扇

状地が広がっている。

この付近は近年圃場整備事業か進み整然とした水

田の広がるところである。圃場整備の事前調在では

平地部にはまとまった規校の集落遺跡は確認されて

いないか、岩内集落周囲の丘陵部には横穴式石室を

主体部とする古墳時代後期の古墳か多数見られる。

昭和50年 9月に近畿自動車道建設計画地内の分布

調査か実施された際、岩内町集落から東北東方向へ

緩やかにのびる低い尾根上の畑地で石鏃か 1点採取

され、周囲にも土器の細片か散布していることか判

第4図遺跡地形図 (1: 5,000) 

明した。このあたりは遺跡の空白部分であったか、

この時点で初めて遣跡の存在か確認され、昭和53年
① 

発行の『松阪市史第二巻資料編考古』に、「遺

物包含地・垣内田（かいどだ）遺跡」として紹介さ

れた。

今回の発掘調在は、近畿自動車道建設に伴い、イ

ンターチェンジから松阪市街地に通じるアクセス道

路と料金所及び管理事務所か建設されるために実施

することとなった。調査範囲は松阪市史に記載され

ている「垣内田遺跡」の隣接地で、このあたりにも

土器片の散布か見られることから遺構の存在か充分

に予想された。

本調在に先立つ第 1次調査 (224面）は、 「垣内

田遺跡」を中世の遺跡と想定し、遺跡範囲の確定を

- 9 -
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し

第 5図 調査区位置図 (1: 2,000) ※黒ベタは第 1次調査の試堀坑位置 ※図中の番号は号墳

主な目的として行った。 しかし、中世の士器の出土

はそれほど多くなく、意外にも古墳時代後期の横穴

式石室 l基か検出された。そのため、中世の遺構の

他に、墳丘を削平された古墳が他にも埋もれている

可能性が高まった。

本調査は昭和60年度と昭和61年度の 2年度にわた

って実施した。その結果、昭和60年度の調森区（約

5,500m')では11基の古墳(1号墳-11号墳）と性格不

明の溝が数条、昭和61年度の調査区（約600m2)では

2基の古墳 (12号墳 ・13号墳） と性格不明の方形周

溝状遺溝 (SX 1)か検出された。

2 ． 

調介前の標高は、昭和60年度の調在区では西端付

近で約59.4m、東端付近で約53.2m、昭和61年度の

調壺区は西端付近で約52.2m、中央付近で約52.Sm、

東端付近で約51.5mである。調査区は西から束への

びる緩やかな丘陵の南斜面に沿っているため、標高

は東あるいは南へ行くはど低くなる。

調介前の調査区は桑や柿の畑であった。耕作土上

面から地山（黄褐色土）上面までの深さは北端で約20

cm、南端で約 1.2mである。古墳は耕作土あるいは

その下に堆積していた黒褐色土を除去した時点で検

出された。いすれの古墳も墳丘や主体部上部か削平

されていたか、副葬品は比較的多数残存していた。

出土遺物は古墳時代後期の土師器、須恵器、鉄器

等が整理箱に20箱程度で、 そのはとんどは古墳の主

体部から出土したものである。その他、木薬形尖頭

器、縦長剥片、磨製石斧、石鏃、縄文土器片、中世

の土師器皿• 鍋、山茶椀、山JIil等が整理箱に 5箱程

度ある。

なお、調査は「垣内田遺跡」 という名称で実施し

その後のニュース、概報等でもその名称を使用して

きたか、遺構のはとんどか古墳であることから、今

「垣内田（かいどだ）古墳群」回は、

ち11号墳は木棺直葬であるか、

をもつ。

という遺跡名

で報告することにした。

古墳群の概要

かに残っている周溝底の形状から判断すると、

墳と考えられる10号墳と周溝か全く検出されなかっ

た2号墳・ 12号墳を除く 10基は円墳と考えられる。

墳丘規模は最も大きいのか8号墳で、南北約17m、

東西約13m、最も小規模なものか9号墳で、径 7m

程度である。

主体部は 9号墳を除く 12基で検出された。

八角

そのう

その他は横穴式石室

各古墳の墳形や規模は明確とはいえないが、 わず

遺物の出土量は 3号墳.8号墳 ・10号墳か多く、

特に 3号墳からは鐙金具、銀象嵌か施された柄頭金

具・鞘尻金具、銀製の空玉等他の古墳に見られない

ものか出土している。

-10 -
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第 6図 調査区平面図 (1: 600) 

30 m 

出 土 逍 物
名称 外形 打't丘規校 主体部 備名

土 器 類 土 器 類 以 外

1号瑣 円墳
南北約12m

横穴式石室 鉄刀 2、鍔 1、})f-3、鉄鎌 4 固溝東西約!Om

2号墳 横穴式石＿宇 須恵器杯身 3・短頸壺 1. 壺 1

3号珀 円爪 南束北約14m 横穴式石室
上師器椀 1、須忠器杯蓋 5・杯身 1. 高杯2. 鉄刀、鐙l金、柄頭金具 l、鞘尻金具 1、鉄鎌 周溝

西約14m 憩 2・直L1壺 1. 平瓶2・ 1 6 具 3、耳環4、空玉3、丸玉 1 外護列石

4号墳 円梢？ 束南北約14m 横穴式石室 土師器甕 1、須恵器椀3、憩1・瓶 1・甕 1 刀子 8、鉄鎌 3、耳環 1 固外護溝列石西約14m

5号墳 円培？ 東西約12m 横穴式石室 須恵器杯蓋 1・杯身 2.高杯 1. 壺 l 鉄釘 2 固溝

6号墳 円瑣 東南北約llm 横穴式石宅 ±eni器甕 1、須恵器杯蓋6・高杯 5.椀 1 刀r-1 外護列石？
西約11rn 

7号墳 円培 径12m程度 横穴式わ字 須恵器杯蓋 2・杯身 3・提瓶 1 答号 1、7Hl 、全失合板 2 周溝

8号墳 円墳
南北約17m

横穴式石+. 土師身器台•高付杯椀62 ・鉢 l 甕 l 、須椀恵器杯蓋 3. 鉄刀 1、鍔 1、刀子 3、鉄鎌 2、鉄鎌 l 周溝東西約13m 杯 5 . 高杯蓋 1. 脚付 1・壺蓋 l

9号培 円瑣 径約 7m 周溝

10号瑣 八角培？ 径約13m 横穴式石室
l: 師器椀5、提須瓶恵1器杯蓋 7・杯身 25・高杯 1. 鉄刀 1、刀子 2、鉄鎌4、且環 2 周溝一辺約 5m 椀 2. 遜 2.

11号墳 円墳 径約10m 木棺直非 須恵器杯身 1 周溝

12号墳 横穴式石室 土師器甕 l、須恵器杯蓋 l

13号瑣 円墳 東西約15m 横穴式石宅
土師器椀 2.甕 1、須恵器杯蓋 l 杯身 1. 

刀子 2、鍔 1、鉄鎌 2、耳環 2、切子玉 l 周溝高杯 1・知頸壺 1

土、 、ェ』, ミ.. 沃 道 切収），し底石

名称 掘形 主軸方位 仝艮(m) 袖 玄門立杜石 1崩名
長 (m) 輻 (m) 長 (m) 幅 (m) 数 高さ

1号瑣 長台形状 N20°W 7 5 3.9 1.2-1 3 3.6 0.8-・] 0 布片袖 イil :i 側収 l段分 敷石？
閉寒石

2号墳 N22°W 3 3 2 側堺 2段分 敷l.i

3号瑣 長方形状 N26°W 8.3 3 5 1.1-1 2 4 8 0.9-1 1 右片袖 右］ ・左 l 2 側限 2段分 閉寒石

4号墳 長方形状 N 3°W 8 0 3 7 1. 2 4 3 I I 布／＇，袖 右 1. 方 1 2 但11u,r2 ffe支ク｝

5号墳 長台形状 N 4 "W 3 ,8' 1.3-1 4 3.6 0.8-1.0 右片袖 3 1掛l片Ur文ク'r

6号墳 長台形状 N25" W 6 3 3 3 1 1-1 2 3 () 0 7-0 8 右片袖 右 1・左 l 2 阻IJI梓 l↓支夕｝

7号墳 イiiヤヤ由i犬 N26°W 4.5 1.1-1 2 右片袖？ 2 1月IJUl1 f支ク） 沃道不明瞭
幕道

8号墳 ;t,-片袖状 N35°W 4.3' 1. :i ? 右片袖？
知い羨道
4凸．直、チ

10号墳 長台形状 Nl2°W 6 2' 2.6 1.4 3.6' 0 9-1 0 
;/:iV, 打!1? 無袖に近い
両袖？ 敷わ

12号墳 N 1°W I. 2 

13号墳 右片袖状 N43°W 7 2 5.0 1 3-1 4 2.2 1 0 右片袖 知い茨道
雌道

第 3表 垣内田古墳群一覧 第4表 垣内田占墳群 横穴式石室一覧
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3 • 古墳各説

1. 1号墳

A. 墳形

1号墳は調査区の西端の丘陵斜面にある。削平に

より瑣丘か完全に失われているうえに占瑣の西裾と

南裾か検出でぎなかったため墳形や規位は断定しか

たいか、主体部てある横穴式石室の長さ及び北裾と

東裾で検出された周溝の位置から推定すると、南北

@ 
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A
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約12m、東西約10mの南北に長い怜円形の円墳であ

ったと思われる。

B. 主体部

主体部は主軸を N20°Wにとり、南南東に開口す

る右片袖の横穴式石室である。

石室掘形は羨道方向へ行くはど幅か狭くなる長台

形状のもので、検出長約 8m、幅は奥既部分か約 3

m、羨道入口付近か約 2.5mである。

石室は基底石かはは完全に残っており、現存全長

約 7.5m、玄室長約 3.9m、幅 l.2m- 1.3m、絞

道長約 3.6m、輻 0.8m- l .Omを測る。

側壁の几底石は60cm前後X40crn前後の山石を横置

きにして並べている。ただし、玄門部の右側壁の枯

底石 1個については縦置きして玄門立柱石としてい

る。奥舷の石材数は 3個で、そのうちの 1イ［翫か比較

的大きい。 L端の高さは側隈 l段分とはは同じにな

っている。

羨道入口部分には20cm-60cmの大きさの山石か乱

雑に詰まっていた。閉塞石と思われるか、崩壊した

羨道側壁の石材も晶入していると思われる。

玄室内で、輻20cm-30cmの平j:Hな石材か20個はど

検出された。これらの石の上面の高さかははそろっ

ていることから、敷石とも考えられる。

C. 遺物

出土遺物は鉄刀 2、鍔 l、刀子 3、鉄鏃4で、土

器はない。これらのはとんどは玄室後半部から比較

的まとまって出土した。
② 
鉄刀 (2・3) 2は石室埋土出土の刀身部の残片

で、平棟平造である。錆かひどく、かなり変形して

いる。残存長 9.6cm、刀身部最大幅 2.2cm、棟輻は

0 . 4cm -0 . 5cmを測る。 3は玄室後半部て刀身部を奥

壁側に、茎部を羨道側に向けて出土した平棟平造の

直物
出 L 位沼 器柿 備 考

取上番号

番号
--------------
略理番号

1 M-玄10 1宇号．墳 刀 f 刀存身部片 鉄製
残長120cm 

----N-o-. --2 ----
18-0103 

2 
M-10 1号墳

鉄月
刀身部片 鉄製 ----------

石室坪土 残存長 9.6cm 18-0107 

3 M-玄10 1室号瑣 鉄 JJ J]身部～茎部片鉄製
No. 4 

全長50cm以t 18-0104 

4 
M-10 1号墳

鉄鎌
星釘部～茎部片 鉄製 No. 3 

玄宅 残存長 8.6cm 18-0106 

5 
M-10 I号瑣

鉄鎌
灼部～茎部片 鉄製

石+埋士 残存長 3.7cm 18-0109 

第 5表 l号墳出土遺物一覧

虹刀である。欠損部分か多く完形にはならないか、

同一1固体のものと判断できる破片をならべると全長

は50cm以上となる。刀身部幅は関近くで 3.0cm、先

端より 13cmのところで 2.2cm、棟幅は 0.7cmである。

鍔 (9) 3の直刀の茎部に付いて出上した倒卵形

の金銅製鍔で、長径 4.5cm、短径 3.3cm、原さ 0.2

cmを測る。中央孔も倒卵形で、長径 2.6cm、知径

1.5cmを測る。

刀子 (1・8) 1・8は玄室後半部出土である。

1はかなり細長い刀身部をもつもので、残存長12.0

cm、刀身部最大幅 1.2cm、棟幅 0. 2cm - 0 . 3cmを測

る。 8は両関造の刀子である。残存長 7.0cm、棟幅

0.2cm、茎部は長さ 5.2cm、関近くの幅 1.2cm、厚

さ 0.2cmで、茎部端に近つくはど狭く、薄くなる。

関近くに木質か残る。図示してないか、石室埋土か

ら刀＋の茎部片と思われる残片か1点出土している。

残存長 4.5cm、端部近くの幅 1.5cm、厚さ 0.5cmで、

わすかに木質か残る。

鉄鏃 (4-7) 4・6は玄室後半部、 5・7は石

室埋士出土である。 4・5は長頸鏃の残片と思われ

る。 4は残存長 8.6cm、頚部は断面か長方形で輻

1. 2cm、厚さ 0.3cm、茎部は断面か方形で最大幅0.7

cmを測る。 5は残存長 3.7cm、頸部は断面か長方形

で加 1.0cm、厚さ 0.3cm、茎部は断面か円に近い方

形で幅 0.6cm厚さ 0.4cmを測る。 6・7は長三角形

の鏃身部をもつ広根系の鏃である。 6は残存長 7.3

cm、最大幅 2.8cm、7は残存長7.3cm、最大輻3.0cm

を測る。

2. 2号墳

A. 墳形

2号墳は 1号墳の南東側にある。墳丘は完全に失

遺物
出土位置 器釉 備 考

取t番号
番号 整理番号

M-10 1号墳
鉄鎌

鎌身部 鉄製 No. 1 
6 
玄宇 残存長 73cm 18-0101 

M-10 1号墳
鉄鎌

鎌身部 鉄製 No. 2 
7 

石室埋t 残存長 73cm 18-0102 

M-玄10 1室号墳 刀 f- 関部～茎部片鉄製
No. 5 

8 
残存長 7.Ocm 18-0105 

M-玄10 l室号柑 鍔
ほぼ尤存 金ii•] 製 No. 4 ， 
長径2.6cm頂i径3.3cm 18-0110 

M-10 1号墳
刀子

茎部片 鉄製
石室埋土 残存長 4.5cm 18-0108 

- 16 -
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取上番号遺物
出 t 位置 器種 ~t淵l イ直 (cm) 調整• 技法の特徴 色調・胎土 残存度 備考 -----------

番号 整理番号

L-11 2号墳 須恵器 ロ径： 9.8 内外血ロクロナテ。底部外面へ 青灰色 No. 3 
10 口糸成： 7/8 ------------

玄 至~． 杯身 器高： 4.0 ラ切リ未調整。 砂粒含 18-0203 

L~ll 2号墳 須恵器 ロ径： 9.3 内外面ロクロナデ。底部外面へ 暗青灰色 No. 4 
11 完存 --------------

玄
,令, 疇
杯 身 器高： 4.0 ラ切リ未調整。 細砂粒含 18-0204 

L-11 2号墳 須恵器 ロ径： 10.3 内外面ロクロナテ。底部外面へ 青灰色 No 5 
口緑： 7/8 12 --------------

玄 ‘そ’・ 杯身 器高： 4 1 ラ切り未調整。ロクロ右回転。 砂粒含 18-0205 

L-11 2号墳 須恵器 ロ径： 8.3 内外面ロクロナテ。胴部外曲下 淡灰色 肌i]部外向上 No. 2 
13 桐径： 15.4 半ロクロヘラケズリ。底部内面 完存 半に自然釉 --------------

玄
, 全.. 
短頸壺 器高： 10 .1 ナデ。ロクロ右回転。 砂粒含 付済。 18-0202 

L-11 2号墳 須恵器 [J径： 17.4 [1頸部内胴外部面及び胴部ヤ内面ロク 淡灰色 No. 1 
14 胴径： 19.3 ロナテ 外面上カキ目、 目緑： 7/8 
玄

』至-『 可玉： 器高： 10.8 
下未半雑なヘラケスリ。底部外面
調整、内面ナテ。 砂粒多含 18-0201 

L-10 2号培 陶器 内外面ロクロナテ。底部外曲回 淡灰色 u縁：欠損
台径： 7.3 

石室埋士1:部 山茶椀 転糸切り痕ナテ消し。

第6表 2号墳出土遺物一覧

われており、周溝も検出できなかったため墳形や規

校は不明であるが、 1号墳の東裾周溝が 2号墳の主

体部北側約 2mで消滅していること、 3号墳の周溝

の南西部分が 2号墳と共有している可能性があるこ

と、主体部東側の標高57.4m、57.6mの等高線か主

体部をとりまくように若干湾曲していることなどか

ら、やや強引な推定てあるか、 1号墳程度の規模を

もっていたであろうと思われる。

B. 主体部

主体部は横穴式石室で、遺存する主な石材は嬰壁

の 2個と左側壁の 2個のみである。奥墜石の並びか

ら石室の主軸方向を推定すると、主軸を N22°Wに

とり、南南東に開口していたと思われる。

石室掘形は、奥壁付近の輻が 3.3m前後で、 1号

墳.3号墳とはは同規模である。

左側壁の基底石は約60cmX約40cmの石材か横協き

されているか、奥壁の石材は縦置きで、側壁 2段分

の高さがある大きなものが 2個使用されている。同

様の石の使い方をしている 3号墳.4号墳の石室を

参考にすれば、 2号墳の奥壁幅を現存の 1.2m程度

としてよいと思われる。

C. 遺物

かろうじて残っていた石室北東隅から完形、ある

いははぱ完形の須恵器か 5個体出土した。これらの

須恵器は石室敷石の上に置かれたような状態で出土

したことから、原位置を保っていたと考えられる。

須恵器杯身 (10-12) この 3個体は、口緑部を上

- 18-

------

微砂粒含 高台： 3/5 18-0206 

にして重ねて置かれた状態で出土した。いずれもロ

径10cm前後、器高 4cm程の小叩品で、口径の割りに

器高か高い。底部外面はヘラ切り未調整である。

須恵器短頸壺 (13) 石室の北東隅コーナーからロ

を上にして出土した。胴部下半にはしっかりとした

ロクロヘラケズリが施されている。自然釉の付着の

仕方から、口頸部全体に蓋状の土器を被せて焼成し

たことがわかる。

須恵器壺 (14) 嬰壁の中央部正面から出土した。

底部は敷石に接し、口頸部を上にしていた。口頸部

か短く外反し、口縁端部か外側に肥厚する丸底の壺

である。底部のヘラケズリは、口頸部を下にして置

いてからひと削りずつ土器を左回りに皿転させて施

したと思われる。底部外面の中央部はヘラケズリか

施されず、未調整のままである。

山茶椀 石室埋土上部から底部片か 1点出土してい

る。平安時代末葉のものであろう。

3. 3号墳

A. 墳形

3号墳は 1号墳の東方約 5mで検出された古瑣で、

丘陵斜面にある。周溝は、はぱ全周復元できる程度

に残っていたため、他の古墳よりは墳形や規校を知

る条件は良い。それによると、墳形は円墳で、周溝

内側の下端（墳丘裾）で測った規模は、東西、南北

ともほぱ14mである。

なお、主体部である横穴式石室の羨道左側峡の延
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長方向にある40cm前後の山石 4個については、外護

列石の一部と思われる。

B. 主体部

主体部は主軸をN26°Wにとり、南南東に開口す

る右片袖の横穴式石室である。

石室掘形は長方形状で、検出長約 8.Sm、輻 2.7

m前後である。

石室は玄室の基底石か完全に残っているか、羨道

の入口付近は攪乱を受けているようである。玄室は

長さ約 3.5m、輻 l.lm-1.2m、茨道は 4号墳を

参考にして外護列石手前を人口とすれば長さ約 4.8

m、輻 0.9-l.lmを測り、石室全長は約 8.3mと

なる。

側舷の某底石は50cm前後X40cm前後の山石を横置

きにして並べている。ただし、玄門部の向側岐の基

底石各 1個については縦置きして玄門立柱石として
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遺物 取 I.番号
/1¥::i小）：濱 器師 HilliH直(cm) 調棺• 技法の特徴 色調・胎L 残存度 備 名 -

番号 丸紅理番号

M-14 3号墳 土師器 LI径： 12. 5 内面ナテ。外面指オサエのち軒いナ 淡棺色 底部外面に1,i釦R Nn.21 
15 LI糸吹 ： 3/5 
羨道 椀 器高： 4 0 テ。口緑部内外面ヨコナテ。 微砂粒少含 残る。 18-0319 

M-14 3号墳 須恵器 II径： 13 5 内外頂iロクロナテ。犬井部外面ヘラ 淡灰色 内向に焼き脹れ多 No. 1 
16 完存
玄室 杯藍 器高： 4 .1 切り未調整。 砂粒含 し‘。 )8~-0'.J()l 

M-14 3号瑣 須恵器 ロ径： 12 4' 内外面ロクロナテ" A. 井部外面ヘラ 暗灰色 No.I! 
17 LI糸吹 ： 1/2 

玄 4ミ 杯蓋 器高： 4.5 切り未調繁。 細砂粒多含 18-0310 

M-14 3号墳 須恵器 口径： 12.0 内外面ロクロナデ。大井部外面ヘラ 外：黒灰色色 No.12 
18 内：青灰 r-1糸吹 ： 3/4 器収薄し‘。
玄宇 杯盗 器高： 3 6 切り未調悠。 細砂料含 18-0311 

M-14 3号瑣 須恵器 ロ径： 12 7 7 内外面ロクロナテ。天井部外面ヘラ 外：賠灰色色 No.20 
19 内．・灰 口緑．・ 1/4
羨道 杯曲 器高： 4 4' 切り木調整。 砂料含 18-0318 

K~J4 3号墳 須恵器 U径： 12.0 内外血ロクロナデ。天井部外由Iヘラ 賠灰色
20 口緑： 2/3 
周溝 杯晶 器高： 4.0 切り未調格。 細砂料多含 18-0328 

M-14 3号瑣 須恵器 "径： 10.9 内外面ロクロナテ。底部外血ヘラ切 賠訂灰色 18の口緑端部）＇1か No.14 
21 完存
玄宅 杯身 器高： 3.7 り未調整。ロクロ右回転。 砂粒含 付杓。 18-0313 

第 1次調在 須恵器 ロ径： 13.2 内外面ロクロナテ‘。杜状部内面に絞 淡青灰色 1 1糸吹 ： 3/5 
22 No」0試掘坑 裾径： 14 8 
(3号墳） 高杯 器高： 15 2 り痕。透かしは 2方2段。 砂粒含 礼11紆I¥:5/6 18-0327 

M-14 3号布 須恵器 cl径： 14 0 内外面ロクロナテ。杯底部外面ロク 暗肖灰色 [J令吹 ： 5/6 Jic,JO 
23 裾器径： 13.3' ロヘラケズリ。ロクロも［川転。HA大部
玄宇 高杯 裔： 15 8' 内面にシボリ痕。透かしは2方2段。 細砂料多含 柑居音G: 1/8 ]8~()309 

M-14 3号屈 須恵器 ロ径： 8.3 内外面ロクロナデ。![,)部外面下半cl 黒灰色 口緑： 5/6 肘部外頂Iと[J粕部 No.18 
24 

玄 r・i 111: ロ壺 胴径： 14 .5 クロヘラケスリ。ロクロ右[ol転。 砂粒多含 胴部：完存 内伯］に自然釉付着。 18-0316 

M-14 3号瑣 須恵器 ロ径： 10.5' 内外面ロクロナテ..0 胴部外面下半ロ 黒灰色 r1糸家 ： 1/5 肩部外面と口滉1部 No.23 
25 胴径： 12.4 クロヘラケズリ。ロクロ右但l匝。釣

政・ 道 匪 器裔： 9 0 部内面にシボリ痕。 微砂粋多含 肌吋音I¥:,フ、じ11' 内面に自然釉付柑。 ]8~-0332 

M~I4 3号墳 須恵器 ロ径： 13 0 内外面ロクロナテO ii。1部外面下半ロ 黒灰色 「I糸点 ： 1/2 円孔部は貼り付け No.17 
26 m,lf条： 9 7 
玄門 胞 器高： 13 0 クロヘラケスリ。ロクロ布回む。 細砂料多含 胴部：完存 により突出。 18-0321 

M-14 3号墳 須恵器 口星鉛部内外面及び胴部内面ロクロナ 淡灰色 胴部外向J・・半に自 No.16 
27 伽If条： 15 5 デ。胴部外面上半カキ日、下半ロク 桐部：完存
玄門 、F 瓶 ロヘラケズリ。ロクロ左回転。 徴砂粒含 烈ミ悧肛11-くイ寸ネi。 18-0315 

M-14 :, 号収 須恵器 ロ径： 7 .5' 口珀。の胴部強部内い外外ナ面デ国上。及半底ひカ11[部.. キJ外部l:l内面、面ロクロナ 昭灰色 LI野I部の焼き沿み No. 4 
28 胴径： 19 4 

テゞ 下半ケスリ
完存

状 ナI央デ未。 ロクロヘラ
玄主 平瓶 器高： 18.4 ケスリ、'I 調屯父。ロクロ仏[11]屯、 o 砂粒多含 大ぎい。 ]8-0:,04 

K-14 3号瑣 須恵器 ロ径： 18 6' 口頚部内外頂iヨコナテ。部ij[,j部外面は 淡灰白 U糸吹 ： 1/6 
29 胴径： 34 .6 擬格了状タタキ目のち 分的にカキ

周溝？ 甕 器高： :lR前後 目。胴部内面は同心円状アテ具痕。 精良 ij[,] ff[¥ : 5/6 18-0329 

第7- 1表 3号瑣出土遺物一覧(1)

遺物
出i:l立留 器種 備 名

取 I一一番号
番号 繁理番号

遺物
出土iり置 器種 備 名

取卜番号

番号 坪理番号

30 M-玄143宇号瑣 鉄 刀
はは完仔 鉄製 No. 8 

全長608cm 
--------------
18-0333 

M-14 3号瑣
且 J閑

鈷化激しい 鉗芯銀張 No.15 
40 
玄門 径 3cm禾閑度 18-0314 

31 
M-14 3号ザi

納頭金具
はは完存 鉄製

わ本埋土 長さ 46cm 銀象蔽 18-0303 
41 
M-14 3号泊

耳 ±'.I 鋳化激しい 銅芯銀張
Nol9 

玄門 径 3cm杓度 18--0317 

32 
M-14 3号墳

鞘尻令貝
はぱ完存 鉄製 No. 7 

ム/・至-・ 長さ 3.5cm 銀象嵌
-------------
18-0307 

M-沢1・43道号瑣 環
はは完存 g伍I芯銀北 No.22 

42 耳
長径3.0cm像I径27cm 

. . . . . . . .. -... 

18-0320 

33 
M-14 3号墳

鉄 鎌
鎌身部～頚部 鉄製 No. 6 

玄宇 残存長 9.0cm 18-0306 

M~J4 3号墳
耳 環

はは完存： 銅芯銀如 N".25 
43 
羨逍 長径3.0cm像I径28cm 18-0324 

M-玄143室号項 鉄 鎌 鎌存身部～差j1部
鉄製 No. 5 

34 
残長 74cm 

--------------
18-0331 

44 
M-14 3号墳

空 土
銀製 No.24 

沃道 径 1.5cmf,'度 18-0323 

35 M-玄143宇号珀 鉄 鎌 鎌存身部～頚部
鉄製 No. 9 

残長 38cm 18-0308 
45 
M-14 3号墳

空 土
銀製

羨道 径 15cm利度 18-0:l25 

36 M-玄143宇号墳 鉄 鎌 鎌存身部
鉄製 No. 7 

残長 21cm 
-----------
18-0334 

46 M-羨143道号墳 空 E 
銀製

径 15cm打度 18-0326 

37 M-玄143守号墳 鐙金具 鈴金具と吊り金具鉄製
No.13 

18-0312 
47 
M-14 3号項

丸
完存 ガラス製 No.24 

沃道 F と高さ09cm、径12cm 18-0322 

38 
M-14 3号墳

鐙金具 吊り金具
鉄製 No. 3 

玄未 18-0305 

M-14 3号項
鉄 錢

星H音Ill¥ 欽製
伍室坪土 残存長 21cm ]8~()330 

39 M-玄143宇号梢 鐙金具 吊り金具と欽具 鉄製
No 2 

18-0:,02 
M~J4 3号墳

鉄 鎌
銭身部）： 鉄製 ~n.5 

玄室 残存長 13cm 18-0335 

第7-2表 3号墳出土遺物一院(2)
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いる。関壁の石材は縦償きで、側収 2段分の高さか

ある大きなものか 2個使用されている。

茨道中央部には長さ30cm前後の横長の山石か20個

札渡詰まっていた。この石は羨道を塞ぐ目的をもっ

て柏まれたことは明らかで、閉塞石と断定できる。

C. 遺物

出十．逍物は10号瑣に次いで多く、土師器椀 1、須

忠器杯益 5. 杯身 1. 高杯 2. 憩 2. 直口壺 1. 平

瓶 2. 甕 l、鉄刀 l、柄頭金具 l、靭尻金具 1、鉄

鏃 6、鈴金具 3、耳環4、空玉3、丸玉 lかある。

装飾付大刀や馬具か出土したのは 3号墳のみである。

石室内もある程度の攪乱を受けているようである

か、はとんどの石未内遺物かはは同一面で検出され

たこと、元形の遺物かかなりあることなどから、原

位附を保っているものも多いと思われる。

石室内遺物は出土位罹によって 4群に分けられそ

うである。第 1群は奥峡近くのもので、須恵器杯船

(16) . 平瓶 (28)、鉄刀 (30) 、鞘尻金具 (32)、

鉄鏃 (33-36) 、錐金具 (38・39)かまとまって出

上した。第 2群とするのは玄室中央部で出土した須

恵器杯益 (17・18) ・ 杯身 (21) ・ 高杯 (23)、鐙

命具 (37)であるか、攪乱を受けているためかあま

りまとまりはない。第 3群は玄門近くのもので、土

師器椀 (15) 、須恵器杯益 (19) . 直口壺 (24) ・ 

泄 (26) ・ 平瓶 (27)、耳環 (40・41)かある。第

4群は羨道人口近くの須恵器腔 (25) 、耳環 (43・

44) 、喉t(45-47)、丸玉 (48)で、装身具か比

較的多し‘。

第 1群には装飾付大刀か、第 3群と第 4群には耳

環か 2個ずつ見られることから、まとまりに欠ける

第2群以外の 3つの群にはそれぞれ少なくとも 11本

の埋葬か想定できそうである。

土師器椀 (15) 玄門近くの羨道右限で須恵器杯蓋

(19)か破片と重なって出土した。底部外面には木

葉痕か明瞭に残るか、比較的丁寧なつくりである。

須恵器杯蓋 (16-20) 16は第 1群、 17・18は第 2

群、 19は第 3群、 20は南裾の周溝部分で出土したも

のである。いずれも口径12cm-13.5cmと比較的小型

で、天井部と口縁部との境の稜は消滅し、天井部外

面はヘラ切り未調整である。 16は口緑部を上にして渭

かれたような状態で出土したことから、杯身として
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転用されていたと思われる。 18は他の 3点と比べて

全体に器壁か薄く、色調や胎土も若十異なる。

須恵器杯身 (21) 18の杯益とセットで焼成された

ため18の口緑端部の一部が受部に付着している。 18

と21とは約80cm離れて出士したか、石室内に凶かれ

た時点では蓋と身か合わさっていたと思われる。

須恵器高杯 (22・23) 22は長脚 2方 2段透かしの

有盆高杯で、第 1次調:tt(試掘調1t)のNo.10試掘坑

か偶然にも 3号珀の玄室部分を掘削したときその玄

室内から出土した。 23は長脚 2方 2段透かしの無盈

高杯で、第 2群の遺物である。 1覺乱によって砕かれ

ており、その破片は直径60cm程度の範囲に散らはっ

ていた。

須恵器直口壺 (24) 台付の直口壺で、第 3群の遺

物である。台部は大部分か欠損している。

須恵器聰 (25・26) 25は第 4群、 26は第 3群の遺

物である。いずれも胴部は丸底で頸部は細く締まり、

u緑部径は胴部径を若干上回る。 26の日頚部はijlrij部

の中心からかなりずれて接合されている。貼り付け

により突出して付けられた円孔部も雑で、指頭によ

るナデつけ痕か明瞭に残る。

須恵器平瓶 (27・28) 27は第 3群、 28は第 1群の

遺物で、いずれも口縁部を上にした状態で出tした。

須恵器甕 (29) 3号瑣の周溝近くの包含屑から破

片で出士したものであるため、 3号瑣に伴うものか

どうかは確定できない。口頚部は 1/6しか残ってい

ないか、胴部は破片を接合するとはぱ全周する。胎

土は砂粒をはとんど含まず枯良で、 3号墳出士の他

の須恵器とはやや異なる。

鉄刀 (30) 第 2群の遺物で、鋒を開収側に苓部を

羨道側に向けて出土した平棟平造の虹刀である。全

長60.8cmで、鯉口金具か約 1/2逍存する。］］身部は、

長さ53.8cm、関近くの輻 3.3cm、鋒より 20cmのとこ

ろの幅 3.0cm、棟幅 1.0cmである。茎部は、長さ

7.0cm、輻 1.7cm、原さ 0.6cmで、木質か付着し、

H釘か 1本遺存している。錆のため不明瞭であるか、

関部にも刃関孔かあけられ、釘か遺存しているよう

である。

柄頭金具 (31) 石室埋土出tの鉄製円頭柄頭金具

で、表面に銀象嵌か施されている。長さは 4.6cmで、

差し口部分の長径 3.5cm、知径 2.5cm、肉胴 0.3cm



- 0.4cmである。内側には木質か残り、外面にはわ

ずかに布質の繊維の痕跡か認められる。銀象嵌は全

表面を 4分割して火烙状文か施され、差し口の周囲

のみ渦文か巡っている。

鞘尻金具 (32) 第 1群出土の鉄製鞘尻金具で、鉄

刀 (30)の鋒から約20cm離れて出土した。 31と同じ

く表面に銀象嵌か施されている。 31より小叩で、長

さは 3.5cm、差し口部分の長径 3.0cm、短径 2.2cm、

肉厚 0.3cm-0.4cmを測り、内側には木質か残る。

銀象嵌は全表面を 3分割して火烙状文か施されてい

る。

鉄鏃 (33-36) いずれも第 l群の遺物である。 33

は三角形状の鏃身部をもつ長頸鏃で、残存長は 9.0

cmである。鋒か欠損しているか、復尤すると、鏃身

部長 1.9cmで、最大輻は 1.7cmとなる。頚部は断面

か長方形で、輻 0.9cm、厚さ 0.4cmを測る。 34-36

は関部か不明瞭な堅箭式の鏃身部をもつ長頸鏃であ

る。 34は残存長 7.4cmを測る。鏃身部の断面は両丸

造か片丸造かよくわからない。頚部の断面は長方形

で、輻 0.6cm-0. 7cm、原さ 0.4cmを測る。 35は残

存長 3.8cmである。鏃身部の断面は片丸造で、長さ

1. 7cm、輻 0.8cm、巫鉛部の断面は台形状で、輻0.8cm、

厚さ 0.3cmを淵lる。 36は鞘尻金具 (32)に鈷祈して

出土したもので、残存長 2.1cmである。鏃身部の断

面は片丸造で、輻 0.9cmを測る。その他、石室埋土

から頚部片 l点と、 34の頸部に錆析して出土した断

面か片丸造で35に類似した形態をもつ鏃身部片 1点

かある。

鐙金具 (37-39) 37は第 2群の遺物で、木心鉄板

張の壺鐙の上部の金具にそれを吊るす吊り金具か鋳

によって付析しており、両者に木質か残っている。

鐙側の金具の長さは 9.9cmで鉄板幅か 1.4cm、吊り

金具の長さは 7.7cmで鉄板輻 1.9cmである。 38・39

は第 1群の遺物で、この両者も37と同じく木心鉄板

脹の壺鐙につくものと思われる。 38は吊り金具で、

木質か残っている。端部か欠損しており、残存長は

5.8cmで、鉄板輻は38より広く 2.2cmである。 39は吊

り金具に絞具か付祈したもので、吊り金具には木質

か残っている。吊り金具の長さは 6.0cmで鉄板輻か

2.3 cm、絞具の長さは 7.2cmである。 37・38・39の

吊り金具は形態かそれぞれ異なることから、対にな
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るものかどうかは断定できない。

耳環 (40~43) 4個体とも銅芯銀張で、径 3cm程

度の正円に近く仕上げられている。断面は円形で直

径 6mm~7 mmである。 40・41は第 3群の遺物で、出

土地点は 1m以上離れているか、 1対になるもので

あろう。両個体とも錆化か激しい。軍さは40か11.0 

g、41か11.9 gである。 42・43は第 4群の逍物で、

l対になるものと思われる。銀箔はかなり剥落して

いるか、銅芯の残りは良い。重さは42か15.9 g、43

か17.0 gである。

空玉 (44~45) 3個体とも第 4群の遺物である。

直径 1.5cm程度の中空のもので、きわめて薄く延ば

した銀を半球状にし、それを 2つ合わせて作られて

いる。比較的残りの良い46の重さは 0.7 gである。

丸玉 (44) 第 4群の遺物である。濃青色のガラス

製で、高 0.9cm、径 1.2cm、直さ 1.7 gを測る。

4. 4号墳

A. 墳形

4号墳は 3号泊の東方約 3mで検出された古瑣で、

丘陵斜面にある。周溝は南裾を除く 3方で検出され

たか、北裾部分で一部不明瞭となる。また、東裾部

分の周溝は 5号培と共有する。横穴式イi室の羨道人

ロから東西の両方向にのびる石列は、外護列石の一

部と、思われ、ここか古墳の南裾と推定される。この

列石の石材には石室の基底石よりやや小さい40cm前

後の大巻さの山石か使用されており、東側に約 2m、

西側に約 1m逍存している。

周溝は多角形墳的なコーナーをもつようにみえる

部分もあるか、検出できなかった所も多いので、泊

形は円瑣としておく。周溝内側の下端（瑣丘裾）で

il!IJった東西径と、外獲列伍のある南裾からI古］溝か切

れている北裾部分までを測った南北径は、ともに約

14mである。

B. 主体部

主体部は主軸を N 3°Wにとり、南に開口する右

片袖の横穴式石室である。

石室掘形は長方形状で、検出長 9m程度、幅 2.8

m前後を測る。

石室は枯底石かほぼ完全に残リ、 2段目の石材も

比較的よく残っている。石室の規模は、全長約 8.0



m、玄室長約 3.7m、幅 1.2m、羨道長約 4.3m、

哨峠り 1.1mを測る。

側陪の）よ底石は50cm前後X40cm削後の山伍を横置

ぎにして並べており、玄門立杜石か左右に 1個すつ

見られる。奥岐のイi材は縦附きで、側壁 2段分の高

さかある大きなものか 2個使用されている。

4号瑣の石主の規松や形態は 3号墳の石宇とぎわ

めて類似している。

C. 遺物

占瑣に伴うと息われる遺物は須忠器椀 3. 胞1. 

瓶 1. 猥 1 、土帥器甕 l 、刀—(8 、鉄鍬 3 、耳環 l

て、枯底石か比較的よく残っている割りには出士逍

物鼠は少ない。石室坪土I::.部にははは完形のものを

含む中但の土器か多く含まれていたことから、中世

に石寄の攪乱を強く受けたことか考えられる。

なお、玄室中央部で検出された20cm-30cmの大き

さの山石 7個は、敷石あるいは棺台として附かれた

可能性がある。少なくともこの面を石室床面ととら

えてよいであろう。

須恵器椀 (48-50) 48・49は玄杢中央部で、 50は

ヽ

oo 

10 m 

第17図 4号墳.5号墳地形測鼠図 (1: 200) 
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羨道部で出土した。いずれも口径10cm前

後、器高 5cm前後でよく似た形態をして

いる。底部外面の調整は48か手持ちヘラ

ケズリ、 49・50かロクロヘラケズリであ

る。

須恵器聰 (51)

胴部は丸底で頸部か細く締まる。

は焼ぎ歪みか甚だしく、

あるか、胴部径を若干上回る程度と思わ

れる。

須恵器瓶

玄室前半部で出土した。

ロ径は不確定で

石室埋土上部から胴部片か出

土している。横瓶と類似した成形法をと

る球状の胴部であることから、

形の細頸瓶と思われる。

須恵器甕

土師器甕

師器鍋で、

ロ縁部

フラスコ

石室埋土上部から小片 1点か

出土している。全体の形態は全く不明で

ある。

羨道埋土から同一個体のもの

と思われる胴部の小片か3片出土してい

る。

中世の土器 (52-57)

ロ径は測れない。

刀子 (58-63)

石室埋土上部か

ら中世の土器か整理箱約 1箱分出土して

いる。ほとんどか破片である。 52の土師

器皿、 53・54の山茶椀は平安時代末築の

ものてあろう。 55の山lIIlは高台かなく偏

平であることから鎌倉時代に人るものと

思われる。 56は常滑産の甕の口緑部片で、

口緑部断面の形態から

室町時代前半のものと思われる。 57は土

口緑部の形態から、鎌倉時代

中頃のものと思われる。

58は石室埋土出土で、

山 09"1~

第19図 4号墳遺物出土状況実測図 (1: 50) 

全長10.3cm、刀身部長 6.1cm、幅1.1cm、

棟輻 0.2cm、茎部の長さ 4.2cm、関部近

くの幅 1.1cm、茎部端近くの幅 0.4cmを

測る。茎部には木質か残る。 59は石幸坪

土から出土したやや大きめの刀身部片で

ある。残存長は 6.2cm、刀身部最大輻

1.6cm、棟幅0.4cmを測る。 60は奥壁近く

から出土したもので、残存長 8.8cm、刀

身部最大幅 1.3cm、棟輻 O. 2cm -0 . 3cm、
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茎部は長さ 3.6cm、関部近くの輻 1.1cm、J厚さ 0.3

cmを測る。茎部には木質か残る。 61は茨道部出土の

関部分から茎部にかけての残片で、残存長 4.9cm、

刀身部幅 1.4cm、棟幅 0.4cm、茎部輻 0.8cm、J厚さ

0 . 2cm - 0 . 3cmを測る。 62は沃道坪土HU:のミニチ

ュアJJTで、］寧に作られている。全長 5.9cm、刀

身部の長さ 3.8cm、最大輻 0.7cm、棟輯 0.1cm、茎

部の長さ 2.lcm、最大幅 0.4cmを測る。他に、刀身

遺物
出 L 位附 器種 Jhi!111伯(cm) 調坪• 技法の特徴 色調・胎t 残竹度 備 ど

取 1番号

番号 柊埋番号

M~J9 4号）n 瑣恵器 「1/歪： 10 2 内外面ロクロナテ。底部外間手持ち 賠灰色 II緑： 3/4 底部に焼き ijJ,れ No 1 
48 枷11予．・ 109 rl ,):-目>然。1人J1/11~ ミ -

.!t; ,さ• .. - 椀 各恰1白j: 5 5 ヘラケスリく9 微砂料多含 胴部：＇元存 体に 釉付柑． 18 --0403 

M -19 4号梢 ,n、も器 [lif: 9 7 休］外而ロクロナテ、3 底部外由iロクロ 貼灰色 No. 5 
49 枷l径： 9 9 ヘラケスリ、 1人Jiiliナテ‘。ロクロ右但l 元仔

玄 二9よ士', 椀 器高： 4 4 転。 微砂粒多含 18 0404 

M -19 4り墳 泊也器 rl/斧： 9 7 内外血ロクロナテ。底部外面ロクロ 11;'; I火色 口角点： :l/1 ~() 9 
50 肌,]ff:10 :J -

t沃 追 椀 器高： 5.1 ヘラケズリ。ロクロ右[t1l船、', 細砂粋含 ll•lifl,: 尻U1 lぶー 0407

M-l'l 4号Jj'¥ ,j(忠器 ロii':11.8' 内外頂iロクロナテ。 ij["]部外向卜半ロ 淡 I火色 ロ帝家： 2/3 [I縁部の焼き f ~() 6 
51 伽Ii条： 9 2 クロヘラケスリ ロクロ右[u]胆、。頸

玄 立-,:_ 胞 器絲： 13 6 部内面にンボリ 細砂粋含 月l•liil\: 、;i;tf み大きい。 lkー0405

M-19 4号培 t帥器 ロ径： 14 .4 11緑端部ヨコナテ｀。内洵ナテ、外向 明机褐色 ~r,]O 

52 [l糸点 ： 2/3 ト—

石宇坪土上部 JIil 苔恰I合¥: 2 9 ' 指オサエのち軒いナテ＼ 微砂和含 18 --0408 

M-19 4号珀 掏器 I Jff: 16 8 7 内外廊ロクロナテ.0 口緑部にふけ掛 淡 I火色 II緑．・ 1/4 Nrdl 
53 f;/茶： 7 0 ,-
石杢坪土上部 椀 器高: 5 6' け利lo 微砂粒少含 1点d,::l/4 18-040'l 

M --19 4号珀 陶器 ll径： 17 0 11/; 灰色 Ll命吹 ： 7/8 点jf,;喘に籾殻拍ヽ よ No.12 
54 fdf: 7 6? 内外廿iiロクロナテ。底部外面ナテ＼ -

,fj古ミJ甲U.J-.,7,I¥ 111茶椀 器泊j: 5 5 微砂朴含 高台:、元fi 的台かなり~'.. 18 0411) 

M~J9 4号墳 陶器 U/f: 8 5 内外面ロクロナテ.0 底部外川1回転糸 淡灰色 t-:1113 
55 底径: 4 9 完有
イi牙q用ti.音I¥ 111 llll 各恰rt'i: 1 6 切り痕残る。 砂料含 18ー0411

M-19 4号J;'¥ 陶器 釉：ll[i亦褐色
56 11径： 40~ り後 ロ緑部は断面「N」:Ii心 口緑： ]/10 -

ィii>r'¥I・・ ト．紆I¥ s五k 砂和多含 18-041:l 

M-19 4号墳 t師器 口珀部内外向ヨコナテ。 Cl緑端部を ix箕橙色
57 Lil斧： 28 ,4' [I糸家 ： 1/o 
11苔'!'I'L1-.ffF, 鍋 内面に折り返す。器附薄い。 砂粒多含 18 0414 

L-19 4号珀 須恵喘 灰白色 L半外血に 1・1然
胴高： 19程度 内外直iロクロナテ。 11,1紆15: 1/3 ~. . 

イ1'1ヽ't用i・jこ音I¥ 瓶 精 良 釉付杓。 18-0427 

L-19 4号墳 瑣息器 外面擬格臼人のタタキ H。内頂庫］心 賠青灰色
肌a]紆11:,Jヽ）＇，

11笞;_J'Jll:J・.音I¥ 甕 円状のアテ貝痕のちハケ。 細砂粕含 18-0428 

M-19 4号Jj'¥ t師器 外面縦方向に細かいハケ。内血ハケ 仇橙色
り l•l 音I\: ,Jヽ/',・ -

羨道JI!'土 猥 とナテ‘、0 微砂粒含 18-0426 

M-19 4号珀 陶器 ロ径： 16 7' 淡灰色 LJ条吹 ： 1/8 内面に自然釉薄
f;i予： 7 2 内外面ロクロナテ。

,i叶'.J'l'.L卜j汀； 山茶椀 器高： 6 4? 微砂ぶ，少含 i合if;: 1/2 く付沿。 18-0412 

第8-1表 4号墳出土逍物一覧(1)

遺物
出十 f立沼 器種 備 名

取上番号

番号 棺理番号

遺物
出上位骰 器和r, 備i 名

取 I-番号
番号 ？因理番号

58 
M-19 4号泊

刀 f
ほぼ完存 鉄製

石室J里上 全長10.3cm 18-0415 
64 
M-19 4号墳

鉄鎌
lili完存 鉄製

石室J_'1'土 全に 44cm 18-042S 

59 
M-19 4号墳

JJ f 
刀身部），1 鉄製

Ti'i;J里t 残存長 8.2cm 18-0417 
65 
L-19 4号墳

鉄鎌
茎部端欠損 鉄製

沃追埋L 残存長 45cm 18~0421 

M-玄19 4至号項 刀 f 鋒部分欠損 鉄製 No. 1 
60 

残存長 88cm ]8~0401 
M-19 4号珀 はは完存 金銅製 No. 25 

66 
玄室

且環
艮径26cm像I径24cm 18-0402 

M--19 4号瑣 関部～茎部 鉄製 No. 8 
61 
沃道

刀子
残存長 4.9cm 18-0406 

M-19 4号墳 n r 閃部～茎部 鉄製．
石室埋土 残存長 62cm 18-0416 

62 
L-19 4号墳

刀 f はは完存
鉄製

羨道坪上 令長 5.9cm 18-0420 
M-19 4号瑣 関部～苓部 鉄製 No. 24 
石宇埋」・.

刀—f
残存長 6.4cm ]8~0418 

63 
L-19 4号墳

鉄鎌
鎌身部～頚部 鉄製

羨道埋 I: 全長 6.3しm I 18-0422 

L~19 4号瑣
刀 f

刀身部片 鉄製

I 双・道埋t 残存長 42cm 18-0419 I 

第8-2表 4号墳出土遺物一覧(2)
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第20図 4号墳出土遺物実測図 (48-57=1 : 4、58-66=1 : 2) 

部片か 1点と関部から茎部にかけての残片が 2、点出 する。

士している。刀身部片は羨道埋土出土のもので、 58 耳環 (66) 玄杢中央部の床面近くから 1個体のみ

とはぼ同形と思われる。残存長 4.2cm、刀身部最大

輻 1.1cm、棟闘 0.2cmを測る。関部から茎部にかけ

ての残片は 2、r,¥とも石奎坪土出土で、 1つは残存長

6.2cm、棟輻 0.3cm、茎部長 5.0cm、輻 1.0cm、呼

さ 0.4cmで、 61に類似した形態をしている。もう 1

},¥は残存長 6.4cm、棟幅 0.3cm、茎部長 4.5cm、関

近くの船 1.6cm、厚さ 0.4cmで、 60の茎部に類似し

た形態をしている。

鉄鏃 (63-65) 63は関部か不明瞭な堅箭式に近い

形態の鏃身部をもつ長頸鏃で、残存長 6.3cm、鏃身

部は断面か片丸造て、長さ 2.2cm、幅0.8cm、頚部は

断面か方形で輻 0.4cm、厚さ 0.2を測る。 64・65は

方唄形の鏃身部をもつ有茎の鏃である。 64は全長か

4.4cm、鏃身部は断面か平造で、長さ2.4cm、幅 2.4 

cm、茎部の断面は関部近くが方形で、端部にいくは

ど円形に近くなる。茎部長は 2.0cmである。 65は残

存長 4.5cm、鏃身部は断面が平造で、長さ 2.6cm、

輻 2.0cm、茎部は64よりかなり長いが、形態は類似

出土した。金銅製のもので、やや楕円形である。長

径 2.6cm、短径 2.4cm、軍さ 7.5 gで、断面は径

0.5cmの円形である。錆化か進んでいるか、金の残

りは良い。

5. 5号墳

A. 墳形

5号墳は 4号墳の東側に接して検出された。西裾

の周溝は 4号墳と共有し、北裾では不明瞭となる。

東裾は 6号墳の西裾との間が周溝状となるか、古墳

の南側か完全に消滅しているため周溝として続くか

どうか不明である。古墳の裾は 4号墳と同じく多角

形墳状にコーナーをもつように思えるか、ここでは

爪形を円墳としておく。東裾から西裾までの東西径

は約12mである。

B. 主体部

主体部は主軸を N 4°Eにとり、南に開口する横

穴式石室である。
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第21図 5号墳石室実測図 (1: 50) 
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石室掘形は羨道方向へ行くはど徐々

に幅が狭くなる長台形状のもので、奥

壁付近幅約3.2mである。

石室の石材は玄室部分の基底石のみ

か残っている。側壁の基底石は70cm前後

X40cm前後の山石か横置きに並べられ

ている。奥壁基底石の石材数は 3個で、

そのうちの 1個は側壁の石材とほぼ同

!> じ大きさのものであるか、あとの 2個
はやや小さいものか使用されている。

奥壁の高さは側壁 1段分とはは同じに

なっている。
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第22図 5号墳遺物出土状況実測図 (1: 50) 

6

8

 ’
 

石室の現存規校は右側壁長約3.8m、

左側隈長約4.0m、玄室幅 l.3m-l.4

mで、玄門立柱石か残っていないため

玄室と羨道との境は不明である。しか

し、石室掘形の形態や石材の使用方法

※図中の番号 か類似する 1号墳.6号墳の石室を参

は遺物番号 考にすれば、玄室の長さは現存長の約

6
.
8
0
 3
 

•• 

0 10 cm 
戸 I I I I I 

3.8mを大ぎく上回ることはないと思

われる。

C. 遺物

出土遺物には須恵器杯盗 1・杯身 2

• 高杯 1. 壺 1、鉄釘 2かあるか、は

とんどか破片である。

須恵器杯蓋 石室埋土上部出土の口縁

部の小片である。口径lOcm-llcmの小

型で器壁か薄いもので、雑なつくりで

ある。天井部と口緑部との境の稜は認

められない。

須恵器杯身 (67) 石室埋土上部から

ロ縁部片 2片と底部片 3片の計 5片か

出土している。そのうちの 1片である

67は底部外面に自然釉か原く付着して

＇， いるため他の破片と区別できるか、残

5cm 

第23図 5号墳出土遺物実測図 (67=1 : 4、68・69=1 : 2) 

りの 4片はいずれも色調、胎土かきわ

めて類似していることから同一個体の

ものと考えられる。この個体の口径は

lOcm-llcmで、形態は67とはぱ同じで

ある。

須恵器高杯石室埋土上部から出土し
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遺物 取上番号
出土位置 器種 gt測値(cm) 調繁•技法の特徴 色調・ 胎土 残存度 備 考

番号 繁理番り

L~23 5号墳 須恵器 ロ径： 10 6 内外面ロクロナテ。底部外面は自然 賠灰色 No. 3 
67 口糸家： 1/4 
石宇埋士上部 杯身 器裔： 3 7' 釉か厚く付着し、調整不明。 細砂料多含 18-0503 

L-23 5号墳 須恵器 暗青灰色
LH荼： 10-11 内外面ロクロナテ0 IJ緑： 1/12 

石宇埋土上部 杯蓋 砂料含 18-0506 

L~23 5号墳 須恵器 内外面ロクロナテ。底部外面ヘラ切 淡灰色
ロ径： 11-12 口緑： 1/10 

石奎埋土上部 杯身 りのちナデ。 砂粒含 ]8~1)507 

L -22 5号墳 須恵器 外面全面カキ目。内面ロクロナテ。 青灰色 HAk音~)\

石室埋土＿卜部 高杯 透かしは 2}j 2段。 砂粒多含 のみ 18-0504 

L-23 5号墳 須恵器 外面ロクロヘラケズリ、内面ロクロ 賠灰色
底部片のみ

石奎坪土上部 壺 ナデ。 細砂粒少含 ]8~0508 

第 9~1 表 5号墳出士遺物一覧(1)

遺物 出十位謹 器神 備 考
取J・.番号

番号 整理番号

68 1 -22 5号墳 残片 欽製 No 2 

玄室 鉄釘 残存長 7.lcm 18-0502 

第9-2表 5号墳出土遺物一覧(2)

た小邸の長脚高杯の柱状部片で、 2方 2段透かしを

もつことかわかる。上段と下段の透かしの間付近に

は 2条の沈線か巡り、外面全体にカキ目か施されて

いる。

須恵器壺 石室埋土上部からロクロヘラケズリか施

された底部片か出土している。大きさから、大叩Jの

短頸壺の破片と思われる。

鉄釘 (68・69) 玄室中央付近の床面近くで出土し

た鉄釘で、残片である。残存長は68が 7.lcm、69か

3.6cmで、断面の形状は方形と思われるか、木質か

原く付着しているため断定できない。この鉄釘は木

棺に使用されていたものであろう。

6 . 6号墳

A. 墳形

6号墳は 5号墳の東側で検出された。周溝は認め

られなかったか、 5号墳との間か一部周溝状になっ

ている。

墳形は円墳で、東裾から西裾までの東西径および

石室の羨道入口から北裾までの南北径は、いずれも

約llmである。

B. 主体部

主体部は主軸を N25°Wにとり、南南東に開口す

る右片袖の横穴式石室である。

重ェ↑器霞古”人-

1

 

4
4
 

9
9
 
一，＇ 

物
号
遺
番

偏 名
取 K番号
-----------

仔理番号

69 I 1 -22 s号墳l1失 irI残片 鉄製蜘 l
玄室 残存長 36cm hいis01

石室掘形は羨道方向へ行くはど徐々に幅か狭くな

る長台形状のもので、検出長約 7.5m、奥呼付近幅

約 3m、羨道入口付近幅約 2mを測る。

石室の石材は玄室部分の残りか良く、嬰壁から左

側壁にかけては 3段目も残っている。しかし、羨道

部は某底石のみである。羨道左側壁の入口部分は外

護列石状に開いていくか、この部分は攪乱を強く受

けていることも考えられるため、外護列石の有無は

断定でぎない。

石室の規模は、羨道入口部分か良好に残っている

とすれば、全長約 6.3m、玄室の長さ約 3.3m、幅

l.lm-1.2m、羨道の長さ約 3.0m、輻 0.7m-

0.8mとなる。

側壁の基底石は 1号墳-5号墳のものよりやや小

さい石材を縦罹きして並べられている。左右の側壁

に 1個ずつある玄門立柱石は他の石材と区別するた

めにひとまわり大ぎい石材か使用されている。奥壁

基底石の石材数は 2個で、 1つか縦置き、もう 1つ

か横置きされている。

C. 遺物

出土遺物には須恵器杯蓋6. 高杯5. 椀 l、土師

器甕 1、刀子 lかある。羨道部出土の須恵器杯蓋

(74)・ 高杯 (76-78)は石室床面と想定されるレベ

ルより 10cm-20cm浮いた状態で出士している。
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第27図 6号墳出土遺物実測図 (70-81=1:4、82=1 : 2) 

遺物 取 I.番号
出 t 位罹 器帥 ,;t乱rjj[/((cm) 調坪・ 技法の特徴 色調・ 胎十 残仔度 傭 J' ' 

ト—

番号 ？各理番サ

K-26 6号墳 須恵器 内外面ロクロナテ。人井部外向ロク 淡灰色

70 口径： 9 0? LJ糸吹 ： 1/10 
1i'-i't'IU: 杯益 ロヘラケスリ。ロクロ左回転。 微砂料含 18-0610 

K-26 6号墳 瑣恵器 灰 色
71 ロ径： 9 .8? 内外自Iロクロナテ。 ロ命家： 1/:l 
ィi宇坪!: 杯茄 微砂料含 18-0613 

K-26 6号墳 須忠器 ロ径： 10 6 内外未団ロクロナテ。人井部外訓ヘラ 陪灰色 ~II 9 
72 切り 調棺（ロクロヘラケスリの吋 I I糸咲 ： 1/2 -

石屯埋土 杯蓋 器高： 4.4 能性もある）ぐ 微砂料含 18-0608 

K-26 6号培 須恵器 LI径： 10.4 7 内外面ロクロナテ。大井部外面ヘラ 賠灰色 No 5 
73 口縁： 1/2 

れ全j用t 杯益 器閥： 4 l 切りのち軽いナテ＼ 微砂料含 18-0605 

K-26 6号ホ 須恵器 [l径： 10 6 内外面ロクロナテ。天井部外面ロク 淡灰色 天井部外面にrx」 No. 2 
74 口緑： 3/4 のヘラ，記号及び

沃 迅 杯盈 器高： 4 4 ロヘラケスリ。ロクロ左回車み。 細砂粒含 iね焼きの放勤'c 18-0602 

K -26 6号墳 頃恵器 淡灰色

75 口径： 10 0? 内外面ロクロナテ0 口緑： 2/3 
h室坪土 椀 砂料含 18-0609 

K-26 6号乳 瑣恵器 n径．・ 115 淡灰色 ロ緑:3/4 Nu 4 
76 裾径： 9 4? 内外且,iロクロナテ。

羨 道 高杯 器高： 9 1 精 良 f居府心： 1/4 18-0604 

K-26 6号珀 須恵器 ロ径： 10 1 内外面ロクロナテ。杯底部外血ロク 賠青灰色 11糸吹 ： 1/2 ~() 3 
77 裾径： 7 () 

茂・ 追 高杯 器高： 7 7 ロヘラケズリ C 細砂粒少含 i届音B: 7 /8 18-0603 

K~25 6号沿 須恵器 口径： 12 0' 内外面ロクロナテ 杯底部外由Iロク 淡青色 U緑： 1/10 No 1 
78 裾径： 10 4' ロヘラケスリのち。ナデ,・,)。ロ

クロ右Ji,J
転。方村A2人段部(内血にシポ 痕。rti秀通かせしすは） 

汲 追 高杯 器高： 12.1' 2 !・. 段は内面まて ， 砂料多含 枡rnr,:1/3 18-0601 

K-26 6号墳 瑣恵器 内外面ロクロナテ。杯底部外面ロク 暗灰色 No 6 
79 ロ径．・ 114 口糸吹： 3/4 

石病埋士 高杯 ロヘラケスリ。透しは 3方。 砂粒含 18-0606 

K-27 6号墳 須恵器 内外血ロクロナテ。裾端部強いヨコ 訂灰色 No. 7 
80 裾径： 10 2? ト居音11:1/3 

高杯 ナデ。透かしは 2方。 微砂粕含 18-0607 

K-26 6号項 ナ帥器 ll縁部内外面ヨコナテ内、内面にハケ 戊黄橙色 底部の破片あり。 No. 8 
81 U径： 10.0? 残る。伽］部外而ハケ、 面ナテ~。底 ロ糸決： 1/4 

石室埋士 坑ョ£ 部内面はヘラケスリカ'? 細砂粒多含 表面剥離進む。 18-0614 

K~25 6号墳 須恵器 淡飢灰色 焼成不良て表頂I
LI径： 11前後 内外阻iロクロナテ。 ロ糸家： 1/1() 

石宰埋士上部 杯蓋 微砂粒含 剥離激しい。 18-0615 

第10-1表 6号墳出土遺物一覧(1)
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物
号
遺

番
土 位 沼 器 種 備 名

取上番号--------------
繋理番号

物
号
逍

番
出 土 位 渥 器 神 備 名

取 1-_番号
--------------

炉理番号

82 
K-26 6号墳
石宇埋i: 刀 子

刀身部片
残存長 6.5cm

鉄製 L--------------
18-0611 

82 
K-26 6号墳
右室坪土 JJ --f-

茎部片
残存長 4.4cm 

鉄製．
--------------

18-0616 

第10-2表 6号墳出土遺物一覧(2)
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第28図 6り珀出上机恵器ヘラ記号拓影 (1: 2) 

須恵器杯蓋 (70-74) 74は沃逍部の玄111]近く、 70

-7'.1はイi、ぶ岬十．から出 1今．した 0 、);じ形のものはなく、

70は小破片である。しヽすれも良く似た形態をしてし、

る){ i辛坪上よりもう 1個体これらと lwJ形態の須忠

器杯船の破片か出上している。それは焼成かきわめ

て不良である 大井部外血にロクロヘラケズリか認

められるのは71・74のみである。また、 74の犬井部

外面には「 X」のヘラ記号かある。 70-73について

は、犬井部かはとんど残ってしヽないため、ヘラ記り

のイi無は不明てある¢ なお、杯身か l、,:.,;も出tして

しヽなしヽことから、杯船とした 5点の内しヽくつかは杯

身として転用されていた可能'I''!:も名えられる。

須恵器椀 (75) イi未埋上出上のものである。椀と

したか、杯益とも名えられる 3

須恵器高杯 (76-80) 76は沃追入口近く、 77・78

は羨道部の玄門近く、 79・80は石’桑埋土から出tし

た。 76・77は知脚無船高杯てあるか、訓者は杯部や

樹邸の形態か全く異なる。 77の杯部は70-74の杯益

と全く同し形態をしている。 78・79は長脚無益高杯

て、 78は 2方2段、 79は 3カ2段の透かしをもつ。

78の透かしはナイフ状の上具を突き刺しただけのも

ので、 I政の透かしは内面まで『l通してしヽ なし‘。 80

は脚部の制の破片で、杯部の形態は不明であるつ脚

は長脚で 2方2段透かしになると思われる。

土師器甕 (81) {i*」用土出土の小門リの批である。

lwJ―個体のものと息われる丸底の底部片かすぐ近く

から出上してしヽるか、接合できなし‘。この底部片の

調棺は外血かハケで内面にはヘラケズリか施されて

しヽる。

刀子 (82) 石室坪土出土の鉄製のJ)~f である。関

部か欠拍しており接合でぎなしヽか、出土状況から [cij

-40-

~11刈体のものと判断した。）J 身部分の残存6.5cm 、

残N最大闘 1.6cm、棟輻 0.3cm、茎部の残1{±と4.4 

cm、最大伽 1.1cm、原さ 0.4cm村）文である。苓部に

仁tオ,t'[カ対戌る。

7 • 7号墳

A. 墳形

7号爪は 6号珀の北側で検出された。立地は 1号

珀-6号珀と異なり、 1,・.陵の尾根近くに位附する。

周溝は北東部分か弧状に残っているのみである。固

溝のカーブおよび石室の位附から、古瑣の規校及び

泊形を復几すると、径12m利の円珀となる。

B. 主体部

上｛本部は主軸を N26°Wにとり、南南東に開口す

る横穴式石‘杢である。

伍室掘形は、長さ約 5m、伽 2.3m前後のlこ}j形

状の掘形に削晶約 0.7mの溝状の掘形か付くものであ

る。

伍本の伍材は玄本部分の北底石のみか残っている。

側限の晶底ィiは全て描附きで、長さ40cm-50cm、翡

さ30cm-40cmと、 1号培-6号肌のものよりも小さ

めである。開州仙底イiも横附きで、側限桔底石より

やや大きいイi材か使用されている。

石屯の平血形は確定できないか、石‘桑掘形の形態

や類似した掘形をもつ 8号屈 ・13号珀の石室形態を

参名にして推定すると、玄本は残1{している左側州

の南端付近までと名えられ、玄室の長さは約 4.5m

輻 1.lm- 1.2m、袖は布片袖となる。羨道はその

存在の有無すら不明確で、しいていえば、玄本の南

に続く輻約 1mの掘形部分かそれにあたるといえな

くもない。そうとしても、 X逍は付属施設的なきわ

めて小規校なものか想定され、石材の使用すら疑わ

れる。羨逍と想定した部分の南に続く溝状の遺構は

依道的なものであろう 3

なお、玄門部でlこさ約90cm、輻約30cm、原さ約40cm

の横長のいか検出されている。このイiは、玄本と沃

直とを区分するために紅図的に置かれたものなのか、

攪乱によって移動した側限の石材か偶然ここにある

だけのものなのかは不明である。

C. 遺物

出土遺物には須恵器杯盗 2. 杯身 3・提瓶 l、鍔
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第30図 7号墳遺物出土状況実測図 (1: 50) 
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1、刀+1、鉄鏃 2がある。そのうち、須恵器杯蓋

(83・84) ・ 杯身 (85)、鉄鏃 (90)、鍔 (92)は

玄室中央部から比較的まとまって出土した。

須恵器杯蓋 (83・84) 両者とも玄主中央部出土の

もので、形態、法量、胎土などがきわめて類似して

いる。口縁端部は丸くおさまり、口緑部と天井部と

の境の稜は全く認められない。犬井部外面には右匝

転のロクロによるケズリが施されている。

須恵器杯身 (85-87) 85は玄宇中央部、 86は石室

内埋土、 87は固溝出土である。 85・86のたちあかり

部は短く、内傾してのびており、先端か尖り気味で

ある。この両者と須忠器杯孟 (83・84)の4点は底

部または天井部の形態、胎土、調整技法などかきわ

めて類似していることから、同ーエ人により作成さ

れた可能性か考えられる。 87はたちあかり部か厚い

こと、器高か低いことなど、 85・86の形態とは明ら

かに異なっている。

須恵器提瓶 (88) 奥舷近くで出土した。口緑部は

欠損している。肩部の把手は欠けているか、粘土紐

の貼り付け痕から、環状てあったことかわかる。

刀子 (89) ;f_正危埋土出土のもので鋒部分か欠損し

ている。残存長は 7.8cmで、刀身部最大輻 1.4cm、

--
0
0
 

88 

IOcrn 
92 

第31図 7号墳出土遺物実測図 (83-88=1 : 4、89-92=1 : 2) 
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逍物 取 I番号
出 t {1) 置 器神 ;;t淵lイ直 (cm) 調酪• 技法の特徴 色調・胎L 残存度 備 名・

番号 繁理番号

0 -27 7号墳 須恵器 ロ径．・ 147 内外面ロクロナテ。天井部外面ロク 灰 色 No. 5 
83 ロヘラケズリ、内面不定方向ナテ。 充存

玄 土去 杯贔 器高： 4 6 ロクロ布回匝。 砂粒含 18-0704 

0-27 7号墳 須恵器 ロ径： 14 .6 内外園ロクロナテ。犬井部外面ロク 灰 色 No 7 
84 ロヘラケズリ、内面不定方向ナテ。 完仔

玄 ~李- 杯盗 器高： 4 8 ロクロ右国転。 砂料含 18-0706 

0-27 7号墳 須忠器 ロ径： 13.4 内外面ロクロナテ 底部外面ロクロ
ヘラケズリ、中心 部゚にヘラ切り狼残

灰 色 外面に自然釉薄く No. :1 
85 完存

玄
至,, → 
杯 身 器高： 4 4 る。ロクロ右同転。 砂粒含 付祈。 18-070'3 

0-27 7号墳 須恵器 ロ径： 12 8 内外向ロクロナテ。底部外血ロクロ 灰 色 外面に自然釉池＜ No. 8 
86 LI緑： 3/4 

石室埋士 杯身 謡高： 4 6 ヘラケスリ。ロクロ右回転。 砂料含 付粁。 18 -0707 

N -29 7号坑 須恵器 内外洵ロクロナテ。底部外頂lロクロ 灰 色 高杯の杯部てある
87 LI径： 12 6 7 LI緑： 1/5 可能付も考えられ

周 溝 杯身 ヘラケスリ。ロクロ右[g]転。 砂料含 る。 18-0710 

0 -27 7号瑣 須恵器 内外側ロクロナテ、外頂iの一部ロク 灰 色 rMliiに把手を貼っ ~IJ. l 
88 胆径： 18 7? 

玄 土~云. 提 器 ロヘラケズリ。

第11-1表 7号墳出土遺物一覧(1)

遺物
出土位置 器挿 備 考

取上番号

番号 整理番号

89 
Cl -27 7号墳

刀 f 鋒部分欠捐 鉄製
---------

1斤登埋土 残存長 78cm 18-0708 

0 -27 7号墳
鉄鎌

錢身部 鉄製 No. 2 
90 玄 ニ云士.•. 残存長 55cm 18-0702 

第11-2表 7号瑣出土遺物一覧(2)

棟幅 0.4cm、茎部は長さ 4.1cm、端部より約 2cmの

ところの幅 0.7cm、厚さ 0.3cmを測る。関近くの茎

部には輻 0.4cm程に束ねられた繊維か数回巻かれた

状態で付着している。

鉄鏃 (90・91) 90は玄室中央部、 91は石室内埋土

出土で、いずれも長三角形の鏃身部をもつ広根系の

鏃である。 90は残存長は 5.5cm、鏃身部長 4.2cm、

最大幅 2.2cmを測る。 91は鏃身部のみの出土で、残

存長 4.7cm、最大幅 3.1cmを測る。

鍔 (92) 石室中央部で出土した。無窓の倒卵形の

鍔で、鉄製である。象嵌は認められない。長径 7.0

cm、短径 5.9cm、厚さ 0.4cmを測る。中央孔も倒卵

形で、長径 2.9cm、短径 2.1cmを測る。

8. 8号墳

A. 墳形

8号収は 7号墳の東方約20mで検出された。 7号

墳と同様に尾根近くにある。周溝は石室入口部分と

墳丘の西裾部分を除いてはぼ全周していたと思われ

るか、東裾の大部分かす覺乱により消滅している。

古墳の規模は、主体部である石室の主軸方向では

約17mであるか、それに直行する方向での規模を周

胴部：完存
砂和多含 た痕跡あり。 18-0701 

遺物 廿j i: 位沼 器神 備 考
取卜番号

番号 丸幻理番号

91 
0-27 7号墳

鉄錢 鎌身府部
鉄製

石9ギ埋土 残長47cm 18-0709 

0 -27 7号墳
鍔
ほは完存 鉄製 No. 6 

92 
玄
、呑.. 

長径70cm、知径59,m 18-0705 

溝と石室の位置から復元すると 13m程度となる。つ

まり、石室主軸方向に長い楕円形の円坑であったと

思われる。

B. 主体部

主体部は南東方向に開口する横穴式石室で、主軸

方向は N 35°W前後である。

石室掘形の平面形は 7号墳と類似している。玄室

部分の掘形は長さ約 5.3m、幅 2.5m、羨道部分の

掘形は長さ約 2.4m、幅約 1.7mとなる。羨道部分

の南側には幅約 1mの築道が付く。

攪乱を激しく受けており、残存している石室石材

は玄室左側壁のものと思われる 1個のみであるか、

石材抜き取り痕と思われるピゾト列か検出された。

石室の形態や規校は石材抜き取り痕の並びおよび

石室掘形の形態からある程度復元できる。須恵器杯

盗 (99・100) ・ 高杯 (109)かまとまって出土し

た地点の西側にある径80cm程のピソトは袖部分の石

材の抜き取り痕と思われる。そうであるならば、石

室は右片袖で、玄室長 4.3m程度、玄室幅 1.3m程

度となる。羨道部分は石材の抜ぎ取り痕か西期側の

一部にしか確認できなかったため、よくわからない

が、玄室長に比べきわめて短く、幅も狭いものか想
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逍物
IH ！．位沼 晶帥 ,:J-,!!IJ fi/1. I cm) 調炉• 技沈の特徴 色調・胎t-. 残存度 1崩 ど

取 1番サ

番り 坪刑番サ

0 P -3:i 8号Jれ 十．帥器 「I径： 10 0 内頂I不定方I句ナテ、 外l化指ォサエの 淡就棺色 No 4 
93 
玄宇 台付椀

f;/f: 4 4 ちナテ~。外Ll緑部内外血ヨコナテか。 II糸ぶ ： '.l/:i 
,_ 

器高: 6 2 合部内 血指オサエ 3 砂粒多含 ]8-118112 

0 -:,5 8号梢 t帥器 I Ti斧： 8 8' 内血ヘフケスリ。外1/ii指オサエのち 淡訊棺色
94 
h室坪_I. f, イ・Jll他

fdt: : 7 5' ナテ.c 台部内向ヘラケスリ。台部外 r1糸吹 ： :,/o ------- .. --

器麻： 6 5' 頂I指オサエのちナテ、 3 砂料多含 18 -118211 

P -35 8号Jj'j j-帥話 II/'怜： 16 .0 賠訂 I火色 邸 l'l
95 
Ti'-¥ざ．）用 jl.ttl¥ 鉢

内外曲ナテか。 II舟吹 ： 2/3 }::1/i浄lj離激しし、，
器高： 10 2' 砂料含 1K -OK!、2

P -35 8号Jj'¥ 瑣恵器 11径： II 6 内外廿iiロクロナテ。大井部外血ヘラ 伶色 ~,d(i 
96 II糸ぶ ： 4/5 

,{jオヽt'l'i' 杯盃 器高： 3 2 切り木，翡格，ロクロイ;[uj転。 砂粒含 18-0815 

0 -35 8り・Jfi 瑣心器
II径： l'l 9? 

内外[[1jロクロナテ‘。大井部外廿iiロク 内： II;¥灰色 ，り合 LにK石の吹 ~r:.22 
97 砂内： 11く 色 lJ奇吹 ： 1/:l 

1i本）'l'::f_ 杯晶 ロヘラケズリ。 粒含 き出し 3 18 -0818 

0 P -35 8~J·J孔 ,n忠器
口径： 16 0 

内外由iロクロナテ。人井部外頂Iロク 次灰色 ¥02:; 
98 

イi生坪土
II糸点 ： 1/:l 焼成ややtiし、'

杯孟 ロヘラケスリ，ロクロ右[uJ車入 細砂朴少含 lぶ OK2G

OP-358号Jft 釘［恵器 ロ径： 10 I 内外血ロクロナテ~。大井部外伯l調杷 賠~ 灰色 外1/11令体に t'I然 ~u.12 
99 
玄門

不明、内川［ナテ 中央か凹むヅマミ 11糸吹 ： 1/2 -

屯•土.＇：益" 器高： 3 4 をもつ" 糸Ill砂粒多含 凩廿1{,Jがi,. rn -Oki I 

OP~:J58号肌 須心器 口径： 15 6 内外血ロクロナテ。大）卜部外血ロク 外鷹： ,'l,'灰色 ~1>.l] 
100 
玄「'l

ロヘラケズリ、 rt、Ji/iiナテ。ロクロ布 ：灰色 II縁： 4/5 -

高杯益 器麻： 4 6 [i1]胆、。中央か凹むツマミをもつ- 料多含 ]8--1)8]() 

101 
0 -35 8号寸J't 机忠器

Uff: 90 
内外血ロクロナテ。底部外血ロクロ 占灰色 u, 点： 1/4 

石宇J'J'I. 杯身
-

ヘラケズリ。 細砂料多含 18-11822 

P -35 8り・.tft ;j'(、も席： ll径： 11 7 内外面ロクロナテ.0 底部外川］ヘフ切 灰 色 N11.15 
102 

石宇J'H・t-. 杯身
り木調繁、一部軽いロクロヘラケス II糸吹 ： :l/4 

器高： 3 2' リ、 I付阻l一定 )j向ナテ~。ロクロ右回転。 微砂料含 18-0814 

P -35 8¥}Jj't ,r(忠器 r, 径： 13 I 内外頂］ロクロナテ。底部外血ロクロ 灰色 外血全体に 1'1然 ~11.17 
103 

イi糸坪土 杯身
ヘラケスリか、 1人直iナテしロクロ右 LI糸吹 ： 1/2 

器高： 4 I [nj転。 砂料含 釉付ふ 18 -0816 

P -35 8号梢 ;j'(息器 Ui斧： 12 2 内外面ロクロナテ、C 底部外1/11ヘフ切 淡灰色 邸 18
104 

杯身
り未調柊、一部ロクロヘラケスリ、 11奇吹 ： 1/2 

石宇坪 t 器高： 3 9 内由i。ロクロ右[n]車入 砂料多含 l 呂—-0817

0 P -35 8号梢 ifi也閲芯 内外面ロクロナテ。底部外血ロクロ 外：，'i'灰色 ~11.14 
105 

杯身
LI i斧： 12 9 1 内：淡灰色 11糸吹 ： 1/12 焼成やや IIい。

Ti 牙!J'l' —J-. ヘラケズリか。 微砂料~ 含 18 081:l 

0 P -'l5 8号珀 ;j'(忠器 II径： II 2 内外廿Iiロクロナテ。椀I氏部外頂iJ怜ヵ： I火色 ~() y 
106 
玄宇 脚付椀

礼'1/t::10 4 なロクロヘラケスリ C 透かしは 3 !ill万に存
苔怜，白i: 11 8 2段" 細砂料含 18-0807 

or -35 8号瑣 ;f(息器 ロ径： 10 9 内外頂iロクロナテ。杯底部外祖lロク 淡 I火色 対cき.fcJ,人きし、 No. 8 
107 剃径： 11 3 7 ロヘラケスリ、内面ナテ。村状部内 IHJ1'cfr 小イヽ粁I¥外 1hiと脳ギ11lI名'/I¥ 
玄辛 贔杯 苔芯恰j: 14. 2 ? 廊にシホリ批 0 j秀かしは 2方 2段。 砂料含 l勺<'H"'にJfi.. 自然 l 18-0806 

0 P-:,5 8号培 幻l恵器 I Ii桑： 12 9 内外向ロクロナテ。ロクロ布但l位。 青灰色 [I糸家 ： ｝じ11 ~() 7 
108 
玄宇 高杯

裾径： 11 () 
器高： 10 0 7 杯底部I付面ナテ,0 砂料含 ヤ~:;'ii\: 2/3 18 --0805 

0 P -35 8号墳 須心謡 II径．・ 13() 内外血ロクロナプ。杯底部外面ロク 外:II((灰色 lJ緑:9/10 No.JO 
109 

玄 1"1 商杯
悧径： 10.6 ロヘラケスリ、内曲ナテ。ロクロ布 内：灰色 ．． 

器匂祈： 8 7 皿亜、 0 砂粒多含 桂i音I¥:1/2 18-081)') 

0 P -35 8号墳 須，•!,•器 U径： 13 3 内外血ロクロナテ‘。杯底部外面ロク 灰色 11糸吹 ： 1/4 
]]() 

高杯
社I,/予： 10 7? ロヘラケズリ、内血ナテC ロクロ布 --------. . . . 

Tiオミ上'I'.—le一 器高： 9 8 回転。 細砂粒含 ii,:ms : 1/:i 18-0819 

0 P -35 8号珀 須恵器 内外曲ロクロナテ 0 杯底部外伯lロク 外： 11{, 灰色 杯底部に脚部の No 10 
111 

高杯
ロ径： 13 I 7 ロヘラケスリ、内面ナテ.c ロクロ右 内：灰色 11命吹 ： 2/5 痕蹄かわずかに --

ィJ古;_J用L 担l位。 砂料含 残る。 18 --0808 

0 P -35 8り-Jj'¥ 瑣恵器 内外盾iロクロナテ。杯底部外面ロク 淡青灰色 杯底部に脚部の
112 受部： 1/8 痕跡かわすかに --------- ----

h室J甲t 高杯 ロヘラケスリのちナテ、内面ナテ＼ 砂料含 残る c 18-0821 

I'-35 8号梢 土『1ji器
II径： 14秤度

屑部外面に縦/j[,,Jの細かいハケ。内 黄棺色 ロ糸吹： 1/10 

1i、令uりI.I: ,武-i, 細砂粒含
小片か数片出し --- --------

向ナテ。 り[a]音15: ,Jヽ片‘ 18-0831 

第12-1表 8号墳出土遺物一覧(1)

逍物 出＿十位沼 器秤 備 考
取」．番号

番号 坪埋番号

遺物 出土位置 器秤 備 名・
取l.番号

番号 坪理番号

113 
P -35 8号墳

刀了 ］］存身部），1 鉄製
石宇埋十→ 残長 77cm 18-0828 

117 
P -35 8号墳

鉄鎌
珀部～茎部）＼ 鉄製

石室坪IL 残存長 45cm 18-0825 

0 P 玄-;358室号Jj1 刀 f 関部～茎部 鉄製 No. 2 
114 残存長 83cm 18-0801 

0 P玄-358杢号墳 残片 鉄製 No 6 
118 鉄鎌？

残存長 55cm 18-0804 

115 
P~35 8号瑣

刀[
関部～茎部 鉄製

石室埋土 残存長 55cm )8~0824 
119 
P -35 8号珀

鍔？
残片 鉄製

石宇坪士 18-0823 

116 0 P 玄-358室り・J孔 鉄鎌
関部～頚部片 鉄製 No. 5 

残存Ii:9 7cm 18-0803 
0 P 玄-358古号＜墳 Iiiよ完存 鉄製 No. 3 

120 鉄！］
全長905cm 18-0832 

第12--2表 8号墳出土遣物一覧(2)
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定できる。この石‘生の形態は 1号瑣-6号梢とは大

きく異なり、類例としては、 7号墳 ・13号墳かあげ

られる。

C. 遺物

出土追物には十．師器台付椀2. 鉢 1. 甕 l、須恵

器杯益 3. 杯身 5. 高杯6. 高杯益 1. 脚付椀 1. 

壺盗i-:1、鉄JJ1、鍔 l、])了・3、鉄鏃 2、鉄鎌 lか

あり、 t器の出土点数は10号坑に次いで多い。石杢

埋士出士のものか多く、」じ確な出土状況かわかるも

のは少ないか、床血近くで検出された逍物のはとん

どは玄屯前半部および玄門部に集中していたようで

ある。

土師器台付椀 (93・94) 93は玄室中央付近、 94は

石’桑坪土出土である。粗雑なつくりで、特に台部は

安定感に欠ける。

土師器鉢 (95) 石室埋土のt部から出土した土師

器である。半球状の胴部に知く直立する LJ頸部かつ

く。鉢としたか、椀と呼ぶべきかもしれない。

土師器甕 石室埋士から小片か数点出土している。

そのうちの 1点は LJ緑部片で、表面剥離か進んでい

るか、 M部外面に縦方向の比較的細かいハケか認め

られる。口径は14cm程で、形態は12号瑣出土の土師

器甕 174に類似している。色調は黄橙色で、胎上に

細砂粒を含む。

須恵器杯蓋 (96-98) いずれも石室埋土出土のも

ので、詳しい出十状況は不明である。 97・98は類似

した形態と計測値をもつか、 96は小刑で、調繁も異

なる。

須恵器壺蓋 (99) 玄門付近で出土した。壺益と思

われるか、セットになるべぎ壺は出士していない。

須恵器高杯蓋 (100) 玄門付近で、壺盗 (99)、

高杯 (109) ど爪なるように出土した。おそらく 109

の蓋であろう。

須恵器杯身 (101- 105) いずれも石室埋土出土

のもので、詳しい出土状況は不明である。しかも、

完形のものはなく、かなりi覺乱をうけているようで

ある。 102と 104の底部の調繁はヘラ切り未調繁で、

ヘラ切り痕の周囲のみわずかにロクロヘラケズリか

施されている。 101・103の底部の調整は不明であ

るか、おそらく 102・104と同様であろう。 105に

ついては高杯の杯部である可能性もある。
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須恵器脚付椀 (106) 玄室前半部の玄門近くで出上

した。はは完形である。椀底部外面のロクロヘラケ

ズリは細く丁寧である。

須恵器高杯 (107-112) 107・ 108は玄屯前半部、

109は玄門近く、 110-112は石室埋t出tである。

107は長脚有塙高杯、 108-110は短脚h忍；：高杯であ

る。 111・112は底部外面に残るわずかな痕跡から

高杯と判断した。おそらく 108-110と同じく短脚

有蓋高杯の杯部であろう。

鉄刀 (120) 玄宰前半部から鋒を奥壁側に茎部を

羨道側に向けて出土した平棟平造の匝刀である？鋒

かわずかに欠損しているか、全体に残りは良い。残

存全長90.5cmで、刀身部は残存長77.7cm、関近くの

輻 3.8cm、鋒より約21cmのところの輻 3.6cm、棟輻

0 . 7 cm - 0 . 9cmである。茎部は、長さ12.8cm、蚊大

輻 3.0cm、関近くの原さ 0.8cmである。木質の付杓

や目釘痕は認められない。

刀子 (113-115) 113はh竹北［土出土の刀身部

残片で、残存長 7.7cm、輻 1.6cm、棟輻 0.4cmを測

る。 114は玄室中央付近出士のもので、関部分から

茎部にかけての残片である。残存長 8.3cm、刀身部

輻 1.6cm、棟輻 0.5cm、茎部長 5.8cm、輻 1.3cm、

原さ 0.4cmを測る。 113と114はIii]一個体のnJ能性か

あるか、 113の出土状況が不明であるため断定しか

たい。 115は石室埋上出土のもので、関部分から苓

部にかけての残片である。残存長 5.5cm、J)身部幅

1.9cm、棟幅 0.4cm、茎部は長さ 4.0cm、端部から

約 2cmのところで輻 1.0cm、厚さ 0.4cmを淵I]る。

鉄鏃 (116・117) いずれも長頸鏃の残片で、116

は玄室前半部、 117は石室埋土出土である。 116は

関部から頸部にかけての残片である。残存長は 9.7

cm、頸部の断面は長方形で、関部近くの輻 0.7cm、

原さ 0.4cmをiWlる。 117は頚部から茎部にかけての

残片である。残存長は 4.5cm、頸部の断面は長方形

で、幅 0.9cm、厚さ 0.2cm、茎部の断面は円形に近

い方形で、茎部近くの輻 0.5cmを測る。

鉄鎌 (118) 鉄刀 (120)の茎部下から出土した

もので、残存長 5.5cmである。鋒の形態と刃の向き

から鎌と判断したが、鈷化か激しく欠損部も多いた

め断定は出来ない。

鍔 (119) 石室埋土出土である。輻 1.7cm、原さ



0.3 cm肛度の鉄製のもので、錆化や欠祖か著しい。

断定はできないか、倒卵形の鍔の残片と息われる。

9 . 9号墳

8号瑣の東で周溝の一部のみか検出された。南東

部分は間船により削り取られている。周溝のカーブ

から瑣形及び規校を復元すると、径 7m杵度の円梢

となる。出土逍物は全くない。主体部は確認できな

かったか、墳11:規校か小さいことから、横穴式石室

とは名えられず、 11号瑣と同じく木棺直葬であった

ろうと思われる。

10. 10号墳

A. 墳形

10号墳は 8号墳の束方約10mの丘陵斜面で検出さ

れた。南裾部分は庄となっており完全に失われてい

るか、南樹を除く 3方で幅 3m-4m利の周溝か確

認でぎた。

周溝は円瑣状に巡るか、 3箇所で 130゚-140° 利

のコーナーか明瞭に認められ、あと 3箇所でもコー

ナーと判断できる箇所かある。コーナーからコーナ

ーまでの長さは、周溝内側の下端（墳丘f居）でそれ

ぞれ約 5mである。

失われた南裾部分を含めて瑣形を復Jじすると、正

八角形に近いものとなる。墳It:の南半分は攪乱を強

く受けているため断足しかたいか、ここでは、径約

13m、一辺約 5mの八角柑として報苫しておく。

B. 主体部

主体部は屯軸を N12°Wにとり、南に開口する横

穴式石室である。

石室掘形は淡道方向へ行くはど徐々に幅か狭くな

る長台形状のもので、玄室右側限部分では、石室幅

と比べて掘形幅か異様に広くなっている。

石本掘形内には両側岐の枯底石か残っている。桔

底石の大きさは40cm前後X20cm崩後の横長のもので、

他の古翔のものよりかなり小さい。粗咲部分には長

さ30cm利の横長の山石か 5個並んだような状態で検

出されたか、これらの石材か奥堺の位罹をホしてい

るかどうかは断定できなし‘。

玄本内には輻約30cm、原さ 10cm-l 5cmの石材か石

室主軸方向に沿って 4列に敷かれている。各列の現

-49-

存石材数は 9個-10個で、かなり it圃的に敷しヽて敷

石としていることかわかる。

この敷石の範囲を玄本とすると、玄室の規校は、

長さ約 2.6m、幅約 1.4mで、幅の割りに長さか知

く、玄古渾i柏は虹内田古梢群の横穴式石室の中では

最も狭いものとなる。炭追の規校は、敷イi南端から

淡道右側収南端の石材までを測ると長さ 4.0mとな

るか、羨道人口部分はかなり攪乱されているようで、

石室の石材と息われる山石か10数個散乱していた。

羨追右側壁南端のイi材も落石であるかもしれない。

羨直左側舷南端の石材までの長さを測ると約 3.6m

となり、この数値の力カ‘確実性かある。従って、イi

室の現存長は 6.2mとなる。沃逍のl伽は 0.9m-

l .Omである。

袖の1f無あるいは形態については、右桐ljll悦におい

て、玄室と羨道との塙付近の石材か欠担しているこ

とから断定しがたいか、左側収の形態や玄室と沢逍

の石材の並び力から、きわめて無袖に近い布片袖あ

るいは両袖と息われる。

このように、 10号墳は坦内田古珀群の中では特異

な瑣形や伍室形態をもつ。

c. 遺物
出土遺物には上帥器椀 5、須恵器杯盗 7. 杯身25

• 高杯 1. 椀 2. 胞2・提瓶 l、鉄J)1、7)-[-2、

鉄鏃4、耳環 2かある。 t器の出十．贔はw内田古珀

群の中では最も多い。遺物の出土位限は、玄本中央

部、玄門近く、羨道後半部の 3[; 甜所にまとまりかあ

るように思える。特に、次道後半部で見中して出f-.

した土帥器椀 (123・124)、須恵器杯身 (147-149)

．椀 (157・158)・地 (161)の8個体は原位附をは

は保っていたと思われる。

土師器椀 (121-125) 121は玄室中央部、 122は玄

室前半部、 123・124は羨道後半部、 125は石’令埋

土出上である。 123・124ははは完形で、両者は爪

なって出土した。 125につしヽては小片で表面剥離か

進んでいることから詳しい観察は不可能であるか、

他の 4個体については、形態や調杷技法か類似して

しヽる。

須恵器杯蓋 (126- 131) 126-128は玄宇中央

部、 129-131は石室埋土出土である。いすれも [I

径はlOcm-llcm程度と小さく、口縁部と天井部との
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直物 J h!!ilf1h: (cm) 
取上番号

番号
出土位置 器秤 調繁• 技法の特徴 色調・胎J・. 残存度 備 名

炉理番号

N -44 10号墳 土帥器 ロ径： 10 7 内血ナテ。外廊指オサエのちナテ~゜ 浅黄棺色 No. 9 
121 口糸吹： 1/2 

玄
、全.. 椀 器高： 4 3 口緑部内外面ヨコナテ‘。 砂粒少含 18-1009 

N-44 JU号墳 t帥器 口乍在： 11. 2 ? 内面ナテ。外面指オサエのちナテ。 没黄棺色 No.20 
122 口糸吹： 1/2 粘土紐痕残る。

玄 -コ一・ - 椀 器高： 4 2 ? 口緑部内外面ヨコナテ。 細砂未：，含 18-1021 

N~44 10号墳 t師器 ロ径： 11. 3 内測ナテ。外血指オサエのちナテ。 戊黄棺色 No.31 
123 はは完存 粘 Uif痕残る。

改• 直 椀 各忌i白j: 5.0 Ll緑部内外曲ヨコナテ,0 精 良 )8~1032 

'.'I -44 10号項 t帥器 口径： 11 3 内面ナテ。外曲指オサエのちナテ。 没貨棺色 No.32 
124 はは完仔 米Id万糸jjjf{l戌る。 " ....... -

;t 追 椀 器高： 4 6 口緑部内外面ヨコナテ、C 細砂料含 )8~1033 

N -44 IO号珀 t帥描 内血ナテ。外面指オサエのちナテ。 浅荷色 l, 面泉lj離進み調柊 No.47 
125 ロ径： 12 6' 口糸吹： 1/4 

{i辛坪 L 椀 口緑部内外面ヨコナテか。 微砂粒含 不明腑。 18-1048 

N -44 10号肌 ,n恵器 口径： 10.1 内外り面ロクロナテ 火井部部内外面血ヘラ 賠行灰色 No. 1 
126 切のちナテか。};_井 ナテ。 はは完存

玄 ~, , .. 杯盈 器高： 3,6 ロクロ布回虹。 微砂粕含 18-1001 

N -44 JO号梢 泊恵器 口径： 11 () 内外面ロクロナテ。大井部外血ヘラ 昭青灰色 大井部に粘上紐I、1狼然 No.:; 
127 はは完有

残釉薄る。＜ 付外杓血。に
玄 字＇ 杯孟 甘怜i白j: 3 7 切りのちナテ。 K井部内面ナテ~゜ 細砂和多含 18-1003 

N -44 10号坑 瑣恵器 L lit:: 10 6 内外面ロクロナテ。犬井部外面ヘラ切 外：賂I火色 外閲に t'l然釉薄く Nol3 
128 はぱ＇応存

玄 牢, •. 杯盆 悩高： 3 5 り未調繁。犬井部内面——一定方向ナテ。 細砂料含 付杓。 18-1013 

N -44 JO号ボ 瑣恵器 LI i斧： 9 9 内外曲ロクロナテ。大井部外面ヘラ 11,'; 灰色 No.40 
129 ロ緑： 1/2 ------

イi宇坪i 杯益 器高： 3 6 切りのちナテか。犬井部内面ナテ。 微砂料含 )8~1041 

N -44 10がft 瑣恵器 内外阻lロクロナテ。天井部外血ヘラ
外内砂．：粋黒賠多灰灰含色色

外面に i'I然釉薄く Nn.45 
130 U径： 10,9' [I緑： 3/4 

ゎ‘全坪上 杯晶 切りふ調坪か。 付杓。 18-1046 

N -44 10号珀 m恵器 内外面ロクロナテ。天井部外面ヘラ
外内砂：：粒児賠多灰灰含色色

外由］に自然釉薄く No.46 
131 [lfJ:: 9 9? LI緑： 3/4 

玄宇敷1if 林益 切り未調柊か。 付柑。 18-1047 

N -44 10号珀 瑣恵器 内外面ロクロナテ。底部外面ヘラ切 賠灰色 外面に目然釉薄く No. 2 
132 II/斧： 9.0 口糸吹： 2/3 

玄 ー'.Eナ―- 杯 身 り未調悴か。底部内血ナテ。 微砂粒含 付ぷ。 18--1002 

N -44 10号珀 須恵器 rift: 9.27 内外血ロクロナテ。底部外血ヘラ切り 賠灰色 LI糸吹 ： 1/2 受疇部に 127の口緑 'lo. 4 
133 片付杓内血

玄 、工~.. . 杯身 器高： 3 3 末調内礼底部内頂Jナテ。ロクロ右屈転。 微砂粒含 底部：完存 に ぎ脹れ。あり。 18-1004 

N -44 JO号墳 泊恵器 [ l i-令： 9 4 内外廊ロクロナテ‘。底部外iiliヘラ切り 賠灰色 底部外廊に「V」 No. 5 
134 111ようw ------- -

玄 公,ミ.. 杯身 器高： 3 4 木調繁。底部内面ナテ。ロクロ右回転。 砂和多含 状のヘラ記号， 18-1005 

N -44 10号墳 俎也器 LI径： 9.8 内外面ロクロナテ 底部部未調外柊面ヘラケ 淡灰色 No. 6 
135 ロズtリi。回底む部か。外面中 心゚ 。ロク はは完｛千

玄 生,ミ.. 杯身 甘科，内¥: 4 2 粕良 18-1006 

N -44 10号t{¥ irl! ど．伶怜 II径： 9.7 内外面ロクロナテ。底部外面ヘラ切 賠灰褐色 焼部成外やや不「良， 底 No.IO 
136 り末調繁。底転部内面一定方向ナテ。 はは完存 頂lに V」状

玄 杢 杯身 器高： 3 4 ロクロ右回 。 砂粒含 のヘラ記号。 18-1010 

N -44 10号泊 泊，9ど器 口径： 10 3 内外面ロクロナテ。底部外面ヘラ切 淡灰黄褐色 口糸吹： 2/3 焼成不「良 3 底部外 No.II 
137 面に 一」状のヘ

玄 、上,‘ヽ• . 杯身 揺高： 3 6 り未調整か。底部内面一定方向ナテ。 砂料含 底部：完存 ラ記号。 18-1011 

N -44 10号墳 須恵器 ロ径： 9 9 内外面ロクロナテ。底部未外面ヘラケ 淡訂灰色 Nol2 
138 スリ。底部外面中心部調整。ロク lili'完存

玄 牢L 杯身 器高： 4 1 ロ左回軋。 枯良 18--1012 

N -44 JO号墳 瑣恵器 口径： 10 0 内外面ロクロナテ。底部外血ヘラケ 淡灰色 Nol4 
139 スリ。底部外面中心部未調幣。ロク Iiiよ);こff

玄 、巧~.. - 杯身 器翡： 4,4 ロ左回転。 微砂粒多含 18-1014 

N -44 10号Jj'¥ 須恵器 LI径： 9 5 内外面ロクロナテ。底部外面ヘラ切 淡青灰色 外面に自然釉薄く No.15 
140 ほは完存

玄 庄,ミ.. 杯身 各恰』：i : 3 3 り木調も包底部内面ナテ‘。 微砂粒含 付祈。 18-1015 

N -44 10号泊 泊恵器 口径： II. 7 内外血ロクロナテ‘。底部外向ヘラ切 淡訊灰色 焼血成不「良。底部外 No.16 
141 はは完存 に V」状のヘ

玄 土立： 杯身 器高： 3 6 り未調繁。底部内面一定方刷ナテe 砂粒多含 ラ記号。 18-1016 

N -44 10号項 瑣恵器 口径： 9.6 内未外調頂Iロクロナ部テ 底定部外方柏面Jヘラ切 灰色 口糸桑： :l/4 Nol 7 
142 り 繁。回底わ、 内面— ナテ~゜

玄 笠,ミ.. 杯身 器高： 3 5 ロクロ右 か。 紐砂粒多含 底部：完有 18-1018 

N -44 10号瑣 須恵器 ロ径： 9.2 内外頂Iロクロナテ。底部外面ロクロ 賠青灰色 底部外面に「―」 No2:l 
143 完府

玄 .:le ... ミ 杯身 器高： 4 1 ヘラケスリ。ロクロ左回転。 微砂粒多含 状のヘラ記号。 18-1024 

N -44 10号墳 須恵器 LI径; 8. 9 内外面ロクロナテ。底部外面ヘラ切 賠灰褐色 No.24 
144 完存

玄 _:le,ミ-_ 杯身 器高： 3 0 りのち軒いナテか。底部内頂］ナテ。 細砂知少含 18-1025 

第13-1表 10号墳出士遺物一覧(1)
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直物
出 l一．位閻 器種 Jh!¥1111/((cm) 調梓• 技法の特徴 色調・胎 L 残存 I斐 伽 ど 坪埋番号

番号

N -44 10号珀 幻’いど］器 U径： 10 7 内外廊ロクロナテ。底部外伯］ヘラケ 灰 色 'i1126 
145 スリ。底部外血中心部にヘラりJリ似 完存

玄 ド'l 杯身 器高： 3.8 残る" 帖 良 18 1027 

N -44 10号坑 泊忠器 口径： 9.6 内外廊ロクロナテ。底部外血ヘラ切 淡占灰色 ~O. 27 
146 尤存 一部分焼成不良

玄 門 杯身 謡高： 3 9 りのちナテか〉 細砂料含 18-1028 

N -44 10号瑣 ?((恵器 [I径： 9 5 内外血ロクロナテ.0 底部外!illヘラ切 淡灰色 ~1129 
147 iHよう＇じ{/:

沃 道 杯身 器閻： 3 5 り未調繁。底部I人Hfli-・定方向ナテっ 細砂料含 IH-10:io 

'.'-i -44 10号瑣 須恵器 11/fc: 9 4 内外血ロクロナテ。底部外血ヘラ切 貼灰色 外血に 1'1然釉付 ~o.30 
148 完 i1

次 道 杯身 甘~rlり： 3 2 りのちナテ。 I氏部内面一定方向ナテ・, 微砂料含 ぷ。 I~1031 

N -44 10号瑣 須必器 U径： 9 4 内外[IT]ロクロナテ。底部外iJIJヘラ切 II[¥灰色 ~1135 
149 ,J,じ, {-1: -

沃 道 杯身 器裔： J 2 りのちナテ＼底部内面一定方向ナテ 微砂杜含 18-1036 

N -44 10号Jj'( ,ruど、甘怜 口径： 9 7 内外頂iロクロナテ，，底部外向ヘラ切 II;"; I仮色 No:l7 
150 尤存
羨泊入II埋土 杯身 器閥： 3 4 り木調幣。底部内I阻一定h向ナテ＼ 微砂料含 18-1038 

N --44 10号瑣 須恵盛 u11--: 89 内外頂lロクロナテ。底部外向ヘラ切 賠灰色 ~IJ38 
151 りのち軽いナテ。底部内面ー•定方向 LI/, 点： 3/5 145の下からti¥」。 -

玄 1"1 杯身 器高： 3 3 ナテ~゜ 微砂和含 lぶー 1039 

N -44 JO号り't 須恵器 内外血ロクロナテ。底部外頂lヘラケ 斯｛灰色 ~o39 
152 Iii予： 9.6' l」争点 ： 2/5 

石宇坪十． 杯身 ズリか。 細砂料含 18-1040 

N -44 10りJ{t 須忠器 ロ径： 9 0 内外面ロクロナテ＼底部外血ヘラ切 賠灰色 悩41
153 Ifft完h

イi室埋 L 杯身 器閥： 3 2 り未凋繁。底部内1fn-一定JJ向ナテぐ 細砂粒含 18-1042 

N --44 10号培 れ忠器 内外 1(ij ロクロナテ~。底部外向ヘラ切 灰 色 邸42
154 [Ji'f::J04? u縁： l / 4 ｛尭I成ぺ＇ぺ'tiしヽ， ト

イi宇坪 J-. 杯身 りのちナデか。 微砂料含 18-104:l 

N -44 10号屈 紆いじ盟； U径： 9 8 内外頂lロクロナテ。底部外伯lロクロ 灰 色 II命吹 ： 1/2 '.'Jo.43 
155 

石室J用,-_ 杯身 器翡： 3 9 ヘラケズリ。ロクロ左[~]加、ぐ 粕 良 底部：完化 18-1044 

N -44 !O~}J{t 机忠器 内外面ロクロナテ。底部外血ヘラ切 灰 色 No14 
156 U径： 8 4' 口緑： 1/4 

石宇坪十． 杯身 り未調呼かっ 微砂粒含 rn -1045 

N -44 10号珀 須恵器 U{l':: 8.7 内外頂lロクロナテ 底部外面雑なロ 賠灰色 ~o.33 
157 鼎If釜： 9 6 クロヘラケスリ。底部中央ヘラl;/Jり 尤存

灰 iu 椀 甘芯，~\ : 5. :i 股残る。 細砂料多含 18-1034 

N -44 JO号梢 iil忠器 II径 ・86 内外血ロクロナテ 底部外血雑なロ 灰 色 I I脊求 ： 5/3 No34 
158 m,Jit: 9 4 クロヘラケズリ， 底゚部中央ヘラ切り

炊 追 椀 各晶「白j: 4 8 浪残る。 細砂和少含 m,1紆11:1/2 18-1035 

N -44 10号珀 れも器 ll{+'::104 内外侑iロクロナテ。杯底部外血ロク 賠青灰色 II糸吹 ： Jじ11 ~o.21 
159 胴径： 8 4 トイ、i¥llftf[く。

玄 9よ， ．． 高 杯 器高： 10 6? ロヘラケスリ。ロクロ右恒lも、 0 細砂料多含 社且在I¥: 9/10 18-1022 

N -44 10号梢 須も器 口径： 7 4 7 内外血ロクロナテ‘。底部外面ヘラ切 淡青灰色 内済外向に「I然釉 No.19 
160 胴径： 7 5 元存 付・ 。歪口縁部か

玄 古ヽ． ~ 器高： 8 9' りのちナテ^ 。 珊砂粒含 なりむ。 18 1020 

'.'.J -44 10号墳 須恵器 口径： 14 I 内外由lロクロナテ"m,1部ド半軒いロ 淡灰色 底部外頂1、依I)離 No.28 
161 ij[o]{怜： 15 9 口緑： :J/5 眉部沿外面に t'!0 然

戎 泊 漣 苔恰，合j: 17 5' クロヘラケズリ C ロクロ打回転。 砂料多含 釉付 。 18-1029 

N -44 10号瑣 ;j'(見］且i U径： 7 2 内外面ロクロナテ、外曲の-・部ロク 戊灰色 11糸家 ： 2/5 肩部外頂iに目然 No.36 
162 !!alや苓 ： 15. 9 

沃 泊 拉井1¥ 器閻．・ 21.9 ロヘラケスリ。ロクロ布[n]転。 砂粒多含 月[a]音11:、Jし{/: 釉付杓。 18-1037 

第13-2表 10号培出上逍物一覧(2)

直物
tt: i. f立；紅 器帥 備 Y; ・ 

取上番号

番号 祁理番号

遺物 /!¥ t. j守沿! 器仲 備 名
取 l番号

番号 棺理番号

163 
N -44 10>J-li1 

鉄 J] 刀存身部/', 鉄製 No. 8 

玄ギ 残長12!cm 18-1008 
168 
N -44 10サ梢

鉄鎌 関残在11-生部
鉄製

ィi屯埋土 存長 61cm 18-1051 

164 
t,; -44 10り-lf¥

J) f 鋒部分欠損 鉄製 No. 7 

玄宇 残竹長156cm 18-1007 
169 
N -44 10号培

鉄鈍
頸部～茎部 鉄製

石室埋土 残存長：l. 9cm 18-1053 

165 
I¥ -44 10りtj'f JJ r 刀身部片 鉄製 ..... -... 
1i'iU用I: 残存長 52cm 18-1050 

170 
N -44 10号瑣

耳環
ほぼ元存 銅芯金張 Nol8 

玄至 扶径27cm頂I径25cm 18-1019 

166 
N~44 10号墳

鉄鎌
一部欠損 欽装

イi弓：土用j・ 全長 73cm ]8~1052 
171 N -玄44 10室号瑣 耳環

は1ま元存 銅、芯金張 No.25 

t-d斧2.6cm、知径25cm 18-1026 

167 
N -44 10号墳

鉄鎌
茎部欠損 鉄製 No.22 

玄室 残在長 46cm 18-1023 

第13-3表 10号墳出土遺物一覧(3)

-55-



境の稜は全く失われており、天井部にロクロヘラケ

ズリか認められるものはない。 126と129、130と

131はそれぞれ、胎士や焼成かきわめて類似してい

る。また、 127の口緑端部片が須恵器杯盈 (133)

の受部に付済していることから、 127 と133とが同

： 

.,n ""'.:J : 

163 I''・,m;i I l 『.
': ： ' 168 
ツ

10cm 

第38-2図 10号培出土遺物実測図 (1: 2) 

134 

137 

時に焼成されたことかわかる。なお、図化不能の須

恵器杯盈片か石室埋土からもう 1点出土している。

この杯悩も 126-131 と類似した形態をもつもので

ある。

須恵器杯身 (132-156) 132 -142は玄室中央

部、 143- 146・151は玄門近く、 147-149は羨

道後半部、 150は羨道入口埋土、 152-156は石室

坪土出土である。いずれも口径が10cm前後のもので、

たちあかりは知く、かなり内傾している。これらは

胎土や底部外面の調整方法などから、 A類 ・B類の

2つの類に大苔く分けることが可能である。 A類は

135・138・139・143・145・146・152・155 

である。底部外面にはロクロヘラケズリが施されて

いるか、ロクロヘラケスリの範囲はヘラ切り痕を消

すための必要最小限にとどめられており、中心部分

にヘラ切り痕かわずかに残るものもある。ロクロの

回転方向は不明なものもあるか、判明しているもの

は全て左回転である。器高は 4cm前後で、口径に比し

てやや高い感じを受ける。胎土はきめか細かい。玄

室中央部、玄門近くからは出土しているか、茨道後

半部の杯身には含まれていない。 B類はA類以外の

杯身である。底部外曲はヘラ切り未調撃あるいはヘ

ラ切りのち軽いナデで、全体に雑な作りである。ロ

第39図 10号墳出土須恵器ヘラ記号拓影 (1: 2) 
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クロの回転方向は不明なものか多いか、判明してい

るものは右回転である。器翡は 3.0cm~3. 5cm程で、

A類より低い。胎tは砂粒を含み、柑い。 10号梢出

十．の杯身にはヘラ記号か認められるものか 6個体あ

る。 134・136・141には底部外面の中央付近から

外側に向かって 2本の直線か「V」状（松葉状と表

現すべぎか）に施されている。この 3個体は B類に

属し、 B類の中でも特に類似点か多いことから製作

者か詞じと名えてよさそうである。 137・143には

底部外面の中央部を横切るように「一」状の直線か

施されているか、 137はB類、 143はA類であるこ

とから同じ製作者によるものとは名え難い。

須恵器椀 (157・158) いすれも羨道後半部から

出土した。底部外面にはロクロヘラケズリか施され

ているか、中心部分にはヘラ切り痕か残る。

須恵器高杯 (159) 玄室前半部の左側舷近くで出

土した小却の長脚無盗高杯である。脚部には透かし

か無し‘。

須恵器賤 (160・161) 160は玄室前半部から出

上した小邸の胞である。底部は丸底で苓部は細く締

まり、口縁部径はijliij部径とはは同じである。底部外

面にはヘラケズリか認められない。 161は羨道後半

部出士のきわめて大製の胞である。平底に近い丸底

であるか、外面か剥離している。この剥離はおそら

く焼成時のものであろう。珀部は細く締まり、 tJ緑

部は直線的に大きく開いている。 ijlnj部の最大径部外

面には櫛状工具による刺突文か施されているか、不

明瞭である。

須恵器提瓶 (162) 羨道前半部の右側隈近くで出

土した。胴部は球形に近くなり、眉部の把手は全く

認められない。底部外面の一部に木目痕かみられる

かこれは叩き Hではなく、板状の台に沼いた時に付

いたものと思われる。

鉄刀 (163) 玄室中央部出士の刀身部残片で、））

子とした 164とtなって出土した。 163 も刀＋とす

べきかもしれない。残存長12.1cm、J)身部の最大l伽

1.6cm、t東叫苗 0. 3cm -0 . 4cmを測る。

刀子 (164・165) 164は玄室中央部出土の大邸

の刀fで、鋒部分を欠損している。残存長15.6cm、

刀身部最大輻 2.0cm、棟幅約 0.5cm、茎部は長さか

4.4cm、最大幅 1.4cmを測り、木質が付済している。

- 57-

165は石辛埋J叶＾出士の鋒部分の残片である。残{i:長

5.2 cm、最大輻 1.2cm、棟伽約 0.2cmで、 164 と同

一個体である可能性も名えられる。

鉄鏃 (166-169) 167は玄室加*部、 166・168

・169は石室埋土出土である。 166・167は平面形か

逆台形状の鍬身部をもつ力.叫式の有茎鍬である。

166は全長 7.3cm、鏃身部は長さ 3.4cm、最大幅か

2.9cm、苓部は断面か長方形で、長さ3.9cm、関部近

くの幅 0.8cm、原さ 0.4cmを測る。苓部には薄く木

質か付析している。 167は残存に 4.6cmで、茎部の

はとんどか欠祖している。鍬身部は長さ3.6cm、最大

輻 2.7cm、苓部は断面か長方形で、関部近くの幅

0.5 cm、厚さ 0.3cmを測る。 168は欠損部分か多く、

全体の形態はよくわからない。残存長は 6.lcm、苓

部は断面か長}j形で、関部近くの幅 0.8cm、厚さ

0. 4cmを測る。 169は長頚鍬の珀部から苓部にかけて

の残片で、残存長 3.9cmを測る。

耳環 (170・171) 170は玄室前半部の布測収近

く、 171は玄室前半部の左側壁近くで出十した。 2

個体とも銅芯金張のもので、金箔の残りは良い。

170は長径 2.7cm、短径 2.5cm、重さ 14.5 g、171は

長径 2.6cm、短径 2.5cm、重さ 11.8gを；！！りる。 しヽす

れも断面はかなり柏円形で、長径 0.8cm、知径 0.5

cmである。

11. 11号墳

A. 墳形

11号瑣は10号瑣の東側に隣接して検出された小規

校な円瑣である。西裾の周溝は10号珀と共打してい

るように見えるか、攪乱を受けており、確かなこと

は不明である。北裾の周溝は底部分か攪乱を受けて

いるか、比較的残りか良く、輻約 1mを測る。東裾

では周溝か検出されず、南裾は庄により、完全に失

われている。周溝内側の下端のカーブから復lじした

閉丘規校は径約10mとなる。

B. 主体部

坑丘の中心からやや北西方向にすれた位附で、長

方形のt見か検出された。この土J加の規校は、 卜姑i

では長辺約 2.6m、短辺約 1.1m、下端では長辺約

2.3m、短辺 0.7m-0.8mで、深さは 0.3m-0.4

mである。長軸方向は N 42°Eとなる。 t琺の周囲
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物
号
逍
番
出上位置 I器神 pf-;l!ljj1/1・（ぐm) 調繁• 技法の特徴 色調・胎上 残存度 備名

取上番号-----------
繁理番号

172 I Nーエ贔号培 1位言 11塁 ~:~I 翌匹i 汀:~嘉勺髯 I 貸米，多喜 I 閾信 ¼~1It尭成不良
第14表 11号棺出土遺物一覧

No. 1 
-----------

18-1101 

には盗掘坑と思われる溝状の攪乱痕跡かみられる。

土見の東りや近くで、 I木面から 0.3m利冷いた状態で

はは完形の須恵器杯身か 1個体出士した。この土坑

は木棺を直作した菜坑であろうと思われる。

C. 遺物

11号梢を検出する過程て土帥器の細片や須恵器杯

協・杯身・椀の破片か数片出：卜したか、 11号墳に伴

う遺物とは断定できなかった。 11号瑣の遺物と断定

てきるものは俵拡出上の須忠器杯身の 1個体のみで

ある。

須恵器杯身 (172) はぼ完形てあるか、焼成不良

のためLJ緑端部はかなり磨滅している。底部外面は

左但l匝のロクロで2回肱程ヘラケズリか施され、ヘ

ラ切り痕は見られない。胎土はやや粗いが、全体の

形態や底部外面の調坪技法は10号瑣の杯身A類に類

似する。

12. 12号墳

A. 墳形

11号泊の西方約40mで横穴式石室の残骸か検出さ

れた。この横穴式石奎の位置から推定すると閉丘の

範囲は調任区外の北側にものびるか、調在に内では

瑣丘や周溝は全く確認できなかった。

B. 主体部

横穴式石室の石材か10数個検出されたか、原位附

を保っていたのは右側欧の 2個と左側附の 2個のみ

で、石材抜き取り批も検出で苔なかった。 :fi材の大

きさは、横幅 0.7m-lm、高さ 0.4m- 0. 9mと

大ぎい。他の古坑の石宇の規校を参考にすると、こ

の部分は玄宇で、玄宇輻 1.2mの横穴式石宅か愁定

でぎる。石材の並びと地形から判断すると、石宇の

主軸方向は N 1°Wで、ほは真南に開口していたと

息われる。

C. 遺物

石材の周囲からは中世の土器も出土している。 12

号墳に伴うと名えられるものは器形不明の須恵器片

1 点、須恵器枠盈 (173) 、 t帥器ぇ~~(174) の 3

、点のみてある。

須恵器杯蓋 (173) 玄室内と思われる位附で出L

した。内面のかえりは知く、口縁部より外へは出な

い。天井部には擬宝珠様のつまみが付くと思われる

か、欠損している。

土師器甕 (174) 玄字内と思われる位憤て出土し

た。胴部外面のハケは明瞭であるか、内曲のヨコハ

ケは軒くナデ消されている。口緑端部は上方へ小さ

くつまみ卜＾げられている。

中世の土器 (175- 177) いすれも1i材の周囲か

ら出土したものてある。 175は士帥器皿で、器限か

原く、ヨコナテはしっかりと幅広く施されている。

176は山茶椀で、口緑部は欠損しているか、灰釉の

~58-



oo 
52.20m 

A- 52.20m 

52.00m 

10 m 

A
 

B
 

<(! 

＇ 
E
 o
o
 
e, 

J:,,. 

@ 
I)> 
＇ 

心口B一
2 m 

第43図 12号墳石辛実測図 (1: 50) 

- 59-



~~ 一三
173 ~ ＼ 

）-===r ,,,, 
174 

゜
r-ゴ 'I - -

互cm
第44図 12号泊出土逍物実測図 (1: 4) 

直物 出 -j jり沼 器秤 ,,U!1JW (cm) 調坪• 技法の特徴 色調・胎t 残介度 備名
取 L番号

番号
--------------

坪坪番号

1-1-8 12号梢 瑣忠器
ロ径： 7. 9 ? 

内外面ロクロナテ。人井部外 灰色
口糸攻： 1/5 173 れ ー9全』, 杯 盗 面ロクロヘラケズリ。 微砂粒含 18-1201 

G-8 12号梢 士師器
l]径： 15. 0 ? 

U緑部内外面ヨコナテ‘。 ij[,j部 戊貨棺色
口緑： 1/6 174 

石令ミ内 名武h 外面タテハケ、内血ヨコハケ。 微砂粒含 18-1202 

G-8 12号瑣 士師器 U径： 14.9 口緑部内外面ヨコナテ。底部 戊黄橙色175 
器高： 3 .1 

内面ナデ、外面指オサエのち
砂粒含
u緑： 2/5 --------.. -.. 

皿 ナデか。 18-1204 

灰釉のふけH-8 12号柑 陶器 淡灰色176 台径: 6.8 内外血ロクロナテ。 高台：完存 担けかo忍め ---------ぃ ,4,ミ, 
山茶碗 微砂粒含 られる。 18-1205 

177 
H-8 12号瑣 土師諾

ロ径： 23 0 口緑部内外面ヨコナテ。
戊訊橙色

LJ緑： 1/6 
内外頂I煤付

砂粋含 祈。
---------

鍋

第15~ 12号坑出土遺物一覧

漬け掛けか認められる。 177は土師器鍋で、口縁端

部は丸く折り返されている。これらは平安時代末策

のものである。

13. 13号墳

A. 墳形

13号珀は12号墳の石*から束方へ約25mで検出さ

れた。周溝は削平やf覺乱で極めて不明瞭てあるか、

主体部である横穴式石室の西方約 7mにある輻広い

溝と東方約 7mにあるピゾト状の 2つの浅い溝が周

溝の一部と考えられる。南裾では周溝らしきものは

検出でぎす、北側は調在区外となるため確認できな

かった。墳形は円墳と思われ、東西径は15m程度と

なる。

B. 主体部

主体部は横穴式石室てあるか、石材は全て抜ぎ取

られている。宰い、石材抜き取り痕と石杢掘形が比

較的良好な状態で検出されたことから、石室の形態

や規校かある程度復元叶能である。

石室は主軸を N43°Wにとり、南西に開口した右

~60~ 

18-1203 

片袖のものである。奥欧部分の石材抜き取り脱より

約 5mにある右側壁の石材抜き取り痕を袖石とする

と、玄宇の規校は長さ約 5m、輻 l.3m-1.4mと

なる。袖部分から南にある 2列の石材抜ぎ取り痕は

羨道側壁のものと思われることから、羨道の規校は

長さ 2.2m、輻 1m程度となる。石奎全長は 7.2m

である。羨道入口の中央に位償する 1つの抜き取り

痕については、石室入口に意図的に設けた施設や閉

塞石の痕跡とも考えられるか、単に落石によるもの

かもしれない。この石より南の掘形輻は0.6m-0.7

mと狭くなる。この部分は皐道であろう。

復元した石室の形態は細長い玄室と短い羨道をも

ち、さらに狭い雌道か付くものとなる。これは、 7

号墳.8号墳と類似した形態である。

C. 遺物

出土遺物には土師器椀 2. 甕 l、須恵器杯曲 1

杯身 1. 高杯 1. 知頚壺 1、刀子 2、鉄鏃 2、鍔 1、

耳環 2、切子土 1かある。

土師器椀 (178・179) 178はイi室埋士、 179は

羨道付近から出土した。 178は小片のため法贔は不
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確定であるか、 179 と10号培出七の土師器椀とを比

べると、 179の方か口径、器高ともかなり大きい。

土師器甕 (180) 西側の周溝内から、破砕された

状態で出土した長胴の甕である。

須恵器杯蓋 (181) 石室埋土出土である。口径、

器高とも大きいか、天井部外面はヘラ切り未調整で

ある。

須恵器杯身 (182) 羨道部出土である。口径に比

べて器高かかなり低い。立ち上かりは知く、内傾し

ている。底部外面にはロクロヘラケズリか施されて

いるか雑である。

須恵器高杯 (183) 嬰壁近くから出土した。脚部

のみであるため、裔杯であると断定することはでき

ない。つくりは粗雑な感じを受ける。

須恵器短頸壺 (184) 石室埋土出土である。肩部

には一条の沈線か施され、胴部下半はロクロヘラヶ

ズリて什：じげられている。肩部外血には別個体のロ

緑端部片か付着していることから晶状の土器を被せ

て焼成したことかわかる。器陪表面には黒色粒fの

吹苔出しか多く見られる。

刀子 (185) 関収近くから出tした鉄製刀fの鋒

部分てある。残存長 4.9cm、残存最大輻 1.5cm、棟

輻 0.4cmを測る。他に、石雀坪土から平棟平造のJJ

身部の残片が 2片出土している。そのうちの 1片は

刀身部の中央付近で、残存長3.4cm、刀身部幅1.7cm、

棟幅0.3cmを測る。もう 1片は鋒付近で、残存長3.2

cm、最大幅1.6cm、棟輻0.3cmを測る。この 2片は同

一個体のものと思われる。

鉄鏃 石室埋士から、鏃身部片と頸部片か 1,'ばすつ

出土している。この 2点は同一個体のものかどうか

は不明である。鏃身部片は柳葉形の鏃身部をもつ長

頸鏃のものと思われる。鐵身部の断面は片丸造て、
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第47図 13号泊出上逍物実測図 (178-184=1 : 4、185-189=1 : 2) 

直物 取 1番サ
//: !・iり；i'i 器神 ,J,!!1Jf1/((cm) 調坪• 技法の牡徴 色』・II/;卜 銭 {/:I文 仙 名

,_ 

番り ': げ＇「番 ',J

F-17 Uり・/{¥ 」．帥器 内血ナテ~ 外忙II指オサエか。 11緑部 戊柏色
178 I iff: 12 0 7 II糸1-: 1/4 }:c1(雌I]雌進む
ィi1U'l1.t・. 例 内外廿iiヨコナテ‘、 9 砂料多含 rn-i:m1 

G-17 J31JJj'¥ I一師器 口斧： 13 0 仏Jriliナテ 外1/ii指オサエ。 11z. ぷ船[I、1 淡杓色
179 Iiiよ';し{/: ト—

ふ 直 椀 器,:』:j： 5 3 外血ヨコナテ` 。 砂料多含 rn 1:111ど

E -l(i J:l-¥-Jjj'¥ i. 師器 II/径： 17. 7 7 11緑部内外伯lヨコナテ m,,1,11, 外廿I]ナ 戊貨杓色 11緑.1/3 
180 J:c,1(11依I]雌進む， ト—

l,';j 溝 恨~ 胴径： 22 4' ナメハケ、内頂l指オサエのもナテ 砂和含 ij[,j乳I¥: 1/4 l呂ー J:ll:!

F-17 J:l号瑣 灯l也器 11/f: l:l :l 内外血ロクロナテ｀。犬J卜部外l化ヘラ 灰 色
181 II角ぶ ： :l/4 

イ,+.J'l'i. 杯益 怜恰忙/j: 4 5 切り木』恥各， 砂料多含 18--J:lll:l 

F -18 13 IJ-Jj'¥ 瑣も盛 Ll 11: : Ll 3' [AJ外血ロクロナテ、 C 底部外1/11ロクロ 灰 色
182 II奇¥:1,14 

；灰 逍 杯身 甘：)"伍：j : 3 6' ヘラケスリ、内1/iiナテ C 砂和多含 18 1:,()4 

F -17 J:l-¥-J-Jj'¥ 俎屯岱 杯］外血ロクロナテ＼ 灰 色
183 礼片/1::11 4' )l,;;}[, : Ji j 

玄 立,9 .. 閻杯 微砂和含 18 l:lOli 

F -17 13り-lfi 紅'(!どr,,'/. I Jff: 7 6 内外1Mロクロナテ0 111,il部外佃Iく'Jcロ 灰 色 l」奇改 ： :l/4 Iii部外血に ，Pね燒
184 肌,J/f:: 14 1 IJl,j打I¥: 7;8 

イ］各：）用 L j:,,1_j'(1布 器高： 8 7 クロヘラケスリ。ロクロ布[111的、 J 細砂和含 底部：元存 きの似跡あり rn -J:lOS 

第16-1表 13号J:代出土遺物一屁 (1)

成物 取」・番号
出」・. l立附 器種 備i 名

番り 内各理番号

G-17 J:l¥Jt{i 刀身部/', 鉄製
185 I) ( 

ダ曳11Li1.9cm イi宇J1l'i. J8-l:l08 

G -17 J:l IJ Jfi iii よ~完{{ 鉄製
186 鍔

長径69cm、知径57cm 11宇J'l'i 18-l'.107 

C-17 J31J→ J{t 鉗dti放しい Jlla]心のみ
187 且 f悶

径 25机＇度石京）用,-_ 18--1309 

G-17 13号墳
且環

Iiiより旦ff fl•L じ、全H りl,
188 

長径33cm、知径3,0cmh宇J'l'.J-. 18-1310 

追物 取［番り
:H lー イ立 ；悦 器 H 価 y. ' 

番号 i: 紅叩番り

G-17 1:lり柏 元存 水晶製
189 切 fl、.

石字坪十 高さ I8cm lぶ J:lll

H -17 13り・Jj'¥ 鎌身部）＼ 飲製

イi主坪 j
鉄 i祝

りUd<2 9cm rn -J:JJ:J 

H -17 13-;J-lft 
JJ f 

J)身部I',2 l'i Jj、製

ィi宇坪i. 1/1'Md、4cmと:l2c m 18-J:ll4 

H -17 13号!{i }(I部）： 斜、製

11宇vr」.
似鈍

ダHfU: 11 :i, m 18--J:ll5 

第16-2表 13号墳出土遺物一覧(2)
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残存長 2.9cm、最大幅 1.2cmを測る。頸部片も長頚

鏃のものご‘、残存長11.3cm、断面は方形で幅 0.6cm、

厚さ 0.4cmを測る。

鍔 (186) 奥除近くから出土した倒卵形の鉄製鍔

で、台形の透しを 6個もつ。象嵌は認められない。

長径 6.9cm、知径 5.7cm、厚さ 0. 3cm -0 . 5 cmを測

る。中央孔も倒卵形て、長径 2.8cm、知径 2.1cmを

測る。

耳環 (187・188) いずれも石玉坪土出土のもの

て、銅芯である。 188はやや怜円形で、長径3.3cm、

知径 3.0cmを測り、断面は 0.9cmの円形である。重

さは29.2gとかなり重い。銀かこく一部にかすかに

認められ、銀張と考えられる。銅芯の残りは良い方

であるが、部分的に錆化か進んでいる。 187 も 188

と同杵度の大きさのものであったのてあろうか、現

府では径 2.5cm、断面の径 0.3cmの針金状の銅芯の

みとなっている。

切子王 (189) 開倍近くから出土した水品製のも

ので、 6角に面取りしてある。高さは 1.8cmで、上

端と下端の幅は 0.9cm、中央付近の最大輻は 1.4cm

を測る。穿孔は一方向からである。

4 . その他の遺構と遺物

1. 遺構

SXI 昭和61年度の調査区で検出された性格不明

の周溝で、 12号瑣と 13号墳とのほぱ中間に位四する。

ー
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~-~-------------------一-------

A
 

53.00m 
10 m 

溝ー
↓

周x
 
s
 

B
 

溝周|
↓
 

x
 
s
 

53.00m 

第48図 S X 1地形測鼠図 (1: 200) 
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幅 0.8m-1.5m、深さ 5cm-20cmの周溝か、南側

を除く 3方に巡り、北辺には陸橋部も認められる。

周溝で囲まれた台状部の規模は東西約10.5mである

か、南北は 5m程度か検出されたのみである。

遺物は全く出土しなかった。

2 . 遺物③

木葉形尖頭器 (190) 10号墳の石宇掘形の埋土か

ら出tした。輻広の剥片を索材とするもので、石質

はチャートである。長さ 8.4cm、輻 3.6cm、原さ1.0

cm、ボさ31.4gを測る。〔丸各理番号18-1401〕

縦長剥片 (191) 第一次調在のG18試掘坑から出

tした。この試掘坑は 6号瑣の南約30mに位阻する。

角礫を素材とするもので、石質は硬質貞岩と思われ

る。長さ 5.3cm、輻 1.7cm、原さ 1.1cm、重さ 6.4

gを抑lる。［坪理番号18-1402〕

磨製石斧 (192) 昭和60年度調介［えの北西方向に

ある牒道で表採したものである。刃部は欠損してい

る。残存部の叶測値は、長さ 9.8cm、幅 5.lcm、「9:

さ 2.9cm、爪さ 239.4 gで、石質は、細粒砂岩と思

われる。〔繁理番号18-1403〕

石鏃 (193・194) いずれも昭和61年度調介区の

北側に隣接する畑で表採したサヌカイト製のもので

ある。 193は逆刺の一方か欠損しており、刃部の一

片にはタール状のものが付着している。残存部の計

測値は、長さ 3.0cm、幅 1.8cm、原さ 0.4cm、重さ

1.4 gである。 194は刃部先端か欠損している。残

存部の計測値は、長さ 3.2cm、幅 2.lcm、原さ 0.6

cm、爪さ 2.7gである。〔整理番号193=18-1404、

194=18-1405〕

縄文土器 (195・196) いずれも深鉢の口緑部）＼＾

である。 195は昭和60年度調介区の西半部で出土し

た木II製の無文土器で、外面は［寧にナデつけられて

おり、内面には貝殻条痕か認められる。色調は褐色

で、胎土には径 1mm以下の細砂粒を多く含む。縄文

時代の後期あるいは晩期のものであろう。 196は4

号瑣の.tftu盛土から出十．した突幣文t器である。ロ

緑端部から約 1.5cmドかった外面に低い桑文の突幣

かつき、内外面には横方向のナテか施されている。

色調は明褐色で、胎土には径 1mm以ドの細砂料を多

く含む。縄文時代の晩期末築のものであろう。 〔坪

理番号 195=18-1407、 196= 18-140幻

5 . 結

1 • はじめに

今加］の発掘調在では、丘陵斜面に連続するように

染かれた13梢の古瑣か検出された。これらの古墳は

後世の削平を強く受けていたため、調代前の地表面

観察ではその存在を窺い知ることかできなかったも

のである。周囲の地形や検出された占墳の並びから、

調介区外にもまだ相当数の古瑣か存在していること

は充分に予想されるか、現時点では坦内山古墳群の

広かりを知ることはきわめて困難である。

こういう状況の中ではあるか、各古墳の出土遺物

や主体部構造などを比較しなから、坦内田古墳群に

ついて約＋の検討をすることで結語としたい。

2 • 出土遺物

今回の調在では、古墳時代の遺物の他に石器・縄

文土器・中世土器などか出上している。それらの中

吾
11

―-n 

でも、 4号墳の石室埋tから完形に近い状態で比較

的多く出十．した中冊の土器は石室の再利用の可能性

も名えられて判味深いか、今回は古墳時代の遺物、

それも、占瑣の主体部あるいは周溝の中から出土し

たものに限ってみていくことにする。

(1) 土器

土器は古瑣の築造年代を知る重要な逍物であるか、

横穴式石本ではしばしば追作か行われているため、

数点の土器のみで古瑣の築造年代を決定することは

危険を伴う。坦内田古墳群においても、土器を比較的

多く出土した古墳でも原位罹の復几や追作の回数を

知ることか困難であることから、土器から各占泊の

築造時期を決める作業は慎重に進めなければならな

い。しかし、ここでは、そういうことを承知しなか

らも、出土土器から知られる年代をもとに垣内田古

墳群の流れをつかんでみることにする。

土器の中で、型式編年か最もよく進んでいるのは
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須恵器蓋杯であるので、これを中心にして各古墳の

時期を検討してみたい。なお、須恵器の編年は中村
④ 

浩氏の須恵器編年を用いる。

垣内田古墳群の中で比較的古い要素をもつ蓋杯を

出土する古墳としては、 7号墳.8号墳 ・13号墳か

あげられる。これらの古墳出土の蓋杯は口径が大き

く、外面中央部までヘラケズリか施されているもの

かあるか、杯蓋の外面に口緑部と天井部との境の稜

か認められず、杯蓋．杯身の外面にヘラ切り痕か残

るものも含まれている。こういう特徴は中村編年の

II刑式4段階-II型式 5段階 (6世紀後半-7世紀

初頭）のもので、 13号墳出土の土師器甕 (180)の

時期もこれと矛盾しない。 7号墳出土の蓋杯は、杯

蓋 (83・84)の口径が15cm近く、杯身 (85-87)の

ロ径か13cm前後と垣内田古墳群出土の蓋杯の中では

最も大きく、外面のヘラケズリも最も丁寧で、垣内

田古墳群中では最も古手の蓋杯である。奥壁近くか

ら出上した環状の把手をもつ提瓶 (88) も古手で、

II芍'l式3段階 (6冊紀中頃～後半）にさかのはりう

る。これらのことから 7号墳の築造時期は 3基の中で

最も古い 6世紀後半と考えたい。なお、 8号墳の石

室埋土からはII型式 6段階のものと考えられる口径

か小さい杯蓋 (96) ・杯身 (101) も出土している

ことから、 7但紀前半にも追葬か行われたらしい。

2号墳.3号墳.5号墳.6号墳・ 10号墳.11号

墳出土の蓋杯は、口径か10cm前後ときわめて小さい。

杯蓋の口縁端部は丸くおさまり、口緑部と天井部と

の境の稜は全く認められない。杯身の底部外面はヘ

ラ切り未調整のものか多く、ヘラケズリか施されて

いるものも中心部にはヘラ切り痕か残っている。こ

れらの特徴はII型式 6段階のものである。中村編年

のII型式 6段階は、杯身と杯蓋との形態か逆転する

III型式 l段階と同じ時期で、 7世紀前半～中頃のも

のとされているか、これらの古墳ではIII邸式 l段階

の蓋杯か全くみられないことから、時期を 7世紀前

半にしぼってよいと思われる。

10号墳からは25個体の杯身か出土した。これらの

杯身は、平均の器高か4cm前後とやや高めで底部外

面にロクロヘラケズリか施されている A類と、平均

器高約 3.5cmで底部外面はヘラ切り未調整のB類と

に分けられる。 A類と B類とは形態や調整方法か異
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なるばかりでなく、胎土も明らかに異なっているか、

この 2者は石室内の敷石直上で混在して出土してい

ることから時期的な差ではなく、生産地の違いと思

われる。なお、 11号墳墓拡内出土の杯身 (172)は

10号墳のA類ときわめて類似している。

3号墳と 10号墳はともにII型式 6段階に位岡づけ

られる蓋杯を出土しているか、それぞれの古墳から

出土している迎および高杯をくらべてみると、いず

れも 10号墳より 3号墳の方か古い感じを受ける。特

に、 3号墳出土の高杯 (22・23)はII刑式 5段階に

相当するものである。蓋杯の平均口径でも 3号墳の

場合は12cmを超え、 II型式 6段階の時期とした古墳

出土の中では最も大きい。このように、 3号墳出土

の土器は全体に 7世紀前半でも古い時期に、 10号瑣

出土の土器は新しい時期に位罹づけられそうである。

4号墳からは蓋杯か出土していないか、迎 (51)

は3号墳出上のものに類似している。また須忠器椀

(48-50)は10号墳出上のもの (157・158) とく

らべてひとまわり大きく、作りも丁寧である。これ

らのことから 4号墳出土の上器は10号墳出土のもの

よりやや古く、 3号墳とはは同時期と考えてよさそ

うである。

6号墳からは杯身の出上はなく、杯蓋のみか6個

体出土している。これらの形態はきわめて特徴的で、

互いに良く似ていることから、土器の時期をある程

度限定して考えてもよさそうである。高杯をみると

78の透かしはこの段階によくみられる形骸化したも

のであるか、 79・80の透かしは細いなからも方形に

あけられている。 6号墳の時期を 3号墳と 10号墳の

間に置くのは限定しすぎであろうか。

12号墳出土の杯蓋 (173)は内面にかえりのある

もので、かえりの長さから判断すると、 III型式 2段

階 (7世紀中頃）に相当する。これは、垣内田古墳

群出土の須恵器の中では最も新しい時期に位閻づけ

られるものである。同じく 12号墳石室出土の土師器

甕 (174)の年代も杯蓋とは矛盾しない。しかし、

12号墳は石室の遺存度かきわめて悪く、出土土器の

点数もわずかであるので、 7世紀中頃という時期は

築造時期なのか追葬時期なのかはよくわからない。

出土土器からみた時期によって各古墳をならべて

みると、 6世紀後半=7号墳、 6世紀後半～末=8



号墳 ・13号墳、 7世紀初頭～前半=2号墳.3号墳

. 4号墳.5号墳.6号墳、 7世紀前半=10号墳・

11号墳となる。 12号墳は 7世紀中頃に築造あるいは

追葬か行われたと思われる。

(2) 鉄鏃

鉄鏃は 1号墳.3号墳.4号墳.7号墳.8号墳

・10号墳 ・13号墳の 7基の古墳から 2個体-6個体

ずつ出土している。

各古墳出土の鉄鏃には長頸鏃あるいは長頸鏃のも

のと思われる頸部片が含まれているが、 7号墳から

は長頸鏃は出土していない。長頸鏃の頸部には遺存

度か悪いためか棘関をもつものは認められない。長

頚鏃の鏃身部か出土しているのは 3号墳.4号墳の

みで (33-36・63)、それらは三角形の鏃身部をも

つ33を除いて全て鏃身関部か不明瞭な細身の竪箭式

とよばれるものまたはそれに近いものである。

広根系の鏃身部か出土しているのは 1号墳.4号

墳.7号墳 ・10号墳で、逆刺をもつものはない。大

きさは小型のものか多いか 1号墳出土のものはやや

大刑である。 4号墳と 10号墳とからは方頭形の鏃身

部をもつものが2個体ずつ出土している。

これらの鉄鏃の時期は、土器からみた各古墳の時

期と矛盾していない。土器の出土がない 1号墳につ

いても、長頸鏃が出土していることから他の古墳が

築かれた時期範囲の中に収めてもよいと思われる。

(3) 鉄刀

鉄刀は 1号墳.3号墳.8号墳・ 10号墳、鉄刀の

鍔は 1号墳.7号墳.8号墳・ 13号墳から出土して

おり、計6基の古墳で鉄刀の副葬が認められる。

3号墳の石室からは鉄刀 (30) とともに銀象嵌が

施された鉄製の円頭柄頭金具 (31) と鞘尻金具(32)

とか出土している。象嵌刀装具を出土した古墳とし

ては、垣内田 3号墳は県内で7例目となる。円頭柄

頭金具に限ってみてみると、上野市大池古墳、大山

田村前山古墳に次いで 3例目で、伊勢国の範囲では

杓JJ1列となる。
⑤ 

西山要ー氏作成の集成表によると、象嵌文様のあ

る円頭柄頭金具を出土した遺跡の大部分は径10数m

から30m程度の規模の古墳で、その年代も 6世紀後

半から 7世紀前半の間に限られているようである。

3号墳は直径14mの円墳で、出土土器からみた時期
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は7世紀前半であることから、象嵌文様のある円頭

柄頭金具を出土した古墳の一般的な例にあてはまる。

3号墳出土の柄頭金具 (31)には丁寧な火烙状文と

渦文が施されており、文様の省略化は進んでいない。

丁寧な文様をもつ円頭柄頭金具の多くは 6世紀後半

から末ごろのものであることから、 3号墳の場合も

7世紀初頭あたりの時期を考えてもよさそうである。

これは土器からみた 3号墳の時期と一致する。
⑥ 

新納泉氏によると、装飾付大刀を出土する小規模

な古墳について、 「群集墳ではその中心的な古墳で

あることが多い。そしてその分布の密度は、ふつう

ー郡に数基程度であり、 10基をこえるような地域は

少ない。」としている。垣内田 3号墳の場合は墳丘規

模、玄室床面積等それほど際立った大きさをもって

いるわけではないか、共伴遺物に馬具や銀製空玉な

ど他の古墳にみられないものかある（ただし、これ

らの遺物は全てが装飾付大刀と同時期に副葬された

とは限らない）点で、垣内田古墳群中では特殊であ

るといえる。

2 . 主体部

(1) 横穴式石室

垣内田古墳群では、検出された13基の古墳の中で

11基が横穴式石室を主体部とする。この11基の横穴

式石室は、形態の特徴から大きく Aタイプ ・Bタイ

プ・ Cタイプの 3つのタイプに分けることができる。

ただし、 12号墳については石室の破壊があまりにも

激しいためよくわからない。

Aタイプの石室としたのは 7号墳.8号墳・ 13号

墳の石室である。玄室の幅は l.lm-1.4mでBタ

イプと変わらないが、長さが 4.3m-5mと、玄室

の平面形はかなり細長いものとなる。その一方、羨

道はきわめて短く、 8号墳 ・13号墳では 2m程度、

7号墳ではその存在すら疑われる程度である。また、

羨道から墳丘外に向かって墓道と思われる幅の狭い

素掘りの溝かのびていることも共通している。 8号

墳 ・13号墳は石室の石材が全く残っていないが、か

ろうじて残っている 7号墳の基底石をみると奥壁部

分を含めて全て横置きで、長さ40cm-50cm、高さ30

cm-40cmと、 1号墳-6号墳より小さめの石材を使

用している。 3基とも右片袖と思われるが、小規模



な袖で不明瞭である。しかし、石室掘形は明瞭な右

片袖状を示している。

羨道部か未発達で、羨道部の全面に簗道もしくは

墓道状の溝かみられるという Aタイプの石室の特徴
⑦ 

は、初期横穴式石室の特徴に通じるところかある。

初期横穴式石室の特徴としては、他に玄室部床面と

羨道部床面との段差、枢石の存在、羨道内の閉塞な

どかあげられるか、垣内田古墳群の場合は石室の残

りか悪く、石室床面においても検出か困難であった

ため、それらの特徴かどの程度存在していたのか不

明である。ただし、 7号墳の玄門部にある横長の石

を拒石の形骸化したものと考えることはできる。

垣内田古墳群の周囲にある占い時期の石室をみる
⑧ 

と、 6世紀前半の瑞巌寺6号墳（岩内町） ・天神山
⑨ 
1号墳（岩内町）、 6世紀中頃の川原表3号墳.4 

⑲ 
号墳.5号墳.9号墳.11号墳（岡本町）かある。

川原表古墳群の 5基は全く羨道部をもたず、竪穴式

石室と呼ぶべき構造であるか、瑞巌寺6号墳・天神

山1号墳は右片袖の石室形態をしている。瑞巌寺6

号墳と天神山 1号墳の石室はともに完全には残って

いないため、比較検討する材料は欠けるか、玄室は

方形、羨道は玄門近くまで閉塞、基底石は全て横積

みで玄門立柱石かみられないなどの類似点かみられ

る。天神山 1号墳では桓石か置かれ、そこを境に床

面に段差かみられる。垣内田古墳群のAタイプの石

室は瑞巌寺6号墳・天神山 1号墳の石室に近いもの

で、垣内田古墳群の形成時期は瑞巌寺古墳群や犬神

山古墳群より遅れるか、これらの古墳群と同じ系統

に属する集団により築かれ始めたと考えられる。

Bタイプの石室としたのは 1号墳.3号墳.4号

墳.6号墳の石室である。 2号墳.5号墳の石室も

Bタイプであろうと思われる。 Bタイプの石室は、

玄室の幅か l.Om-1.4m、長さか 3.5m-3.9m 

で細長いものであるか、 Aタイプはどではない。袖

の規校は小さいか明らかに右片袖である。羨道の全

長かわかる古墳は少ないか、玄室長とあまりかわら

ず、 3号墳.4号墳は玄室長をしのいでいる。基底

石は Aタイプの石室のものより大きい石か使用され

ており、原則として側壁部分か横置き、奥壁部分は

縦罹きである。ただし、 6号墳のみは側壁も縦置き

されている。
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Bタイプの石室は詳しくみてみると、さらに 3つ

のタイプに分けることかできる。それを B-1タイ

プ ・B-2タイプ ・B-3タイプとする。 B-1タ

イプとするのは 3号墳.4号墳の石室で、玄門立村

石か両側岐にあり、坑舷の桔底石か2個でその高さ

は側咲 2段分という特徴をもつ。石室掘形か長方形

状であることや、羨道入口から外護列石かのびるこ

となどもその特徴に加えることかできる。 2号瑣の

石室は奥限部分しか残っていないか、 B-1タイプ

のものと思われる。 B-3タイプとするのは 1号珀

の石室で、玄門立柱石か右袖部分のみ、関収の枯底

石は 3佃でその高さか側収 l段分、石室掘形は長台

形状という特徴をもつ。 5号梢の石室は羨道部分か

消滅しており、玄門立柱石の有無も不明であるか、

梃壁基底石や石室掘形をみると B-3タイプに入れ

ることかできる。 B-2タイプとするのは 6号珀の

みである。このタイプはB-1タイプと B-3タイ

プの特徴かいりまじったもので、玄門立柱石は両側

壁にあり、奥限の桔底石は 2個であるか高さは側収

1段分である。石室掘形は長台形状で、羨道入口は

外護列石に続くと思われるような開き方をしている。

この 3つのタイプは、石室掘形の形態や）t底石の用

い方など、石室を築く初期の工程から異なっており、

単なる偶然的な変異ではないと思われる。

Bタイプの石室は出土遺物からみると 7世紀初頭

から前半のもので、 Aタイプの石室の次の時期に附

くことかできる。 B-l・B-2・8-3の3つに

分けたそれぞれのタイプは時期的な差であるのか、

古墳を築いた集団の差であるのかは決めかたい。

Cタイプの石室としたのは10号瑣の石室である。

10号墳の石室は、無袖に近い右片袖あるいは両袖と

したように袖部分か不明瞭で、玄室部分と羨道部分

は敷石によってようやく区別でぎる程度である。玄

室部分の基底石は小さく、全て横罹きされるか、羨

道部分の基底石は玄室部分のものよりやや大きめの

石材か使用され、縦潰きされているものもみられる。

石室掘形は長台形状でB-2・B-3タイプの石全

と同じである。 Cタイプの石室の時期は10号憤出土

の遺物から 7世紀前半の新しいところに置けける。

(2) 木棺直葬

垣内田古墳群の中で木棺匝葬の主体部か検出され



たのは11号墳のみである。 9号墳は主体部か全く検

出されなかったか、これも木棺直葬墳であったと思

われる。 11号墳は、 10号墳とはは同時期に墳丘裾を

接するように築かれなから墳丘や主体部の規校、副

葬品の量など大きな差かみられる。このことから、

11号墳の被葬者と 10号墳の被葬者との地位・性格か
⑪ 

大きく異なっていたことかうかかわれる。

3 . 墳形と墳丘規模

2号墳 ・12号瑣は墳形や墳丘規模か全く不明であ

ることから、この 2甚を除外した11基の古墳につい

てみてみることにする。

(1) 墳形

10号墳を除く全ての古墳か円墳である。ただし、

八角墳とした10号墳においても、はたして八角を意

図して築かれたものかどうか疑問である。 3号墳・

4号墳.5号墳でも墳丘裾にコーナーと思われる箇

所かみられることから、 7世紀初頭に円墳を築く一

つの方法としてこのような工法か取り入れられたと
⑫ 

考えた方かよいのかもしれない。

(2) 墳丘規模

坦内田古墳群の場合、墳丘の高さかわかるものは

全くなく、墳丘規校といっても平面でとらえられる

のみである。

横穴式石室を主体部とする古墳では、墳丘規模に

大きな差はない。そのなかで興味深いのは石室のタ

イプ分けと墳丘規校かはぱ対応することである。垣

内田古墳群中で最も大きな規校をもつのかAタイプ

の石室を主体部とする 8号墳と 13号墳で、それぞれ

虹径か:ism程ある。次いで大きな規模をもつのかB

-1タイプの石室をもつ 3号墳.4号墳で、両古墳

とも直径約14mを測る。 B-2タイプの石室をもつ

6号墳と B-3タイプの石室をもつ 1号墳.5号墳

はいずれも径llm-12mではは同じであるか、 Cタ

イプの石室をもつ11号墳は径約13mである。このよ

うに、垣内田古墳群では、主体部の構造と墳丘規模

とか密接な関係をもっていると思われる。

4 . 立地

垣内田古墳群においては、主体部の構造と墳丘規

校とか密接な関係をもってるのと同じように、主体
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部の構造と古墳の立地とか密接な関係をもっている。

つまり、 Aタイプの石室をもつ 7号墳.8号墳・ 13

号墳は互いに距離をおいて丘陵尾根近くに築かれて

いるのに対して、 Bタイプの石室をもつ 6基の古瑣

は互いに墳丘裾を接するようにして丘陵南斜面に並

んでいる。 Cタイプの石室をもつ10号瑣も丘陵南斜

面に築かれているか、 Bタイプの石室をもつ古墳と

はかなり離れており、あたかも木棺直葬墳の 9号墳

. 11号墳を従えるような位置を占めている。このよ

うな占地のしかたは、各タイプの石室か築かれた時

期の集団のありかたを反映しているものと思われる。

5 . おわりに

垣内田古墳群においては、主体部構造・墳丘規校

• 立地の 3点か密接に関係しており、それぞれか対

応しなから時期的変化をしていくことか明らかにな

った。この変化は、単に古墳構築という技術的なも

のに原因か求められるのではなく、古墳群を造営し

た集団にもたらされた外的および内的な要因による

ものであろう。長々と書いてきたわりに最後になっ

てずいぶんと言葉足らすの表現となったか、これ以

上の追求は筆者の能力の限界をこえてしまうためこ

こで終わりとする。 （前川嘉宏）

〔註〕

① 『松阪市史第二巻 史料篇考古』 松阪市 1978

② 金属製品の記述については、奈良大学助教授の西山要ー氏の

助言を得た。

③ 石器の記述については田村賜ー氏、織文土器の記述について

は奥 義次氏の助言を得た。

④ 中村 浩 『陶邑III』 闘大阪文化財センター 1978

⑤ 西山要一 「古瑣時代の象嵌一刀装具について一」 『名占学

雑誌』 第72巻第 1号 1986

⑥ 新納 泉 「装飾付大刀と古墳時代後期の兵制」 『考古学研
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⑨ 本報告書のNで報告
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てんしんやま

N. 松阪市岩内町・伊勢寺町 X祠車山礼i罪甘詳 (37)

1 . はじめに

天神山占瑣群は現行政区画上ては、県道瑞巌寺・

庭固線を挟んだ松阪巾岩内町字向山と伊勢寺町字天

神山にまたかったところに位沼している。松阪市岩

内集治の西端部に所在する名刹瑞巌寺を囲む鉢ヶ峰

と観音岳からのびる尾根筋、山腹斜面には、推定墳

も含めて17基余の横穴式石手を主体構成とする瑞巌

的~-:tJt群の存在かよく知られていた。

瑞巌寺古培群の多くか立地する観音岳から北束に

のひる丘陵尾根から、さらに伊勢寺町北村集落へと

東方に細長く続〈丘陵支脈かみられるか、この支脈

にもかつては横穴式石室を主体とする 12}よ余の古瑣

群か存在したと推定されている。現状ではその文脈

の尾根筋に沿って先の県道か東西に走り、付近一幣

ははは尾根先端にいたるまで間糾され、広く蜜柑園

として土地利用されているところである。また、所

所には石室材かとおもわれる散石と ~f( 、（即器小片の散

布かわずかに認められたものの、打ti,等は全く確認

できない状況であった。

こうしたことより、当占瑣群は乳初の調介対象逍

跡には入っていなかったか、日本道路公団との追加

協議の結果、 トレンチ調代から開始し,;Iぎ続ぎ本調

査に移行したものである。本調在は昭和62年 2月23

日からfol年 3月13日まで実施し、その調査面枯は約

1, 750m'である。

2 . 古墳群の概要

今回の調在で明らかになった古墳は周溝の一部と

推定される不確かな 2 基をかぞえると ~t 7悲となる。

いずれの古墳も既に開墾によって平田に削平されて

おり、当然のことなから盛土は認められなかった。

要するに主体部も周溝もその痕跡を一部とどめる状

態であり、推測の域をでない点も含まれるか、以下

第50図 占墳群分布図 (1: 6000) 
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ここに個々の概要を記したい。便宜t、調企区は県

道を挟んで北を A区、南を B区と呼称した。

(1) I号墳

A. 墳形

A区で検出された占墳で、南側に残る固溝から推

定すると径約12mの円墳と考えられる。北側は既に
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第51図 発掘調在区位罹図 (1: 1,000) 
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第52図 A区・ 1号墳実測図 (1: 200) 

土取りによって削平を受けており、周溝が全周する

か否かは不明である。周溝は南側が深く、羨道との

境の箇所で輻2.8m、深さ31cm余で、底は平坦である。

B. 埋葬施設

右片袖式の横穴石室で、羨追部と玄宇の一部を、

残す程度である。羨道部の石積みは 2-3段残り、

基底石には横長に大きめの石を据え置き、

3m余で、

その上か

らは石を小口積みにしている。石の並びはわすかに

ハの字形に広かるか、概して直線的である。羨道部

と玄室の境は縦長の枢石て区切られ、玄門部を明確

に意識している。羨道部は幅 0.9m- l.Om、長さ

入口から玄門まで約30cmの比高差をもっ

て傾斜して下かる。玄室は甚底石とその抜き取り痕

の一部か残存していたにとどまるか、玄室の幅は

1.8 mと推定でぎる。玄室と羨道の床面は玄門の境

石を境にして約15cmの段差をもち、玄室側に下かる。

石室堀形ははぱ石室の石の並びにそっている。

玄室部の南中央に一部10cm内外の川原石か残って

おり、玄室床面か石敷きであった可能性もある。

C. 閉塞石

玄門部の境石から約 1m手廿りのところに閉塞のた

めの石柏みかみられた。その石柏み状況は玄宇寄り

に横Kの石を羨道にほは虹角に配し、 その,-_からは

石の軸を羨道軸にあわせて乱桔みした様相か窺える。

D. 遺物

遺物は玄室南寄りに残存しており、須恵器杯蓋

(1 -4)・杯身 (5-10) ・直口壺 (11)・提瓶

(12) と土師器鉢 (13)の他、鉄製品としての鏃

(14-16)、直刀片 (17)がある。

なお、 (3) 

って出土した。

と (8)は杯蓋がセソトとして重な

(13)の土師器鉢は口径32cm余で、

外反する口緑部から体部はや>扁ギな半球状をした

形態で、胎土は砂粒を多く含み、色調は茶褐色を呈

する。 ロ緑部内面と外面全体には粗いハケメ調整か

みられる。
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第54図 1号墳実測図 (1: 50) 
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第55図 1号墳出土遺物実測図 (1: 4) (14-17は1: 2) 

3
 

8
 

須恵器ヘラ記号拓影 (1: 2) 

(2) 2号墳

束側の周溝の一部と考えられる溝を検出したか北

半は 3号墳と競合しており、南半は 5号墳の周溝に

切られている。周溝からは須恵器杯蓋 (27・28)か

出土している。 (27)は固溝底にへばりついた状態

で検出された。この 2号墳の西発掘区際の南には石

室の石材の一部とおもわれる転石も見られ、ここで

は一応、須恵器杯蓋 (27)の時期を時代の一点とす

る古墳（円墳）と推定した。

(3) 3号墳

A. 墳形

推定で、南北約18m、束西約15mの南北に長い楕

円状の円墳と考えられる。東側周溝は 6号墳の周溝

によって切られている。また、西側周溝は 2号と 6

-106-
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第56図 3号墳石室実測図 (l: 50) 
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第57図 3号珀出土逍物実測図 (1: 4) 

号の周溝によって切られている。束周溝は北半で途

切れた形となっているか、特に B区の高い部分は閲

糾による削ギも大きく、固溝は占屈背後に及んでい

てもすでにカットされたとも考えられる。

B. 埋葬施設

向袖式の横穴式石室と推定される。玄室、羨道部

とも残りか悪く、枯底石の一部か認められる程度で

あった。また、羨道は石抜き取り跡を残すf旱度であ

るC それより推しJtると、玄本輻1.46m、長さ4.4m

で、，、［逍輻l.Om、長さ4.5mとなる。なお、玄室の

床而には敷石か認められる。

石室の石柏み状況は、桔底石については石を横長

に据えられ、 2段目からの石は小[J柏みしている様

［か窺える。石室の掘形は玄本部で輻2.8-3.2m前

後、羨道部で2-2. 7 m前後で全長11.6mである。

C. 遺物

遺物（土器）はかなり攪乱した状況で出士してお

り、原位附を保っているとはおもえない。須恵器か

tで杯益 (18・19・20)・ 高杯 (21)・ 台付壺 (22

・24)・ 直IJ壺 (25・26)かあリ、十師器としては

長頚壺 (23)等か出土している。すべて玄室坪土か

らの出土である。

22 

25 
20 cm 

(4) 4号墳

A. 墳形

径約 9m前後の円爪と考えられる。周溝は束と南

に逆L字形にその痕跡かみられたか俗域を区画する

という意味合しヽか強い溝かもしれない。当然のこと

なから盛土等はすでに削平•されている。

B. 埋葬施設

横穴式石室の玄室の一部と考えられる枯底石、抜

き取り穴、敷石を検出した。駐底石は開i料と東側限

のごく一部の残存で、これより敢えて推定すると、

玄末輻約75cm前後、長さ2.2m以上となる。玄未床面

には敷石か認められる。石室掘形は確認で苔なかっ

t・ 、.0 

C. 遺物

4号珀にかかる逍物としては周溝東南の坪土から

出：tした須恵器細珀瓶 (29)のみである。所謂、 7

ラスコ形と呼称されているものである。

(5) 5号墳

A. 墳形

径 6.5m内外の円墳と考えられる。周溝は 2号瑣

と3号瑣を切り、輻 1- 1.5 mで、深さ30-50cmで

ある。

-108 -
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第61図 2-6号墳出j:遺物実測図 (1: 4) 

B. 埋葬施設

閻l.8-l.9m、長さ 2.6mて深さ20-30cm前後の

樹形内に，¥し底石の一部とその抜き取り穴を検出した。

これより推定すると、石屯幅約85cm、長さ 2.5m以

上と名えられるか、斜血の低い側は一部削ギされて

いるものと思われる。 I米中央部に約 1m間隔で30cm

大の川原石か 21桔I1対で据えられ、棺台の可能性も

ある。

C. 遺物

逍物は一箇所に艇中して確認された。原位笛では

なく、ある時期にかき集められた可能性もある。須

恵器杯身 (32-42) と士師器椀 (43-53)の器秤、

器形の他は須恵器虹口壺 (30)か 1点のみてある。

(6) 6号墳

A. 墳形

4号瑣の束南麓に検出されたものて、周溝は背後

にめ〈り、 4号墳と共用したような形をとっている。

径 5-6m前後の円培と推定てきる。

B. 埋葬施設

-110 -

rjlh¥70cm前後、長さ 3.4m前後で南に輻か狭くなる

雄欺樹形を検出した。深さは北側で40cm、南側で15

cmせんご残っている。棺痕跡は不明だか、主体部は

木棺直葬と考えられる。

C. 遺物

逍物としては掘形坪土から出土した須恵器知珀壺

(31)のみである。

(7) 7号墳

3号墳北側に検出された東西に巡る溝て占墳周溝

の一部と名えられる。輻 2.6m前後、深さ60cm内外

である。



3 • 結 五
口

1

-

＝ロ

今回の調在区で検出した古梢は計 7枯であるか、

これは本来の天神山古珀群の一部分と考えられる。

従って全体の群構成等についてはここで論じられな

いか、若「の問題提起を含めなから記述し、まとめ

としたし‘。

(1) 地形と立地

古墳はすべて東西にのびる丘陵尾根上、およびそ

の南北の山腹斜面と考えられる場所に立地している。

北腹面に染かれた 1号墳、はは尾根筋に築かれた 7

号培をのぞくと残りは南腹面に築かれている。そし

て、南腹面に検出された 3-5号瑣の石室は当然の

ことなから地形にかんかみ南に開口している。しか

し、 1号墳については地形的に北に開口してもよさ

そうなのに南に開口していた。

現在、このあたりの岩内町と伊勢か町の町燒は尾

根筋を東西に横断する県逍瑞厳か・庭面線で画され

ており、当群を見るかぎり、南側の伊勢寺側を紅識

している。

したかって当群の形成桔盤となった集落（共同体）

も伊勢寺側に求められるかも知れない。

また、こうした横穴式石室の開LJ方向については、

たとえば巣落から雌へ行く道、より接近すればいわ

ゆる絡道（基道と枝道）かどのように意識、あるい

はつくられていたかという観点と、もう一つ、死者

を安罹する場合の頭位をできる限り北位にという意

識か強く働いていたという観点も考えてゆかねばな

らないだろう。

(2) 築造時期と推移

各古梢の築造時期については石室形態と出土逍物、

特に須恵器の編年観に粕らざるを得ない。ます 1号

墳であるか、その横穴式石室の形態は片袖式である。

そして、玄室部と羨道部は相石によって境をなし段

をつくる。また、羨道部は比較的知く未発達と考え

られ、こうした形態は腎穴系横口式石室の流れとも

受けとめられ、県下の初期横穴式石室の一形態と言

えよう。

さて、須恵器は杯身、杯蓋の形態、手法等より、
② 

田辺編年のTKlO刑式、あるいはMT85仰式に併行

するものと思われ、 6世紀中頃に比定できるもので

ある。

2号泊については周溝東南から須恵器 (27・28)

か出土しており、それを根拠にすればTK217刑式

で、 7世紀中頃と考えられる。

つぎに 3・4号培であるか、 4号珀については主

体部からの遺物出tはなく、南周溝から出土の須忠

器細頚瓶 (29)-,1.1.i. のみであるか、時期的にはTK

209刑式以降の 7世紀代と名えられる。 3号珀につ

いてはかなり攪乱をうけていたか、杯益、長脚 2段

透かしの高杯、直口壺からみてTK43刑式で6世紀

後半に相当するものであろう。

5・6号瑣についてはいずれも 3号墳の周溝を切

ったかたちで検出されているか、 6号梢については

主体部と思われる掘形埋土から須恵器短頸壺 (31)

か一点のみ出土したにとどまる。この壺は TK 209 

刑式ごろの 6世紀末-7 -ttt紀初頭頃と考えられる。

5号墳は須恵器と土師器か比較的かたまった状態で

出土したか、その須恵器杯身の底部はすべてヘラ切

り未調整で径8-10cm内外の小ぶりの身である。ま

た、この時期は形態上は杯と蓋とか逆転する段階で、

須恵器編年からすればTK 217刑式、 7世紀前半～

中頃の時期と考えられる。

以上述べたように、出土遺物から一応各占爪の築

造時期の一、点をさぐることはできる。

したかって当占墳群は今回の調査区だけをあては

めれば、 6恨紀中頃から 7祉紀中頃までのおよそ l

世紀の間に順次納造されたものと言えよう。

そして、 4-6号墳の 3躾は石宇、硲坑の規校か

らみても単次葬と考えられ、後期群駆珀も複次作の

段階から終末期においては占墳の規校、石室の規校

ともに極端に小さくなって単次葬化していく様-=rの

一端か当古墳群でも窺い知ることかできる。

こうした変遷の在り方は畿内における終末期古爪

に向かう動向と大差ない古墳埋葬の質的転換の一つ

として捉えることもできよう。

-111 -



(3) 天神山 1号墳石室について

当地域における横穴式石‘未の＃人期

当古珀群の中では 1号瑣は最も古い染造時期か考

えられる。 (2)でも述べたように須恵器編年からする

と6世紀中頃（削築に近い）に比定でき、また鉄鏃

形態も当時期として矛盾はしない。

さて、横穴式石室の形態については、何分その残

存状況か悪いので不明な点か多いか若十ふれてみた

い。石室形態は右片袖式を星し、輻およそ 1.8m余

と推定でぎる。とくに他の古瑣石室との違いは玄室

と羨道との間に桓石かみられ、羨道部から玄辛に向

かって一段下かる点である。こうした形態は県下の

初期横穴式石室にみられる。また、閉塞の仕方であ

るか、当古瑣は玄門ではなく羨道にて石材を積みあ

げて行う。

したかって袖部を明確に形成している点、閉塞の
③ 

あり方すれば所謂「畿内型」横穴式石室にはいるも

のである。

また、ちなみに白石氏による横穴式石室の型式編
④ 
年からみると、第II刑式（第 3期）、あるいは第III

刑式（第 4期）の石室に近い形態と思われ、 6恨紀

前半～中薬の時期にあてはめられよう。

ちなみに発掘調介例ではないか、この地域でこの

天神山 1号培に似た時期の古瑣としての瑞巌-#6号

珀を少し紹介しておこう。
⑤ 

『松阪市史』によれば、「石室は長軸を N30°E方

向にとり、羨道に向かつて右に袖をもつ片袖式石室

で南西に羨道を開ける。玄室は長さ 3.4m、幅 2m

高さは 1.7-2 m 。……（中略）…•••石室は横位に

した石材を 6-7段整然と積み構築したもので、玄

室には天井石より一段下げて架している。」石室構

造を持つ古墳である。

玄室幅において、天神山 1号墳玄室より 20cm前後

大きいと推定されるが、右片袖式の石室をもち、形

態的に類似した石室である可能性が高い。
⑥ 

また、瑞巌寺6号墳の採集遺物として図示されて

いる須恵器杯身は、その調整手法は詳らかでないか

法量・形態的にみて、天神山 1号墳出土の杯身と時

期的に大差かないと考えられるのである。

いずれにしても、天神山 1号墳やここに紹介した

瑞巌寺6号墳はその石室形態や出士遺物からみて、

当地城においては現在のところ初現期の横穴式石室

墳と言えるであろう。

「畿内系の石室は、南伊賀から雲出川流域に伝わ

り、白山町ガガフタ 1 号墳• 嬉野町釜生田A-5号

墳・天保 1号墳、瑞巌寺 6号墳などに見られる。玄

室と羨道の天井に段差を持ち、右片袖矩形平面に、
⑦ 

ドーム状あるいは平らな玄室天井を持つものである。」

という横穴式石室の系譜、及び地域論の展望もすで

に発表されているところである。

前期古墳から後期古墳への転換をめぐる諸問題の

内、横穴式石室の受容形態（伝播経路）とその系譜

論は一つの大きな注目点ではあるが、墳形（円形か

方形か）と内部主体（横穴式石室か木棺直葬か）に

相互のかかわり、使い分けかあるのか無いのか、そ

して相関があるとすればそれを古墳を造営せしめた

地域集団の性格的差異として見るのか否か等々、今

後は更に遺構・遺物論的にも究明していかなければ

ならない諸問題か多い。

以上、ここでは果たせなかつた、朽干の問題提起

をも書き加えて小まとめといたしたい。

（新田洋）

〔註〕

① 松阪市史編さん委員会『松阪市史第二巻史料編 考古』

(1987) 

② 田辺昭三『陶邑古窯址群 I』平安学圏考古クラブ (1966)

③ 森下浩行「日本における横穴式石室の出現とその系譜一

一畿内刑と九州刑一」『古代学研究111』(1986)

④ 白石太一郎「畿内の後期大邪群集墳に関する一試考」『占

代学研究42・43合併号』 (1966)

⑤ ①に同じ

⑥ ①に同じ。 P.222に掲載されている。

⑦ 岡田登「近畿の横穴式石室地域論・三重県『横穴式石室

を考える一近畿の横穴式石室とその系譜ー（帝塚山考古学

研究所・ 1990)
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1号柑羨道部閉塞石 （西から）
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1号墳石室遺物出土状況 （西から）

3-6号墳 （東から）
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3号墳遺物出土状況（南から）
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5号項遺物出土状況 （西から）
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V. 松阪市伊勢寺町
ひらばやし

平林古墳群 (21) 

1 . 古墳群の概要

松阪巾内部山域の観介岳と堀坂山の問には、堀坂

川によって形成された間析谷か東に延ひており、

の谷筋には多〈の群几ばれかみられる。平林占lj'd抒も

そのうちの一群て、堀収山純束末端の堀坂川右州に

突出する条反祈地Lに位附する 2 当占珀群は平林池の

北側の東西約 200m、南北約 100mに分布し、村：高

は70-80m利度て、現況は一幣みかん畑と Lli林てあ

る。行政区仙jj-_は松阪巾伊勢、り町'『1叶木に所hするつ

当占机群については、 1号珀から21号珀の総数21

）店の占打'tか確認されておリ、 1 -8・19・20ゲjl代力‘

堀坂川に沿った北西側の緩料地に、 9 -18・21 IJ・lj'[ 

か北東側の緩釘地に分布する勺椛穴式石宇を士体と

した占肌群て、完存しているものは 1),しもなく、す

べて盈汀屈あるいは後川のみかん訓のI附糾等によりイi

宇か破欺さHてしヽ る 各々の占打¥の現況については

第181<の辿りてあるか、
I 

・史料品・考占」に紹介されてしヽるのて

は'F林占柏桐出 f-.直物

てあるとしヽわれてしヽる-

＂］喩Ill は『松阪巾史• 第二咎

参開され

たし、オ

これまての出—l追物は、 ElHi年に出 Iーしだとされ

てしヽる、念図．仇）Jおよひ各柾の泊恵料かある

第62図

ま

た地 Iしの位勢、！）小学校に所蔵されてしヽる多数のi[(也

揺は校Iべ内出I.と仏え
l 

られており、その—•部 ~ 0 10 cm 

1作jiドII、'rtfU_;乳牛勿
(1 : 4) 
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今回の調査中にも当古墳群で開墾時に出土したとい

われる須恵器杯身（第62図）が地元の人から届けら

れた。

進むにつれて22・23号墳の 2甚が新たに発見され、

計11基の調査となった。なお、 5・9・21号墳につい

ては、道路建設予定地内にかかる周溝の一部のみの

調在となった。調介期間は昭和61年 6月9日から同

年10月3日までで、面積は約4,000ill'である。

今回の調奇は周知の21甚の古墳のうち道路建設予

定地内にかかる 5・6・7・8・9・16・19・20・

21号墳の 9桔か当初の対象であった。しかし調壺か

2 . 古墳各説

1. 5号墳
A. 調査前

と南西側には周溝と思われる窪みか、墳禎には盗掘

坑と思われる窪みがみられた。

B. 墳丘北西側斜面のほば中央、発掘区の西側に径13m、

高さ1.5mの高まりが認められ、北東側 3分の 1程

か発掘区に入る。墳頂部の標高は81.2mで、北東側

発掘区に入る東側の周溝の調査と、 トレンチによ

る墳丘の断面調介を実施した。周溝の径から虹径14

古墳名 推定墳丘径 現高 石室方向 残 存 状 況

1号墳 llm lm (N 40°W) 墳丘北東裾壊、墳頂部に破壊坑、石材 1個露呈。

2号墳 Sm 0.5m (N 1s0W) 墳頂部に破壊坑。

3号墳 llm 2m （はは東西） 墳頂部に破壊坑。

4号墳 10m lm 不明 墳丘北東側はよく残るが、南側は削平。

5号墳 13m 1.5m (N40'W) 墳丘東側は炭焼き鼈で破壊、墳頼部に破壊坑。

6号墳 12-15m 1.5m (N 30°E) 墳丘東裾壊、墳頂部に破壊坑。

7号墳 Sm lm (N70°W) 墳丘北東裾壊、墳頂部に盗掘坑。

8号墳 8m 0.5m 不明 墳丘北裾壊、墳頂部に小礫散乱。

9号墳 12m 2m 不明 墳丘南西側半分削平、石材 1個露呈。

10号墳 12.5m 2m N80'W 墳丘南東側は破壊、墳頂部に盗掘坑、石室石材露呈。

11号墳 9m 2m (N40'W) 墳頂部に破壊坑。

12号墳 不明 lm Nso・w 玄室西側壁と奥壁の一部、羨道の側壁の一部残存、玄室長約 3m。

13号墳 不明 削平 不明 墳丘ほとんど壊、石材露呈。

14号墳 10m lm 東に開ロ 墳丘北半分残存、南半分壊、石室側壁の一部か露呈。

15号墳 12m 2m 不明 墳頂部に破壊坑、石材露呈。

16号墳 7m 0.7m 不明 墳丘の北東側 4分 1のみ残存。

17号墳 不明 削平 不明 石室の一部の石材が崖に残存。

18号墳 不明 削平 (N70°E) 墳丘削平、石材 2個露星。

19号墳 不明 削平 不明 墳丘削平、石材約10個露呈。

20号墳 不明 削平 不明 墳丘削平、石材 2個露呈。

21号墳 10m 0.5m 不明 墳丘はわずかな高まり。

22号墳 未発見

23号墳 ＂ 
第18表 平林古墳群調査前古墳現況一乾表
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X = -159.580 
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第65図調査後測羅図 (1: 500) 
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78 

第66図 5・6号墳測量図 (1: 200) 

第68図 5・6号墳墳丘断面図 (1: 80) 

-132 -

m前後の円墳と推定される。高さは約 2m残存して

おり、 lm程の盛土かみられる。

固溝は、幅 l-2m、深さ70cmであるか、東側は

現道および炭焼き窯によって攪乱をうけており、不

明である。

C. 主体部

発掘区内に 1m程の石材か 1個露呈していたこと

から、石玉坑と思われる。露呈している石材は発掘

区内の端にあり、この石材を奥収の一部と想定する

ならば、主体部はその殆どか発掘区外であり、主軸

は推定N40°Wである。

D. 遺物出土状況

周溝の坪士から須恵器甕 (1)か、散乱して出土

したのみである。

第67図 5号瑣出土遺物実測図 (1: 4) 
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2. 6号墳

A. 調査前

で残存する。玄辛のJt-c=r.氏石は -L~—さ 0.4- 0.7mのイi

を横柏みにし、 2段目以 Iんはは1叶し大きさのイi材

5号川の北束に位罹し、径12-15m、高さ 1.5 m 

利の閥まりか認められ、培頂部には、倫掘坑と思わ

れる化みかみられた。

B. 墳丘

td斧15m、知径12mのイi字の軸力向にやや長い円

附である。残存閻約 2mで、

列1dよ、

Ill表士の Iーに 4Jri、約

1.4 m佑笠tされている 0 lj'y ]1の中）j及あたりにイi本の

開[I部から左れに L'『状に外護列石か広かる。外設

人叫人のイiを2- 3段柏んている。

周溝は幅 2-3m、深さ約40cmてあるか東側は現

道によつて削‘ドを受けており、不明てある。

C. 主体部

主体部の掘形は一）付目の盛土後切り込んており、

乎血形はにさ10m、輻は玄宇一部て約 3m、羨逍部て

約1.8mである。

を柏みJ・.けている。次追部の凡底石は玄本のそれよ

リー廻り小さい石材を使用し、 2段甘以 Lについて

はさらに小さい人珀大の石材を多数使用して構築し

ている。袖石には商さ約 0.9mの村状のイi材を使用

する。左側堺には袖いと対叶して翡さ約 0.7mの村

状の'ii材か使用されてしヽる。左側附ははは而化に立

ち上かるか、布側州は 2段目から持ち込リかみられ

る。

奥州は 3段、約 1.4mまて残存しており、高さ0.8

mの仙底石を 1個批えている。雨直に立ち Lかり、

持ち送りは認められない。

地山から床血までは、 10-30cmてある。

D. 遺物の出土状況

奥附近くの床血から須息器提肋 (6)か、布側附

の中央近くの床面から俎恵器胞 (5) . 高杯(4)・

i'-1本部は右）＼袖の横穴式ィi宇で、主軸は N33° E
 

杯身 (3) か出 I 一~ してしヽ る。 また左側州近くの中央

と北東側に開LJする。床血の平曲形は、玄玲汀HS.:さ

約3.6m、幅約1.3mの長方形であるか、左側かやや

のI米血からは泊息器杯身 (2)か正立して出十して

いる。

/JH1kりとなり、 開叩近くては輻約 1.0mと狭くなる。

羨道部は長さ約4.1m、輻約0.8mて、ややれ寄り

に開口する。側限は左布とも 5-9段、約1.6mま

'--./L____ノ'------ヘ---J¥___,,

「

-ノ-—ノ~'-------------''--------------

\_,~4~5 

3'-

02 
戸――7へ~r-------,~,~~

゜
紐

第70図 6号墳遺物出土状況 (1: 50) 
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77 

3. 7号墳

A. 調査前

6号爪のすく西側の堀坂川に血した一段低い所に

径 Sm、高さ 1m程の高まりか認められたため、調

介前は円屈と考えられていた。珀肌部には、盗掘坑

と思われる守みがみられた。北東側 3分の 1利は現

代の水路に切られている。墳丘の西半は調介区外て

ある。

B. 墳丘

調在の結果、一辺約 Smの方墳であることか、判明

した。残存裔は約 0.9mてある。 [[J表士の上から 1

-2層、約0.5-0.Sm盛土か認められた。梢丘中腹

の北側には約 4mの長さで、南側と東側には L字状

にそれぞれ外護列石かみられた。外護列石の大きさ

は約20-?0cmである。

周溝は、輻 l-3m、深さ約0.5mて、東側は 8号

墳と共有する。

C. 主体部

'''''i  
10cm 主体部の西半は調在区外のため束半のみ調介を行

第71図 6号墳出土逍物実測図 (1 : 4、拓本は 1: 2)った。掘形は輻2.lmで、東側てはIll表土から、北お

よひ南側では一層目の盛一十後切り込んている。横穴

杯身 2、点 (2・3)は、口径約llcm、器高 3.5cm

利て、色調、胎土、焼成か、酪似しており同一窯の

物と思われる。

高杯 (4) は杯部の底部に突刺文を施し、脚部と

の接合部付近に三方に小突起を貼りつける。脚部上

方には三方向に透かしかみられるが貫逍していない。

脚部下方には三方向と四方向に円孔透かしかみられ

るか方向は不規則である。

提瓶(6)は、体部に「サ」字状のヘラ記号かみられ

る。

A
 

B
 77 7m 

10 m 
4 rn 

第72図 7号墳測贔図 (1: 200) 第73図 7号墳墳丘断面図 (1: 80) 
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第76図 7号梢出土遺物実測図 (1: 4) 

式石宙と思われるか、袖部や沃道部については不明

で、主軸は N68°

開口する。玄室の平面形は長さ 1.6m以上、輻 0.9

mである。 1月[j!げは左右とも1未面から約 1.2mまで残

存しており、右側舷ははば雨直であるか、左側州は

2段目から持ち送りかみられる。奥限も高さ約 1.2 

mまて残存しており、桔底石は高さ約 0.8mの石を

-1枯l据え、 2段目からは、人珀大の石材を柏み十けげて

いる。石室の石材は、閃緑岩、片麻岩、花岡岩、斑
④ 
楓岩である。

D. 遺物出土状況

奥限に接した床面から、須恵器提瓶 (9・10)・

特殊扁壺 (7)・壺 (8)か正立状態て並んて出士

した。はは原位置を保っているものと思われる。
⑤ 

特殊扁壺 (7)は、捉瓶の体部を焼成前に下半の

み切り残しヘラ状工具で波状に日緑を作ったもので、

体部の中央、両側に一対の穿孔を施している。

4. 8号墳

A. 調査前

7号墳の北束に近接して、径 8m、高さ 0.5m程

の高まりかみられた。

第77図

Wと西すなわち堀坂川に向かって

0 10m 
t------, - ,~,---- I I . --i 

8号墳測量図 (1: 200) 

A
 

B 

7 7.8 m 

第78図 8号墳墳丘断面図 (1: 80) 
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第80図 8号墳遺物出土状況 (1: 50) 

支 口

2m 

爪
1

＿ー―― 

20 cm 

瑣Jti部には盗掘坑と思われる庁みかあり、小喫か散

乱していた。北側 3分の 1は 7号棺同様、現代の水

路に削られて残存しない。

B. 墳丘

径約 8rnの円梢てあるか、残府高は周溝底から

1. 2mてある。 1日表」．．の上に 3-4層、約0.7-0.8 

rn~ 恰tされている。

周溝は幅0.8-l.5rn、深さ0.3-0.4rnで、西側は

7号墳の周溝と共有する。

C. 主体部

掘形は 2-3層目の盛t後切り込んでおり、掘形

の乎面形は長さ3.9 rn、輻2.1 rnのに力形てある。

石宇は略穴式石未で主軸は N29°Wである。）木面

の平面形は長さ約2.4m、輻約1.Ornの長方形である。

東西の両側峡は長さ0.5rnf閑の石を枯底石とし、二段

目以上は人頭大の石を柏み.I-.げる。残1f状況の良好

なところでは 7段、床面からの高さは約 1.Ornであ

る。圃側峨とも 2段目から芥ー「の持ち送りかみられ

る。南舷および北岐は枯底石を 2個据えており、南

肢は 4段、約 1rnまて、北舷は 3段、約 0.6mまで

残存する。南壁、北壁ともはは垂面に柏み上げられ

第81図 8号墳.9号墳出土遺物実測図 (1: 4) 
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D 
80.Bm 

⑥ 
ている。石材は、閃緑岩、片麻岩、花尚岩等である。

D. 遺物出土状況

南州に接した1禾面で土師器虎 (11)か一点出土し

ており、ほは原位附を保っているものと思われる。

また周溝罪Lからは須恵器杯身(12)が出土している。

5. 9号墳

A. 調査前

北東側斜面の最上部付近、発樹区の南端に位骰し、

梢飢部の椋高は81.4mてある。墳丘の北東側は調脊

区外へのびるか、径12m、高さ 2mの円形の高まり

が認められた。南西側すなわち発掘区側は 2分の 1

利すでにt取リにより削られていた。

B. 墳丘

北側から西側にかけて輻 2m、深さ30cm利の周溝

か巡り、北側は21号墳の周溝と共有する。南西側は

すてに削られており、その戒跡すら確品できなかっ

た。

C. 遺物出土状況

周溝埋Lから小）］てはあるか、俎忠器杯 (13)か

出上した。

)4¥ 

806' 

゜I'I I'C―|―  

80 

冒\~
@ \~ 

~; 瓢）乙I~v、/＼ < ' i空
1~m 

CD 

ヨ

第82図 16号墳測量図 (1: 200) 
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E
 8 0
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0 10 cm O 5 cm 
; : ; i― l 戸 C ;--, □ 1 

第83図 16号墳出土遺物実測図 (1: 4、15は1: 2) 

~'@ 

賣~

！口9

2m 

第84図 16号墳石室実測図 (l: 50) 
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6. 16号墳

A. 調査前

9号墳の西約25m、当古墳群における北東側斜面

の古墳群では、最も高い標高81m付近に位置する。

開墾により墳丘はそのほとんどが破壊されており、

北東側に墳丘か約四分の一、高さ0.7m程残存する。

B. 墳丘

検出した周溝から径13mの円墳と推定される。

周溝の幅は l-2m程であるか、検出されたのは

北および東側だけで、西側は開墾時に削平されたの

か検出されず、南側も既に削り取られていた。

C. 主体部

主体部の掘形は深さ0.2-0.3m程しか残っていな

かったが、検出面では長さ10m前後、幅約 2mであ

る。

横穴式石室で主軸はN20°Wである。全長 6.3m

以上、幅 0.9mである。西側壁には高さ0.7m程の立

柱石がみられ、これを袖石と考えるならば、玄室は

長さ 3.7m以上、羨道部は長さ 2.6m以上の右片袖

式の石室となる。玄室の床面には全面に 5-20cm程

の敷石がみられる。側壁は 1-2段しか残存してお

らず、奥壁については削平を受けており、石材の抜

き取り穴すら検出出来なかった。

D. 遺物出土状況

表土から須恵器杯身 (14)が、玄室石敷の間から

耳環 (15)が出土した。

墳である。 0.6m程の盛士か認められる。

周溝は輻 l-3m、深さ 0.5m利である。西側は

22号墳の周溝に切られる。

c. 主体部
掘形は 2層目の盛土後、切り込んでおり、長さ約

10m、幅約 4.2mである。

右片袖の横穴式石室で、主軸はN44°Wで北束に

開口する。平面形は玄室か長さ 3.7m、幅1.1-1.4

mの長方形であるか、右側かやや胴張り気味である。

羨道部は、長さ3.5m、幅l.lmである。側峡は残り

の良い所で4段、約 I.Omまで残存しており、基底

石は長さ30cm-70cmの石材を使用している。拠壁は

3段、 0.8mまで残存しており、基底石は0.5X0.7

mの石材を縦に 2個据える。袖石は麻さ約 0.7mで

ある。

0" 
79 

7. 19号墳

A. 調査前

北西側斜面の標高79.2mの高い所に位慣し、 6号

墳の東側に近接して位罹する。墳丘は削平されてす

でになく、石室の石材か十個程露呈していた。

B. 墳丘

長径15m、短径12mの石室の軸方向にやや長い円
第85図 19号墳測量図 (1: 200) 

゜7 8.4m 

A
 

4m 

第86図 19号墳瑣丘断面図 (1: 80) 
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第87図 19号墳石室実測図 (1: 50) 
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第88図 19号墳遺物出土状況 (1: 50) 
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第89図 19号墳出土遺物実測図 (1: 4、31は1: 2) 
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D. 遺物出土状況

玄室の嬰駅付近の床面からは土師器椀 (16)、須

恵器提肱 (30)・ 杯身 (21)・ 杯蓋 (17). 高杯

10 m 

第90図 20号墳地形測量図 (1: 200) 

(22-25・28)・ 広口壺 (29)かまとまって出土して

おり、 (23)は正立、 (22)は倒立している。玄室

中央部からは須恵器高杯(28の破片）．杯身片が、袖

石近くからは、須恵器杯身(19・20)・ 杯蓋(18)か出

土しており、 (18)は正立、 (20)は倒立している。そ

こから少し離れて高杯(26)か出土している。袖石近

くの羨道部からは鉄釘 (31)か出土している。

高杯 (22-27)は6点出土したかいすれも、有蓋

短脚で、口径か10. 6-11 . 5cm、器高7.5-8.2cmで、

杯部外底部をロクロケズリしている。ロクロ回転は

時計廻りで、胎士・焼成が酷似しており、同一窯の

焼成と思われる。また (20) と (21)の杯身も同一

窯の焼成と思われる。また杯身 (18) と杯蓋 (19)

は共に明青灰色をしており、胎土、焼成とも酷似し

ており、セットであろう。

他に石室埋土からは土師器高杯 (32)・甕 (35)、

須恵器杯身 (34)・杯蓋 (36)・憩 (33)か出土し

ている。周溝埋上からは土師器甕 (38)・高杯(37)

が出土している。土師器高杯 (32・37)は口径7.5

cm、器高 5.7cmの小型のもので脚部の円孔は 1カ所

である。

A-
B 
―`  7 5.8m 

第91図 20号墳墳丘断面図 (1: 80) 
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2m 

第92図 20号墳遺物出士状況 (1: 50) 
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心＼豆~42
第94図 20号墳出土遺物実測図 (1: 4、45は 1: 2) 

8. 20号墳

A. 調査前

北西側斜面の北東端に位罹し、発掘区の北端にあ

たり、椋高は76mである。墳丘はすでに削平されて

いたか、石室の石材か二個硲呈していた。

B. 墳丘

径12mの円墳である。 I「l表土の上に 2層、約20cm

の盛十がみられ、高さは 0.6mまで残存する。

＼ 

第95図 22号墳測量図 (1: 250) 
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20 cm 

周溝は輻 1-Zm、深さ20cm程である。北側は現

道により削り取られている。

C. 主体部

掘形は 2層目の盛土後切り込んでおり、玄室部て

の輻は 3.9mである。左片袖式の横穴式石室で、主

軸はNl8°Eと北に開口する。玄窄の平面形は長さ

3.0m、幅1.6m、羨道部は長さ3.3m、輻0.8mであ

る。側朋は残りの良いところで、 4段、約 l.lmま

で残存しており、某底石は長さ 0.7m杵の石を据え

ている。袖石は、平面形か0.8X0.6m、高さ l.Om 

の直方体の石を使用している。奥既は 4段、約 1.1

mまで残存しており、基底石は輻 0.7m利の石材を

2個使用している。地山から床面までの裔さは玄室

で約 6cmであるか、羨道部では地山か床面となる。

D. 遺物出土状況

玄室の袖石近くの床面から土師器甕 (39)、須忠

器広口壺 (42)・短頸壺 (40・41) ・壺 (43) ・提

瓶 (44)かまとまって出土し、玄室の中央部床面か

らは鉄製刀子 (45)か一点出土した。いずれも原位

置をはは保っているものと思われる。

また周溝埋土からは、須恵器杯身 (48)・ 杯盗

(46・47)か出土した。

9. 21号墳

A. 調査前
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9号墳の北側に近接して径10m、高さ0.5m程の高

まりか認められた。標高は80.2mである。

B. 墳丘

墳丘の東側は調査区外であるため、全容は明らか

てないか、検出した周溝の径から判断して、径12m

削後の円墳と推定される。

調査を行った瑣丘の西側で、幅 lm、深さ0.3-

0.4mの周溝かみられたが、西側では23号墳を切り、

南側の周溝はi9号墳の周溝と共有する。

~(~ ニ
49ロ
口 ¥50 

~ 
こ二~―: 

第97図 22号墳出土遺物実測図 (1: 4) 

10. 22号墳

A. 調査前

19号墳の南西に位笛しているか、現水路およびみ

かん畑の開墾により、墳丘はすでに削平を受けてその

痕跡すらとどめておらず、調査前は古墳の存在は考

えられなかった。

B. 墳丘

墳丘は残存していないか、検出した周溝から判断

して、推定長径16m、知径13mの石室の軸方向にや

や長い円墳と思われる。

周溝は幅 l-3m、深さ約0.6m程残存する。

C. 主体部

掘形は深さ0.4m程しか残存していないか、検出

面で長さ9.4m、最大幅2.8mである。

横穴式石室で、主軸はN20°Wである。石室の残

存状況か悪く、正確な規模は決め難いか、平面形は、

玄室か長さ 3.8m前後、幅l.l-1.5mで、やや胴張り

となる。羨道は長さ4.5m以上、幅l.Omでやや東寄

りに開口する。右側壁は奥壁から 4m付近で狭くな

っており、袖石の抜き取り穴は検出できなかったが、

残存している石の並びから判断するならば、右片袖

式石室の可能性が高い。しかし左側躾のラインもこ

のあたりでやや狭くなっており、両袖式の可能性も

否定でぎない。側壁は 1-2段しか残存しておらず、

基底石は長さ 0.5m程の石を使用している。嬰舷の

c-------,-------, 

¥ I i; 

二m

第98図 9・21・23号墳測量図 (1: 200) 第99図 23号墳出土遺物実測図 (1: 4) 
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第100図 23号墳石室実測図 (l: 50) 

古墳 墳形 墳丘規模 残存高 主体部 玄室規模(m) 羨道規段(m) 石室方向 備 考

5号墳 円墳 （径14m) 2m （石室） 周溝のみ調在

6号墳 円墳 径12-15m 2m 
右片袖 3.6Xl.3 4.1 X0.8 N33°E 外護列石
横穴式石室

7号墳 方墳 一辺 8m 0.9m 横穴式石室 1.6以上X0.9 N68°W 外護列石

8号墳 円墳 径 Sm 1.2m 竪穴式石室 2.4Xl.O N29°W 

9号墳 円墳 （石室） 周溝のみ調査

16号墳 円墳 径13m 横穴式石室 3.7以上X0.9 2.6以上x N20°W 石敷

19号墳 円墳 径12-15m
右片袖 3.7Xl.l-l.4 3.5Xl.l N44°W 
横穴式石室

20号墳 円墳 径12m 0.6m 左片袖 3.0X 1.6 3.3X0.8 N 18°E 外護列石
横穴式石室

21号墳 円墳 （径12m) 周溝のみ調査

22号墳 円墳 径13-16m
右片袖？

3.8Xl.l-l.5 4.5以上Xl.O NZO'W 
横穴式石主

23号墳 円墳 （径13m) （横穴式石室） 2.7以上X0.8 不明 N64'E 石敷

第19表平林古墳群調在古墳の概要一覧
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イi材はすでに残存してしヽなかったか、 80cmX 30cmの

抜き取り穴を検出した。

D. 遺物出土状況

,fj主坪上から須恵器杯身 (53)・杯盗 (49-52)

・提瓶 (54)か出上した。 (52) と (53)は色調・

焼成・胎Lか同じでセ‘ノトと思われる。

11. 23号墳

A. 調査前

21サ珀の西側に位i閻するか、削平を受けており、

調1t前はその痕蹄すら認められなかった。

B. 墳丘

検出した周溝から径13mの円珀と推定される。

闘 2-3m、深さ20cm利の周溝か南側と北西側で

わすかに残1/する。北側は削られて既になく、東側

の周溝は21号泊の周溝に切られる。

C. 主体部

石笞ミの掘形は深さ O.lm利しか残存していないか、

検出面で長さ7.5m以し幅 2m前後である。

横穴式{i室で、主軸は N64°Eである。長さ 2.7

m以上、幅0.8mである。側州、旧堺とも枯底石のみ

残存しているか、石屯の東半分は木の根によって1覺

乱をうけており、石材抜き取り穴は確認できなかっ

た。床面は全面に 5-20cm利の大きさの敷石かみら

れる。

D. 遺物出土状況

玄屯の石敷騎ら俎恵器迎 (55)か、一｝丸出tし

たのみである。

3 • その他の遺物

1 • 縄文時代 から (64)か出tした。

A. 石器 2 . 平安～鎌倉時代

削器 (56・57)、楔形石器(58) 、石鍬 (59~61) 、

二次加工のある条ljJ『(62)等か出tした。

B. 縄文土器

19号珀汲追部押土から (63)か、 9号梢周溝埋土

4. 結

1 • 立地

乎林占瑣群は、未調在の古墳も含めると、 ~t23基

の古瑣群である。古墳の分布については、堀坂川に

北面する緩斜面上に立地する北支群と、その南側の

印且部および北東側に張り出す緩斜面上に立地する

南文群に大別できる。今回の調介は占瑣群を南北に

縦断する形で道路建設か計画され、古瑣群の中央を

調介することとなり、北支群は 5・6・7・8・19

・20・22号瑣、南支群は 9・16・21・23号瑣の調介

をおこなった。

北支群は 1-8・19・20・22号墳の11基により構

成されるが、北支群についてはさらに二分すること

かできる。北支群ー aは、今回調介古瑣では調介区

の北西に位附する 7・8号墳で、石室は北西すなわ

ち堀坂川に向かっており、墓道は調介区外の北に、

22号泊の表上およびイi屯坪土から土帥器杯 (65-

70)・ 痰 (71) 、山茶椀 (72-75)、山illl(77)か

出土した。

N. 面採集逍物としては、山茶椀(76)かある。

語

堀坂川に沿って東から西に設けられていたものと思

われる。固溝のみの調在となった 5号培や調介区外

の 1-4号墳も石室か北西に開LJしていると名えら

れ、おそらくこの群に属するであろう。北支群ー b

は、 20・19・6・22号瑣の 4Jiよからなる。石室は北

西または北東に開口しているか、いすれも調介区の

北端から西端中央部に走る現在の林道に向かって開

ロしていることから、林道かそのまま当時の雌道と

重複していたと考えられる。

南支群は、 9-18・21・23号瑣の12桔により構成

される。このうち標高か高い所に位附する 9・16・

21・23号墳の調在をおこなった。但し、 9・21号墳

は周溝のみの調査であった。

2 • 石室形態
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今回の調在では 6・8・16・19・20・22・23号墳

の計8基については主体部の調査を行った。 8号墳

は竪穴式石室であるか、他は横穴式石室である。調

査を行った古墳の石室は天井石まで残存するものは

l基もなく、石室全体の構造は不明である。床面の

平面形については、いくつかに分けることが出来る。

①まず竪穴石室の 8号墳であるが、床面の平面形は

幅l.Om、長さ2.4mである。次に横穴式石室である

か、②20号墳は左片袖式石室であるか、袖石が大き

く、片袖を強く意識している。玄室は幅1.6m、長さ

3.0mでその比率は 1: 1. 9である。③6・19号墳は

右片袖式石室であるが、袖石はあまり大きくない。

玄至は最大幅l.3-l.4m、長さ3.6mでその比率は 1

: 2.6-2.8である。羨道部の幅は lm前後のもので

ある。④22号墳は 6・19号墳より大型であるが、平

面形は似ている。右片袖式石室の可能性が高く、玄

室は幅l.l-l.5m、長さ3.Smでその比率は1: 2. 5で

ある。羨道部の長さは4.5m、幅は lmのものである。

⑤7号墳は玄室の幅が0.9mと狭いものであるか、長

さは不明である。⑥南支群に属する16・23号墳の 2

基は、共に石室の長さは不明であるか、玄室は幅

0.8-0.9mと7号墳とほぼ同じであるが敷石か見ら

れるものである。 16号墳は袖部を若干意識した右片

袖式石室、 23号墳は不明である。

3. 出土遺物

各古墳の石室や周溝等からは数は少ないなからも

遺物か出土している。個々の古墳の出上遺物の時期

については主体部か残存していた古墳についてのみ、
⑦ 

田辺編年により須恵器杯身・杯蓋を中心にふれてお

きたい。

6号墳石室からは須恵器が6点出士しているか、

杯身 (2・3)についてはTK217の古い段階と考え

ている。 7号墳石室出土遺物も 6号墳出土遺物とほ

は同じ時期でよいであろう。 8号墳の石室からは土

師器甕 (11) しか出土していないが、周溝から出土

している杯身 (12)についてはTK209と考えている。

16号墳出士遺物については杯身 (14)が表土から出

土しており、 TK217の古い段階と考える。 19号墳出

土遺物については二時期あり、羨道部埋土出士の杯

身 (34) をTK43と考え、玄室出土遺物の杯身 (19

-21入杯蓋 (16・17)高杯 (22-27)については 6

号墳出士遺物よりも若干古い要素を持つがTK217の

古い段階におさまるものと考えている。 20号墳石室

から出土している壺 (40-43)等はTK209の古い段

階と考え、周溝出土遺物の杯身(46)杯蓋 (47-48)

については器形は古い要素を持つか調整技法から T

K209の新しい段階と考える。 22号墳の石室埋士出

士の杯身(53)、杯蓋(49-52)は、 TK217の古い段階

と考えている。 23号墳石室出土の憩 (55)はTK209 

と考える。以上、平林古墳群の出土遺物の時期につ

いては、古いものでTK43、新しいものでTK217の

古い段階であると思われる。

4. 築造時期

当古墳群の築造順は、石室形態から考えると20号

墳が最も古く、次に 6・19・22号墳、そして 7・16

・23号墳となる。各古墳から出土した遺物の編年観

とは必ずしも一致していないが、追葬あるいは後世

の攪乱による混入等がその理由かと思われる。した

がって出土遺物の時期を各古墳の築造時期と考える

訳にはいかないが、平林古墳群としては 6世紀後半

から 7世紀前半にかけて築造されていったと考えて

よいであろう。

〔註〕

① 松阪市史編さん委員会『松阪市史 第二巻史料篇 考古』

松阪市 1987 

② 『日本歴史地名大系 第24巻 三重県の地名』平凡社

1983 

③ 註①に同じ

④ 津西高等学校教諭 磯部克氏の御教示による

⑤ 県下二例目の出土である。一例目は度会郡玉城町大仏山

古墳群出土のもので、現在神宮徴古館に所蔵されている。

なお全国的な出土例は、当古墳群を含めると 7例目である。

• 『三重考古図録』三重県教育委員会 1954 

• 『小俣町の遺跡』皇学館大学考古学研究会 1985 

・柴垣勇夫「特殊須恵器の器種と分布」『愛知県陶磁資料館

研究紀要6』愛知県陶磁資料館 1987 

・（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 京都府立山城

郷土資料館『発掘成果速報一昭和62年度の調杏から一』

京都府立山城郷土資料館 1988 

⑥ 註④に同じ

⑦ 田辺昭三『陶邑古窯址群I』平安学圏考古クラブ 1966 

なお遺物の編年観については奈良大学助手植野浩三氏より

御指導、御助言を賜った。
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ロ
回
転
時
計
廻
り

2
1
-
0
0
1
1
 

器
高
3
.
6
 
底
部
平
底

底
部
内
面
一
方
向
ナ
デ

灰
色

む

杯
ロ
径
(1
1)

良
好

13
 
9
号
墳
・
周
溝
須
恵
器

沈
線
2
本

ロ
ク
ロ
ナ
デ

青
灰
色
良
好

ロ
ク
ロ
回
転
逆
時
計
廻
り

2
1

~
0

0
1

2
 

器
高
一

自
然
釉



虫 2 0 | 2 炉 丑 i 誨 蓉 霊 斎 燎

|
 
15
4
ー

図
版
Ill 
j-
_ 
1也
，
点
器
柾
器
形
法
計
(
c
m
)
形
態
の
特
徴

成
形
・
調
繁
技
法
色
調

胎
t
焼
成

1廂
.}'
J ・
 

繁
理
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号
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号

U
径
(9
.6
)

砂
粒
を
含

14
 
16
号
墳
・
盛
土
須
恵
器
杯
身

た
ち
あ
か
り
は
低
く
内
傾

ロ
ク
ロ
ナ
テ

灰
色

並
2
1
-
0
0
1
4
 

器
高
ー

む

金
属
製

径
2
.
2

15
 

16
号
墳
•
玄
室

耳
環

銅
地
金
張
り

2
1
-
0
0
1
5
 

品
断
面
径
0
.
5

玄
室

ロ
径
1
2
.
2
底
部
平
底

粘
土
紐
つ
な
き
股

砂
粒
を
含

16
 
19
号
墳
・

土
師
器
椀

黄
杓
色

亜
2
1
-
0
0
3
2
 

No
.1
9 

器
高
4
.
7
 
口
緑
部
内
弯
、
端
部
は
丸
い

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
テ

む

玄
室

ロ
径
1
3
.
7

ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
料
を
含
、K尭
苔
II長
iし

17
 
19
号
墳
・

須
忠
器
杯
益

青
灰
色

ロ
ク
ロ
回
転
時
社
廻
り

2
1
-
0
0
2
4
 

N
o
 9
 

器
高
4
 1
 

天
井
部
ヘ
ラ
切
り
木
調
繁

む
自
然
釉

玄
奎

ロ
径
1
3
.
0

ロ
ク
ロ
ナ
デ

小
石
を
含

18
 
19
号
墳
・

須
恵
器
杯
蓋

明
青
灰
色

良
好

(1
9)
と
同
窯
か
？

2
1
-
0
0
2
8
 

N
o
J
4
 

器
高
4
.
5
 

犬
井
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
悠

む

玄
室

ロ
径
1
2
.
0

ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
粋
を
含

19
 
19
号
珀
．

須
忠
器
杯
身

た
ち
あ
か
り
は
低
く
内
傾

明
青
灰
色

自
然
釉
(1
8)
と
同
窯
か
？

2
1
-
0
0
2
9
 

No
.1
5 

器
高
4
 4
 

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
坪

む

玄
奎

ロ
径
1
1
.
8
た
ち
あ
か
り
は
低
く
内
傾

ロ
ク
ロ
ナ
テ

砂
粒
を
含

ロ
ク
ロ
回
転
逆
時
計
廻
り

20
 
19
号
翔
・

須
恵
器
杯
身

吉
灰
色

良
好

2
1
-
0
0
3
0
 

N
o
l
6
 

器
裔
5
 2
 
底
部
中
央
は
や
や
尖
り
気
味

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

む
(2
1)
と
同
窯
か
？

玄
宇

口
径
1
1
.
0
た
ち
あ
か
り
は
低
く
内
傾

ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
粒
を
含

ロ
ク
ロ
回
転
時
Jt
廻
り

21
 
19
号
れ
・

須
恵
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
繁
、
一
部
肯
灰
色

焼
き
脹
れ

2
1
-
0
0
2
0
 

No
. 
5
 

器
高
4
.
9
 
底
部
中
央
は
や
や
尖
る

ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

む
(2
0)
と
同
窯
か
？

玄
宇

ロ
径
1
1
.
5
有
益
知
脚
杯
部
の
た
ち
あ
か
り
は
ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
料
を
含

22
 
19
号
墳
・

須
恵
器
高
杯

杯
部
外
底
部
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
h
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
時
計
廻
り

2
1
-
0
0
1
9
 

No
. 
4
 

器
高
7
.
5
 
低
く
内
傾

内
底
部
乱
ナ
デ

む

ム;
--
至・・ 

ロ
径
11
.
2
 
有
盃
知
脚
杯
部
の
た
ち
あ
か
り
は
ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
料
を
含

23
 
19
号
堺
・

須
忠
器
高
杯

杯
部
外
底
部
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

青
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
国
転
時
計
廻
り

2
1
-
0
0
1
8
 

No
. 
3
 

器
高
7
.
9
 
低
く
内
傾

内
底
部
乱
ナ
テ

む

玄
室

口
径
1
0
.
9
有
蓋
知
脚
杯
部
の
た
ち
あ
が
り
は
ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
料
を
含

24
 
19
号
墳
・

須
忠
器
高
杯

杯
部
外
底
部
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

青
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
時
計
廻
り

21
~

()
()

23
 

No
. 
8
 

器
高
8
.
0
 
低
く
内
傾

内
底
部
乱
ナ
テ

む

玄
室

ロ
径
10
6
 
有
蓋
知
脚
杯
部
の
た
ち
あ
か
り
は
ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
粒
を
含

25
 
19
号
用
・

須
恵
器
高
杯

杯
部
外
底
部
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

青
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
枢
時
計
廻
り

2
1
-
0
0
1
7
 

No
. 
2
 

器
高
7
 8
 
低
く
内
傾

内
底
部
乱
ナ
テ
"

む

玄
室

U
径
11
0
 
有
蓋
知
脚
杯
部
の
た
ち
あ
か
り
は
ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
粒
を
含

26
 
19
号
墳
・

須
恵
器
高
杯

杯
部
外
底
部
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

青
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
時
叶
廻
り

2
1

~
0

0
2

7
 

N
o
J
3
 

器
高
8
 2
 
{l¥
くμ
、
H
問
i

む

玄
宇

口
径
11
.
2
 
有
蓋
知
脚
杯
部
の
た
ち
あ
か
り
は
ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
粒
を
含

27
 
19
号
墳
・

須
恵
器
高
杯

杯
部
外
底
部
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ

占
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
時
計
廻
り

2
1
-
0
0
2
1
 

No
. 
6
 

F伽
ぃ
一
閻
—
8
 2
 
低
く
内
傾

む
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砂
料
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2
8
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珀
．

須
恵
器
高
杯

杯
部
に
刺
突
文
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色

良
好

2
1

~
0

0
2
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 No
.1
1 

器
高
1
7
.
6
2
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向
脚
部
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沈
線

む

玄
室
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U
径
1
3
.
2

胴
部
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ロ
ケ
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リ

砂
料
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含

2
9
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号
墳
・

須
忠
器
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広
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内
灰
色
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好
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回
転
此
計
廻
り

2
1

~
0

0
2

5
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No
.1
8 

器
高
2
0
.
6

胴
部
上
半
カ
キ
メ

む

玄
室

ロ
径
7
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小
叩
環
状
の
把
手
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き
割
れ

3
0
 
19
号
墳
・

須
恵
器
提
瓶
器
高
1
5
.
9
u
緑
部
外
反

ロ
ク
ロ
ナ
デ

内
灰
色
良
好

2
1

~
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0
1

6
 

No
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1
 

胴
径
11
.
7
 
瑣
部
に
沈
線
2
本

自
然
釉

玄
屯

全
長
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以
上
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号
珀
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鉄
製
品
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断
血
0
.
5
X
断
面
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~
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7 
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 4
 

石
奎

LJ
径
―

32
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号
泊
・

土
師
器
高
杯

小
刑
脚
部
に
円
孔

明
机
褐
色
良
好

良
好

(3
7)
と
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し
胎
十
．

21
~

()
()

34
 

埋
土

器
高
ー

石
卒

U
径
(1
:,
)
Ll
緑
ラ
；
ハ
状

砂
料
を
含

3
3
 

19
号
柑
•

須
恵
器
趣

ロ
ク
ロ
ナ
デ

竹
灰
色

良
好
4ヽ
）＼

2
1
-
0
0
3
5
 

埋
土

器
高

北
線

む

石
宇
．

[1 
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(
1
3
.
0
)
た
ち
あ
か
り
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く
内
傾

ロ
ク
ロ
ナ
デ

小
石
を
含

3
4
 
19
号
墳
・

須
恵
器
杯
身

底
部
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ

陪
灯
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
[p]
他、
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廻
り

2
1

~
o

o
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坪
土

器
麻
4
.
4
 
底
部
乎
底

底
部
内
血
一
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ナ
テ

む

ロ
径
1
2
.
9
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£求
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U
緑
部
ヨ
コ
ナ
デ

3
5
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号
瑣
．
羨
追
土
帥
器
既

LI
緑
部
外
反
、
端
部
は
内
測
に
つ
ま
胴
部
外
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ハ
ケ
メ
、
内
面
ヘ
ラ
ケ
術
灰
色
叶
9

並
2
1
-
-
0
0
3
7
 

器
裔
1
3
.
7
み
上
げ
る

ス
リ
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径
(
1
2
)

3
6
 
19
号
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・
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直
須
忠
器
杯
晶

ロ
ク
ロ
ナ
デ

H;
'U
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色
良
好

良
好
4ヽ
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2
1
-
0
0
3
6
 

器
沿
j

~
 

「1
径
7
.
5
4ヽ
刑

3
7
 
19
号
培
・
周
溝
士
帥
群
高
杯

脚
部
l・
・
半
に
ハ
ケ
メ

明
訊
掲
色
良
好

良
好

(3
2)
と
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し
胎
L

2
1
-
0
0
3
9
 

器
高
5
.
7
 
脚
部
に
円
孔

L]
径
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8
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緑
部
外
反
、
端
部
は
内
側
に
つ
ま
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緑
部
ヨ
コ
ナ
テ

砂
料
を
合

3
8
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号
墳
.
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］
溝
十
．
帥
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甕

胴
部
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面
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メ
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8
c
m
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訊
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2
1
-
0
0
4
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器
高
ー
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げ
る

/
1
2
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む

玄
太
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径
1
4
.
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枷
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LI
緑
部
ヨ
コ
ナ
テ

細
砂
粒
を

底
部
に
K
さ
1
1
c
m
の
ヘ
ラ
晶
り

L
 

3
9
 
2
0
号
ホ
・
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器
甜．尽
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緑
部
外
反
、
嬬
部
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側
に
つ
ま

机
色

伯
2

1
~

0
0

4
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. 
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器
高
1
4
.
5
み
上
け
る

刷
部
外
面
ハ
ケ
メ

含
む

「

玄
宇

ロ
径
7
 ()
 
知
珀
壺

ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
料
を
含

4
0
 
2
0
号
瑣
．

須
恵
器
布

口
緑
部
は
知
く
[fJ
立
し
、
端
部
は
丸
1本
部
ド
半
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ
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青
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
但
l転
逆
防
叶
廻
り

2
1
-
0
0
4
3
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. 
3
 

器
高
8
.
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い
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部
は
肩
カ
サ
k
る

底
祁
内
面
乱
ナ
テ

む

玄
室

U
径
7
.
2
伯
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壺

ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
料
を
多
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号
墳
・

須
も
器
屯；

口
糸
吹
名
[
,
は
知
く
1/(
立
し
、
端
部
は
丸
底
部
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ

11;¥
占
I火
色

良
好

ロ
ク
ロ
[ti]
転
時
計
廻
り

21
~

()
()

44
 

No
. 
4
 

器
高
8
 3
 
し、

体
部
カ
キ
メ

く
含
む
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理
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号
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室
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径
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広
口
壺

ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
料
を
含
焼
苔
脹
れ

4
2
 
20
号
墳
・

須
恵
器
益_
L
 

口
緑
部
外
反

外
面
胴
部
上
半
カ
キ
メ
、
ド
半
夕
青
灰
色

2
1

~
0

0
4

2
 

No
. 
2
 

器
高
1
8
.
6
体
部
は
比
較
的
K
ぃ

タ
キ
メ
。
内
底
部
「
口
］
心
円

む
自
然
釉

玄
宇

ロ
径
8
.
2
 
底
部
は
ギ
底
風

ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
料
を
含

4
3
 
20
号
墳
・

須
恵
器
壺

体
部
は
徳
外
利
形

青
灰
色

良
好

2
1
-
0
0
4
5
 

N
o
 5
 

器
高
17
.9
口
緑
部
反

体
部
ト
ー
半
カ
キ
メ

む

玄
宕

ロ
径
6
.
6
 
小
刑

ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
料
を
含
北
尭
ぎ
胄
lj
れ

4
4
 
20
号
項
・

須
恵
器
提
瓶

ロ
縁
部
は
外
反

明
青
灰
色

ロ
ク
ロ
回
転
時
計
l司
り

2
1
-
0
0
4
6
 

No
. 
6
 

器
高
14
.5
環
状
の
把
手

体
部
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

む
自
然
釉

玄
宇

長
さ
(1
4)

4
5
 
20
号
培
・

鉄
製
品
刀
f
幅
1.
6 

2
1
-
0
0
4
7
 

No
. 
7
 

厚
さ
0
.
6
 

ロ
f至
(1
3.
0)

オ
リ
ー
ブ

4
6
 
20
号
瑣
・
周
溝
須
恵
器
杯
蓋

ロ
ク
ロ
ナ
デ

良
好

良
好
4ヽ
!',

2
1
-
0
0
5
0
 

器
裔

灰
色

ロ
径
12
.6

ロ
ク
ロ
ナ
デ

オ
リ
ー
ブ
砂
杜
を
含

4
7
 
20
号
墳
・
周
溝
須
恵
器
杯
蓋

ロ
縁
端
部
の
内
側
に
面
を
持
つ

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
時
計
廻
り

2
1
-
0
0
4
9
 

器
高
4
 6
 

天
井
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
東
各

灰
色

む

[J
径
(1
2.
4)
た
ち
あ
が
り
は
低
く
内
傾

ロ
ク
ロ
ナ
デ

良
好

4
8
 

20
号
墳
•
固
溝
須
恵
器
杯
身

灰
色

良
好

2
1
-
0
0
4
8
 

器
高
(5
.1
) 
や
や
深
い

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

自
然
釉

ロ
径
1
1
.
6

ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
料
を
含
や
や
軟
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22
号
墳
•
玄
室
須
恵
器
杯
蓋

や
や
深
い

天
井
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
梓
、
一
部
灰
白
色

ロ
ク
ロ
回
転
時
Jt
廻
り

2
1
-
0
0
5
1
 

器
高
4
.
5
 

ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

む
焼
き
脹
れ

ロ
径
(1
1.
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

砂
料
を
含

5
0
 

22
号
墳
•
石
室
須
恵
器
杯
蓋

や
や
深
い

天
井
部
に
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
か
み
ら
青
灰
色

良
好

2
1
-
0
0
5
6
 

器
高

れ
る

む

ロ
径
(1
2
.8
) 

砂
粒
を
含

51
 

22
号
墳
•
石
室
須
恵
器
杯
蓋

ロ
ク
ロ
ナ
デ

灰
白
色

や
や
軟

2
1
-
0
0
5
5
 

器
高
ー

む

ロ
径
(1
3
.8
) 

砂
粒
を
含

52
 

22
号
墳
•
石
室
須
恵
器
杯
蓋

ロ
ク
ロ
ナ
デ

肯
灰
色

良
好

(5
3)
と
同
窯
で
、
セ
ノ
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よこお

VI. 松阪市岡山町 札t届虹甘胡H詳 (22)

1 . はじめに

横尾古墳群は松阪市岡山町字横尾に所在し、標高

757mの堀坂山東麓にひろがる丘陵地の一支脈（標

高90-120m)に位置している。立地的には東南にの

びる尾根の西南斜面に築造されている古墳である。

同じ尾根上の西北には昭和60・61年度において 3次

にわたって発掘調査を実施した横尾中世墓群か隣接

しているところである。その中世墓群からは数百基

にのはる配石墓群、上拡墓群、火葬穴群か検出され、

その規模もさることながら、内容的にも全国の注目

をあびた遺跡である。

さて、この古墳群は昭和60年7月から開始した西

野墳墓群（後に中世墓遺跡としての横尾墳墓群と古

墳としての横尾古墳群に各々分離し名称変更した。）

発掘調査の継続事業としての第 4次調在として実施

した形をとっており、その調査対象面積は 2,500m'

で昭和61年 5月31日から開始し、同年12月5日に終

了した。この調査は三重県教育委員会が主体となり、

同事務局文化課文化財第二係が担当して実施したと

ころである。なお、松阪市遺跡番号73の横尾古墳

（円墳）は当古墳群の 4号墳にあたる。

2 . 古墳群の概要

当古墳群は中世墓群が続く尾根上の平田地南側の 緩斜面に立地し、標高95-105mの範囲に築造され
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ている。今回の調査で検出された古墳は 4基で、北

側に 1号墳（円墳）と 2号墳（方墳）が数mの間隔

で並ぶように、またその南には浅い谷筋をはさんで

50mのところに 3号墳（方墳）と 4号墳（円墳）か

約20m間隔で築かれている。あたかも円墳と方墳が

セットとなっている状況を呈している。

以下、各古墳ごとにその概要を記述してゆきたい。

(1) 1号墳

A. 墳形

円墳形態で、墳丘の直径は約10m、高さ 1.2mで、

やや南北に長円形となる。墳丘上方と両側に半円状

に周溝がめぐる。

B. 埋葬施設

南に開口する右片袖式の横穴式石室で、天井石は

玄室中央やや奥壁寄りの一石をはゞ原位置でとどめ

る他は、墳丘斜面に転石していた。玄室は幅 1.4m、

長さ 3.2m、高さ 2.2mで、羨道部をふくめた石室

全長は 7.5mである。石室の石材は基底石として比

較的大きな石を横長に据え、その上からは大小の不

揃いの石を乱石積みしている。特に西側壁に顕著に

認められるが、床面から約1.lmのラインで石面を合

わせたような構築段階が窺える。また、玄室と羨道

部の境は両壁ともに高さ 0.8m余の石を立てかけて

袖石としている。両側壁の石積みの持ち送りはかな

り急で天井石の残存しているところでの側壁頂点の

幅は30cmと非常に狭い。

玄室の埋葬面は地山上に薄く置土して堅く叩きし

めている．丘陵斜面に築造しているためか、玄室部

分は地山を約 2m掘り下げ、羨道部は客土をして盛

り上げ、埋葬面をはぼ水平に仕上げている。

玄室、羨道ともに排水溝などの施設はみられない。

C. 遺物

かなりの盗掘をうけており、出土遺物は非常に少

ない。また、石室内部は攪乱されている様子で、し

たがって原位置を保っているものはないと考えられ

る。玄室部の埋士からは須恵器杯身 (2・3) ・ 

台付長頸壺 (5) と土師器甕 (7)、及び耳環 (8)

が 1点、また羨道の埋土からは須恵器杯身 (1)が

出土している。 (4)の須恵器杯身は墳丘埋土から

である。須恵器杯身の口径は 9-11cmの小ぶりの杯

で底部はヘラ切り後未調整のままである。耳環は銅

芯金箔貼りである。なお、士師器把手付鍋 (6)に

は煤の付着が全くみとめられず、実用されたものと

は思えない。

(2) 2号墳

A. 墳形

方墳であり、その墳丘の一辺は 7.2mX7.0mで

ほぼ正方形に近いかやや南辺に向かってひろかって

いる。墳丘の残存高は約 0.8mである。墳頂は全体

に土砂流失、あるいは後世の削平を受けていると考

えられるが、現状は平坦な形状を呈する。

墳丘裾部の両側方と下方には外護列石が明確にみ

られる。人頭大の自然石を 3段前後積み上げて墳丘

裾部を保護している。これは当然のことながら同時

に墓域の設定をかねて構築しているものと思われる。

斜面の高所の一辺は列石も完全に巡っておらず不徹

底であり、当墳が南側に意識して造られたことがわ

かる。

B. 埋葬施設

2号墳に伴う主体部については、石室形態ではな

く、木棺直葬を推定してその検出に努めたが、墓拉

掘形、棺痕跡等の検出はできなかった。

しかし、 C. 出土遺物の頃にも触れるように、須

恵器杯・蓋がセットになって並んだ状態で、墳丘中

央や、南寄りで出士している。この出土状況（第113

図）は明らかに人為的な、いわば供膳状況を意識し

たものと考えられる。主体部施設と共に、覆土（盛

土）がはとんど流失したものの、副葬品の一部とし

て残ったものか、あるいは別の墳丘上墓前祭祀の一

形態を示すものなのかはここでは決定しかねるので

ある。

c. 出土遺物
当古墳での出土遺物としては墳頂部の現地表下数

cmのところで須恵器杯身 (14-18) と杯蓋 (9-13) 

が完全にセットとなってほぼ2列状態で出土したに

とどまる。杯身の口径は 8-9 cm内外、杯蓋は 9-

12cm内外と小ぶりの杯ばかりである。形態、技法的

にもよく似かよっており、杯蓋の天井部は (11)を

除きロクロケズリの痕を残し、また杯身の底部はい

ずれもヘラ切り後未調整のままである。
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(3) 3号墳

A. 墳形

2号墳と同様の方墳で、墳丘の一辺は7.8mX7.5

mでほぼ正方形に近く、残存の墳丘高は1.0mである。

南辺がやや長く、わずかに両側辺が南にひろがって

いる。周溝は認められなかった。

外護列石は 2号墳同様に墳丘裾部の両側方と下方

に明確に認められるか、高所側の一辺のそれは 2号

墳同様に列石は完全に巡っていない。そして、あき

らかに斜面の低い側の南西側を特に強く意識してつ

くられたものと考えられる。石積みは人頭大の自然

石を要所に小石を混じえなから 3-5段前後積み上

げている

B. 埋葬施設

2号墳同様に、内部主体としては石室ではなく、

木棺直葬を推定してその主体部の検出に努めたが墓

琺掘形、棺痕跡等は検出できなかった。

しかし、 2号墳とはや>状況か異なるか、墳頂部

で遺物が集中している点もみられることより、当墳

も主体部の大半か流失したものと考えられる。

c. 遺物
墳丘の表土を剥いでゆく段階でその中より、須恵

器杯蓋 (19-22) ・ 杯身 (24-30) ・ 無蓋高杯(23)

や士師器甕 (31) ・ 鍋 (33)、及び耳環 (32)が出

土している。これらの出土遺物のうち、 (19)、

(20)、 (21)、 (23)は2号墳と同じように墳頂

部の現地表下数cmのところでかたまって出土してい

る。

(4) 4号墳

A. 墳形

円墳形態で、墳丘の匝径は約10m余でやや南北に

長い。残存の墳丘高は約 1mある。墳丘上方と両側

の約北半は周溝が巡るが低所の正面まではまわらな

vヽ
゜
B. 埋葬施設

南に開口する右片袖式の横穴式石室である。玄室

の規模は幅 1.6m、長さ 3.5m、残存高 2.lmで、

羨道部をふくめた石室全長は7.25mである。天井石

は奥壁にかかる一石以外は付近に散在しており、盗

掘の跡を窺わせる。石材は全体に 1号墳より大きい

自然石を利用しており、基底石としては横長に石を

据え置ぎ、玄室ではその上から 5-6段の石が積ま

れていた。側壁の石積の持ち送りは 1号墳ほど急で

はない。また、玄室と羨道部の境は長さ0.85m余の

石を縦長にたてて袖石としている。埋葬面は凹凸の

あるところに薄く置土をしてかためている。

埋葬面から約30cm上方の埋土からは中世の土師器

鍋等が出土しており、この時期にはすでに当古墳が

開口していたことがわかる。

C. 遺物

遺物の出土位罹は (44)の須恵器杯身を除いては、

玄室東奥壁寄りと羨道部に分けられる。前者では、

土師器椀 (34-38)、須恵器杯蓋 (39-42) ・ 杯身

(45-48) ・提瓶 (50)が出土しており、後者では

土師器甕 (51・52) ・甑 (53・57)、須恵器杯蓋（

(43・54)・ 台付長頸壺 (49) と耳環 (58)等か出

土している。

なお、玄室のはぼ中央西寄りでは須恵器杯身 (44)

が検出された。

特に、羨道部の西壁に沿って北から士師器甑 (57・

53) ・ 長胴甕 (52) ・ 球胴甕 (51) といういわば日

常炊飯具か倒置した状態で並べられている。 (52)の

長胴甕の体部外面下半には煤の付着かみられるが、

他には認められず、羨道部におけるなんらかの祭祀

事例とも考えられる。また、当石室内では埋葬面か

ら約30cmのところでかなりの最の中世土器を検出し

た。土師器小皿(68-71)、土師器鍋(72-75・76)、

茶釜形壺(78)がその主なもので、江戸時代の鋳造貨

幣である寛永通宝(77)も1点出土している。小皿の

ロ径は 7-8 cmのものと10cm内外のものの 2種に分

けられるが、調整技法としてはいずれも内面はナデ

調整で、外面は基本的に未調整である。器壁は極め

て薄く、色調は白っばい褐色を呈するものてある。

鍋は短い口縁部の端部を上方につまみあげた形態

のもので、体部は扁平球状を呈する形式である。

これらの土師器の年代はおそらく 15世紀末から16

世紀代に入るものと考えられる。
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(1) 地形と立地

当古墳群は位置的には松阪市西部域に属する標高

757mの堀坂山から東麓にのびる丘陵地の一支脈に

位置している。そして、その支脈は北西から南東方

向に、平野部に突き出した形を呈し、 1-4号墳は

標高95-105m前後の南側の緩斜面に立地している。

今回の調在区に見る限り 4基より構成される。そ

して、北より 1号墳（円墳で横穴式石室）と 2号墳

（外護列石をめぐらす方墳で木棺直葬か）か、言わ

ば円墳と方墳かちょうど対になったような形で、ま

た、その南には浅い谷を一つ隔てて、 3号墳（外護

列石をめぐらす方墳で木棺直葬か）と 4号墳（円墳

で横穴式石室か）が同様な形で立地・築造されてい

る。

これら 4基の古墳か位罹する北側の丘陵尾根一帯

は、昭和60年度に発掘調査を実施した中世の一大墓

地群としての横尾墳墓群か占有しているところであ

る。そしてその調在においても、古墳時代の須恵器

等か少量検出されており、中世墓造営時に当古墳群

の一部か破壊された可能性は十分考えられるか、今

回の調壺結果の在り方からみても、長期間にわたっ

て多数の古墳が一定地域に順次築造された結果（形）

としての所謂、群集墳として位置づけられるもので

はないであろう。

古墳群の位置するこの丘陵の西側には尾根筋に平

行するかのような細い谷水田か走る。横穴式石室は

1・4号墳ともほぼ南に開口し、また、外護列石を

めぐらす 2・3号墳も、その正面観は南方向を意識

して築かれている。これは、地形立地上の影響とも

考えられるか、南に広かる平野部（松阪市岡山町～

西野町）を見下ろし、意識した所産とも考えられよ

゜
、つ

(2) 埋葬施設について

A. 1号墳.4号墳（横穴式石室）について

両者の古墳は基本的に墳形か円形プランであり、

内部主体として横穴式石室をもち、且つ羨道にむか

つて右に袖をもつ片袖式石室であるという点では共

通している。

その石室構造についてであるが、 2号墳玄室の平

面プランに幅にして20cm余、長さにして30cm余、 1

号墳のそれよりも規模か大きい゜いずれも平面プラ

ンは幅に比べて長さが長大化した長方形を呈するか、

2号墳玄室は両側壁中央部か外方へやや張り出した

胴張り形態を呈する。ちなみに、玄室幅指数（
玄室輻

玄室長

X 100)は 1号墳で44、4号墳で46である。また、羨

羨道幅
道幅指数( X 100) は前者で68、後者で79であ

玄室幅

る。そして、羨道部の長さは両者ともに玄室の長さ

を上回つている。

次に、石室両壁の石材の積み方については、石材

を横位に 6-7段積み上げることを基本とし、玄室

と羨道部の境には 0.8m余の石材を縦長に立てかけ

て袖石としている。また、壁面の持ち送りについて

は4号墳はさはど認められないか、 1号墳について

天井部内側幅か非常に狭くなり、かなり急な持ち送

りかみられるのである。

以上、 1・4号墳の石室構造について少々ふれた

か、その石室のプラン、構造等を畿内における横穴
① 

式室の型式分類にあてはめれば、その時期は古くて

ても第III型式 (6世紀後半）以降、ないし第VI型式

(7世紀前半）の石室形態であることかわかる。し

かし、前述した 1号墳の石室壁面の持ち送りはきわ

めて顕著である点は、横穴式石室の中でも比較的新

しい時期の一般的特徴（傾向）とは合致していない。

これを単に石室に使う石材の問題（材質や石の大き

さ等）と見るのか、石室エ人集団、あるいは被葬者

の地域性（特殊性）等の表出とみるかはもう少し検

討を待ちたいと思う。

B. 2・3号墳について

両者の古墳は方形プランを呈し、外護列石を巡ら

すという点で共通している。規模的にはいずれも一

辺7m代であるか、やや 3号墳の方か大きい。残存

高は 0.8~1 m余で、内部主体としては木棺直葬を

想定して発堀調査を進めたか、いずれも墓址堀形、

棺痕跡等は検出できなかつた。
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しかし、 2号墳においては前述したように墳頂部

の表土下わずか数cmのところで須恵器杯・蓋かセツ

トになつて並んで検出され、また 3号墳でも須恵器

杯・蓋、土師器甕、耳環等かある程度かたまって出

土している。

このような遺物の出上状況を主体部の流失に伴つ

てたまたま残存した遺物と見るのか、別の意味（墳

丘上第前祭祀等）をもつものなのか等の判断は今回

の調在と資料からは速断できないのである。

(3) 築造時期について

1 -4号墳の築造時期については、各古墳からの

出土遺物、特に須恵器の編年（年代観）に依るとこ

ろか大きい。

1号墳石室からの出土は数少ないか、口径10cm余

の杯・盗形態か逆転する小ぶりの杯 (1-4)は陶
② 

邑編年のTK217刑式頃に比定され、 7世紀中葉と

名えられ、当墳築造期の一点をおさえることかでぎ

る。 2号瑣については、ほぼ同形態、同即式の須恵

器杯• 益 (9-18)か検出されており、 1号墳出土

の須恵器と相似た時期 (TK217刑式）のものと考

えられる。

3号墳出土逝物には須恵器杯蓋 (19-22)、杯身

(24-30)、高杯 (23)があるが、その型式は先のT

K217叩式の範疇におさまるものであるか、かえり

をもつ宝珠つまみ付の蓋形態も見られない点等から

みると、217即式でも古相 (7世紀前葉）に位罹づけ

られそうである。

つぎに 4号墳であるが、当古墳群中では最も遺物

出土贔か多い。須恵器について概観すると、他の古

墳にくらべるとやや時期幅か窺える。口径10cm余の

小ぶりの杯・蓋をその主流とするか、蓋形態につい

ては (54・55)のように宝珠状（乳頭状）つまみが

付き、口緑部以上にかえり部か垂下する蓋も出上し

ている。また、一方では偏平な宝珠つまみが付き、

口緑部のかえりの消失し、端部か短く垂下する形態

の蓋 (60-64) も出土している。

これらの須恵器を概観すれば、 4号墳出土須恵器

は、時期的にはTK217型式古相(7世紀前葉） -T  

K46・48型式 (7世紀中頃～後葉）、及びMT21刑

式 (8世紀初頭頃）までの時期幅に属するものと考

-192 -

えられる。したかって 4号墳については何回かの追

葬か推定されるのである。

以上まとめると、各古墳の須恵器よりみる築造年

代はいずれも 7世紀前葉～中頃（須恵器編年でいう

T K217型式頃）と考えられ、各古墳の築造時期差は

さはどないものと判断でぎる。

(4) おわりに

以上、各古墳の石室構造、築造時期等に触れたか、

か、今後の検討課題の意味をも含め、 2点はどおわ

りに概述しておきたい。

その 1つは、 4号墳の遺物項にも述べたように羨

道部西壁に沿って、土師器（甑• 長胴甕•球胴甕）

か並沼されていた事実についてである。

おそらくは墓前炊飯にかかる祭祀の慈味合いを推

定できるか、その形態（在り方）を示唆する事例とし

て今後の類例を待ちたい。

2つ目は当古墳（いわば終末期に属する古墳群）

と古代寺院造営との時代的関わりの有無等について

である。当古墳群から南西に約 1.5kmのところには

白鳳時代から奈良前期の寺院跡（丹生寺廃寺）か知

られている。いわば被葬者の性格、またその経済・

社会的背景の中で、再度当古墳群の位罹（性格）付

けを検討しなくてはならないと思われるが、以上若

干の問題提起を兼ねて、結語としたい。

（新田洋）

〔註〕

① 白石太一郎「畿内の後期大型群集墳に関する一試考」『古

代学研究42・43合併号』(1966・ 古代学研究会」

② 田辺昭三『陶邑古窯址群 I』平安学圏考古クラブ (1966)
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底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
繁

淡
灰
色

良
好
（
並
）

2
2
-
8
1
0
4
 

埋
土

器
高
3
.
6
 
は
ヘ
ラ
切
り
時
の
段
残
す

含
む

1/
2
残

1
号
Jf
t.
培
I了

ロ
径
(1
0.
5)
口
縁
部
は
や
や
内
弯
し
て
立
ち
十
か

砂
和
少
鼠

4
 

須
恵
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
木
調
柁

白
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
lrl
転
逆
廻
リ

2
2
-
8
1
0
7
 

北
セ
ク
シ
ョ
ン

器
高
3.
1 
る

含
む

台
付
に
ロ
径
9
 5
 

砂
料
多
く

5
 

1
号
墳
•
イ
i杢
須
恵
器

体
部
（
訂
ド
）
に
櫛
揺
Iき
列
，
＇
凡
文

桐
部
約
半
分
は
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ
淡
訊
灰
色

良
好
（
並
）
ロ
ク
ロ
回
転
lilil
廻
り

2
2

~
s1

0
1

 
珀
壺
器
高
28
.1

含
む

把
手
付
口
径
39
0
 
偏
平
球
状
の
体
部
か
ら
、
口
緑
部
は
体
部
外
面
は
ハ
ケ
メ
、
底
部
近
く

砂
料
少
届

煤
の
付
杓
な
ど
兄
ら
れ
す
、
実
用

6
 
1
号
瑣

土
師
器

ヘ
ラ
ケ
ス
リ
浪
.
j本
部
内
面
上
半
淡
黄
褐
色

良
好

2
2
-
8
1
0
8
 

鍋
器
高
24
0
 
く
の
字
に
外
反

は
ハ
ケ
メ
、
下
半
は
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

A占
~t
、

さ
れ
た
感
し
は
な
い

1
号
培
・
イ
i主

ロ
径
16
.6
球
状
の
体
部
か
ら
、
U
緑
部
は
く
の
イ
本
部
外
面
は
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
テ
・

7
 

土
帥
器
甕

字
に
知
く
外
反
し
、
端
部
は
外
力
に
体
部
内
面
上
i'
は
ハ
ケ
メ
、
下
半
淡
訊
褐
色
粘
緻

や
や
軟
弱
外
[(I
J
底
部
に
、
煤
か
付
ふ

2
2
-
8
1
0
6
 

埋
十
-

甘芯
r::i
2
3
.
6
 
面
を
つ
く
る

は
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

金
銅
製

外
径
1.
8 

銅
心
に
金
箔
貼
リ
・
断
廂
は
佑
円

8
 

1
号
瑣
•
石
卒

金
色

2
2
-
8
1
0
5
 

耳
環

-
2
.
0
 

形

ロ
径
9
.
8
 
1ヽ
：
珠
つ
ま
み
・
か
え
り
は
知
<
f
方

細
砂
料
少

ロ
ク
ロ
回
虹
/llt't
廻
り
・
内
面
中
央

，
 2号
瑣
．
瑣
I↑
III 
須
忠
器
杯
盈

犬
井
部
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ

賂
占
灰
色

良
好

2
2
-
8
2
0
5
 

器
高
3
 .1
 
に
の
び
る

・,廿
-t,_
ヘ占
む

に
仕
上
け
ナ
テ

ロ
径
9
.
R
 

砂
料
や
や

ロ
ク
ロ
回
転
lilfl
廻
り
・
内
由
中
央

10
 
2
号
珀
・
培
丘
III
須
恵
器
杯
益

孔
珀
状
つ
ま
み
・
大
井
部
は
'f
Jll
 
犬
井
部
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ

淡
占
灰
色

良
好

に
強
い
一
方
向
の
ff
・
ト
け
ナ
テ
・
2
2
-
8
2
0
7
 

器
高
2
.
8
 

多
く
含
む

焼
成
時
の
ひ
す
み
か
大
き
い

[J
径
1(
)
2
 

犬
井
部
凹
凸
多
い
（
ロ
ク
ロ
ケ
ス

砂
料
や
や

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り
・
内
曲
中
央

11
 
2
号
墳
・
墳
,
,
][[
 
瑣
忠
器
杯
品

乳
叫
状
つ
ま
み

淡
占
I火
色

良
好

に
強
い
一
方
向
の
仕
卜
け
ナ
テ
・
2
2
-
8
2
0
9
 

器
高
2.
9 

リ
般
見
ら
れ
な
い
。
）

多
く
含
む

重
ね
焼
き
般
あ
り

ロ
径
12
.5

砂
料
や
や

ロ
ク
ロ
国
転
順
廻
り
・
内
血
中
央

12
 
2
号
珀
・
瑣
l,
II
I
須
忠
器
杯
船

宝
珠
つ
ま
み

火
井
部
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ

賠
t'i
灰
色

良
好

2
2

~
s2

0
1

 
器
高
3.
2 

多
く
含
む

に
一
方
向
の
仕
I_
け
ナ
テ

L
l
3
 

r1
径
9
.
5

frJ;
 床
:,
・
1
i
 

ロ
ク
ロ
皿

~i
li

l(
l廻
り
・
内
血
中
央

2
号
珀
•
泊
ti
II
I
須
忠
器
杯
益

宝
珠
つ
ま
み

犬
井
部
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ

占
灰
色
料
多
く
含
良
好

2
2
-
8
2
0
3
 

器
高
3.
1 

む
に
ー
）
ii
月
の
仕
上
け
ナ
デ
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図
版
出
土
地
点
器
種
器
形
法
雇
(c
m)
形
態
の
特
徴

成
形
・
調
悠
技
法
色
調
胎
七
焼
成

価
考

整
理
番
り

番
号

U
径
8
9
 
ロ
緑
部
は
や
や
外
傾
し
て
立
ち
上
か

砂
粒
多
く

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り
・
内
[/ii
中
央

14
 
2
号
墳
・
梢
丘
III
須
恵
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
繋

肖
灰
色

良
好
（
並
）

2
2

~
s2

0
5

 
器
高
3
.
5
 
り
、
端
部
は
尖
る

含
む

に
一
方
向
の
仕
上
げ
ナ
デ

ロ
径
9.
1 

砂
粒
少
贔

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り
・
内
面
中
央

15
 
2
号
瑣
．
墳
丘
III
須
忠
器
杯
身

口
緑
端
部
は
内
側
に
面
を
つ
く
る
底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
繁

古
灰
色

良
好

2
2

~
s2

o
s 

器
高
3.
2 

含
む

に
一
方
向
の
仕
上
げ
ナ
テ

［
］
径
8
.
7
ロ
縁
部
は
や
や
外
反
し
て
立
ち
上
か

砂
粒
.
/Jヽ

16
 
2
号
墳
・
墳
丘
III
須
恵
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

渇
灰
色

良
好

内
面
中
央
に
一
方
向
の
ナ
デ

2
2
-
8
2
1
0
 

器
高
3.
9 
り
、
端
部
は
丸
く
お
さ
ま
る

石
含
む

[J
径
9.
1
口
緑
部
は
は
は
垂
面
に
立
ち
上
か
り
、

砂
料
微
量

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り
・
内
面
中
央

17
 

2
号
瑣
•
墳
丘
III
須
恵
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
格

青
灰
色

良
好

2
2
-
8
2
0
2
 

器
高
2.
9 
端
部
は
丸
く
お
さ
ま
る

含
む

に
一
方
向
の
仕
上
げ
ナ
デ

ロ
径
9.
1 
口
緑
部
は
外
傾
し
て
の
び
、
端
部
は

砂
粒
•
石

ロ
ク
ロ
回
転
逆
廻
り
・
内
面
中
央

18
 
2
号
培
・
墳
fr
.I
ll
須
恵
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

青
灰
色
粒
多
く
含
良
好

2
2
-
8
2
0
4
 

器
高
3
.
6
 
丸
く
お
さ
ま
る

む
に
一
方
向
の
強
い
ナ
デ

3
号
墳
・
墳
丘
Ill

ロ
径
1
0
.
0

砂
粒
少
量

19
 

須
恵
器
杯
盗

ロ
縁
部
は
、
や
や
外
向
き
に
の
び
る
天
井
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

淡
黄
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り

2
2
-
8
3
0
1
 

M
8
0
 

器
高
3
.
2
 

含
む

3
号
瑣
．
墳
丘
Ill

ロ
径
(1
0.
0)

砂
粒
少
量

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り
•
内
面
中
央

20
 

須
恵
器
杯
器

天
井
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

青
灰
色

良
好

2
2
-
8
3
0
3
 

M
8
0
 

器
高
3
.
0
 

含
む

に
一
方
向
の
ナ
デ

3
号
墳
・
墳
fr
II
I

ロ
径
(1
6.
0)

細
砂
粒
少

21
 

須
恵
器
杯
蓋

天
井
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

淡
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り

2
2
-
8
3
0
4
 

M
8
0
 

器
高
(3
.7
)

量
含
む

3
号
墳
・
墳
丘
III

ロ
径
10
.6

天
井
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整
•
口
縁

細
砂
粒
少

ロ
ク
ロ
回
転
逆
廻
り
・
内
面
中
央

22
 

須
恵
器
杯
蓋

天
井
部
平
坦
面
を
の
こ
す

部
内
面
に
ヘ
ラ
の
ア
タ
リ
痕
か
つ
晴
青
灰
色

良
好

2
2
-
8
3
0
2
 

M
8
0
 

器
高
3
.
3
 

＜
 

量
含
む

に
一
方
向
の
ナ
デ

3
号
墳
・
墳
丘
Ill

無
蓋
高
ロ
径
9
 .4
 
杯
部
の
口
縁
部
は
内
弯
気
味
に
立
ち
全
体
を
ロ
ク
ロ
ナ
テ
調
整
す
る
が
、

細
砂
粒
少

23
 

須
恵
器

上
か
る
・
杯
部
底
面
と
の
境
に
鋭
い
杯
部
底
面
は
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
痕
の
晴
青
灰
色

良
好

2
2
-
8
3
0
9
 

M
8
0
 

杯
器
高
7.
8 

稜
を
も
つ
•
脚
部
に
2
条
の
沈
線
こ
る

早
里
ヘ占
む

3
号
墳
・
墳
丘
Ill

ロ
径
9
 8
 
立
ち
上
が
り
は
器
控
厚
く
、
知
く
立

砂
粒
•
石

24
 

須
恵
器
杯
身

つ
・
受
部
は
水
平
に
短
く
の
び
、
丸
底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

灰
色

粒
少
最
含
良
好

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り

2
2

~
8

3
0

7
 

M
8
0
 

器
高
3
.
3
 
く
お
さ
ま
る

む

3
号
墳
・
墳
丘
Ill

ロ
径
11
.4

石
粒
少
量

25
 

須
恵
器
杯
身

ロ
縁
部
は
短
く
斜
め
内
側
に
の
び
る
底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

淡
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り

2
2
-
8
3
0
8
 

M
8
0
 

器
高
2.
7 

含
む

3
号
墳
・
墳
丘
III

ロ
径
(9
.8
)

砂
粒
少
量

ロ
ク
ロ
回
転
逆
廻
り
•
内
面
中
央

26
 

須
恵
器
杯
身

ロ
縁
部
は
知
く
斜
め
内
側
に
の
び
る
底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

淡
灰
色

良
好

2
2
-
8
3
1
0
 

M
S
O
 

器
高
3
.
8
 

含
む

に
乱
ナ
デ

口
径
(1
1.
4)

砂
粒
少
量

27
 
3
号
墳
・
墳
丘
須
恵
器
杯
身

口
緑
部
は
知
く
斜
め
内
側
に
の
び
る
底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

淡
灰
色

良
好

2
2

~
8

4
4

1
 

器
高
3
.
3
 

含
む
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図
版
出
t
地
、
9位
器
種
器
形
法
星
(
c
m
)
形
態
の
特
徴

成
形
・
調
整
技
法
色
調
胎
土
焼
成

備
考

梓
理
番
号

番
号

3
号
閉
・
墳
I「
III

ロ
径
(1
0.
2)
口
緑
部
の
立
ち
上
が
り
は
針
め
内
方

砂
粒
多
く

28
 

須
恵
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

淡
黄
灰
色

良
好

内
面
中
央
部
は
乱
ナ
テ

2
2
-
8
3
1
1
 

M
8
0
 

器
高
3
.
4
 
に
の
び
る

含
む

3
号
瑣
．
墳
fr
II
I

ロ
径
(9
.8
)
ロ
縁
部
の
立
ち
L
か
り
は
、
糾
め
内

細
砂
粒
少

29
 

須
恵
器
杯
身

灰
色

良
好

2
2
-
8
3
1
2
 

M
S
O
 

器
高
一
}j
に
シ
ャ
ー
プ
に
の
び
る

耐
含
む

3
号
閉
・
用
丘
III

ロ
径
(1
0
2
)
 

細
砂
粒
少

3
0
 

須
恵
器
杯
身

淡
黄
灰
色

良
好

2
2
-
8
3
1
3
 

M
8
0
 

器
高
-

坦r
ゴ．
ヘ召
む

3
号
培
・
瑣
丘
III

U
径
(1
0.
4)
口
緑
部
は
丸
み
を
も
っ
て
知
く
立
ち
ロ
緑
部
内
外
面
ヨ
コ
ナ
テ
・
体
部

砂
料
多
く

31
 

七
師
器
甕

上
か
り
、
端
部
は
や
や
受
口
状
と
な

淡
茶
褐
色

良
好

器
面
の
I刹
耗
は
け
し
い

2
2

~
8

3
0

6
 

M
8
0
 

器
高
ー
り
、
尖
る

内
面
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

含
む

3
号
墳
・
墳
丘
中
金
銅
製

外
径
2
 .1
 

32
 

余
色

鋼
芯
に
金
箔
貼
リ
・
断
面
柘
円
形
2
2
-
-
8
3
1
4
 

央
（
盛
土
）
耳
環

-
2
.
2
 

3
号
坑
・
瑣
丘
右

ロ
f径
(2
9
2
)
 

ロ
緑
部
内
外
面
ヨ
コ
ナ
テ
・
イ
本
部

33
 

土
師
器
鍋

把
手
付
鍋
形
態
と
名
え
ら
れ
る

淡
貨
褐
色
粘
良

や
や
軟
1/
6
残
(
「
l
緑
部
～
体
部
上
半
）

2
2

~
s3

o
s 

ド
表
採

器
麻

—
 

内
外
面
ハ
ケ
メ

ロ
径
10
.1
 

粘
上
紐
巻
き
上
け
・
ロ
緑
部
内
外
淡
筑
褐
色

砂
料
•
金

34
 

4
号
瑣
•
玄
宇
」
：
師
器
椀

虚
母
片
含
や
や
載
2
/
3
残

2
2

~
8

4
0

3
 

器
裔
3
.
8
 

面
ヨ
コ
ナ
テ

い
蜀
肌
色
）
む

ロ
径
9
 6
 

口
縁
部
内
外
部
面
ヨ
コ
ナ
テ
・
内
面

35
 
4
号
J:ft・
玄
宇
t
師
器
杭

底
部
は
平
底
で
杯
形
態

ナ
テ
・
体
外
面
下
半
～
底
部
は
明
訊
褐
色
粕
緻

良
好

2
2

~
8

4
2

4
 

器
高
3
 6
 

乱
ナ
テ

ロ
径
1
0
2
 

粘
上
紐
在
き
L
け
・
ロ
緑
部
内
外

砂
料
多
く

3
6
 
4
号
瑣
・
玄
宇

~1
-. 師
器
椀

底
部
は
平
底
風

明
訊
褐
色

良
好

底
郎
の
一
部
に
焦
斑
の
こ
る

2
2
-
8
4
0
4
 

器
高
4
 1
 

血
ヨ
コ
ナ
テ
•
他
は
ナ
テ
調
繁

含
む

U
径
1
0
.
6

粘
土
紐
巻
き
L
げ
・
外
面
は
全
体

細
砂
料
や
n
女
J
([!、
J

37
 

4
号
墳
•
玄
室
」
・
帥
器
椀

底
部
は
丸
庭
風
て
、
半
円
状
の
体
部

明
茶
褐
色
や
多
く
含
皿
艮
［
た
は

2
2
-
-
8
4
2
5
 

器
高
3
 9
 

に
ナ
テ
調
悴

む
不
）

ロ
径
11
.
7
 
丸
味
の
あ
る
1本
部
か
ら
口
緑
部
は
外
粘
十
袖
巻
き
L
け
・
ロ
縁
部
内
外
淡
訊
褐
色
砂
粒
・
全

3
8
 
4
号
培
・
玄
未
十
帥
器
椀

反
し
て
の
ひ
、
端
部
は
丸
く
お
さ
ま

・L
母
片
含
良
好

2
2

~
8

4
2

6
 

器
高
4
.
2
 
る

面
ヨ
コ
ナ
テ

（
肌
色
）
む

U
径
1
1
.
0
天
井
部
と
口
緑
部
の
境
は
守
方
み
状
に

砂
杜
少
州

ロ
ク
ロ
[u]
転
)ii(
!
廻
り
・
内
血
中
央

39
 
4
号
珀
・
玄
充
須
忠
器
杯
嘉

段
を
も
つ
・
ロ
緑
部
は
外
に
八
の
犬
井
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
坪

淡
占
灰
色

良
好

2
2
-
8
4
0
7
 

器
高
3
 2
 
字
状
に
の
ひ
る

含
む

は
乱
ナ
テ

U
径
10
3
 
丸
味
の
あ
る
犬
片
部
か
ら
fl
緑
部
は

れ
知
少
贔

ロ
ク
ロ
[nj
虹
)l[
fj
廻
り
・
[f
汎
(1]
中
央

4
0
 

4
号
瑣
•
玄
李
須
恵
器
杯
益

大
Jj:
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
丸
各

貼
内
灰
色

良
好

2
2

~
8

4
1

0
 

器
麻
3.
 1
 
知
く
内
傾
す
る

含
む

は
乱
ナ
テ

ロ
径
9
.
6
 

石
料
少
贔

41
 
4
号
tft
.
 玄
完
須
恵
器
杯
盗

大
井
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
坪

貼
凸
灰
色

良
H

ロ
ク
ロ
lul
む
逆
廻
り

2
2
-
8
4
0
8
 

器
高
2
.
7
 

含
む
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地
，
点
器
神
器
形
法
贔
(
c
m
)
形
態
の
特
徴

b文
If;
 
・
』
，,l
丸各
i支
i:!-, 
色
調

胎
十
．
焼
成

価
名

丸
各
埋
番
号

番
号

Ll
径
10
0
 

砂
杜
少
祉

42
 

4
号
肌
•
玄
生
ク]'
{;/
,;、
甘片
杯
恙

火
井
祁
ヘ
ラ
切
り
人
凋
坪

内
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
但
l虹
逆
廻
り

2
2
-
8
4
1
7
 

器
絲
2
.
7
 

含
む

［」
（斧
10
1
 

砂
和
少
贔

43
 
4
号
机
．
沃
逍
紅
'l
見
i盟怜
杯
ふ

大
井
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
杞

恥
内
I火
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
虹
逆
廻
り

2
2
-
8
4
1
4
 

器
狂
3
.
2
 

含
む

ロ
径
9.
 :, 

砂
和
少
贔

ロ
ク
ロ
[nj
庫
逆
廻
り
・
内
血
中
央

44
 

4
号
肌
•
玄
宇
須
恵
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
内
各

改
占
灰
色

良
好

2
2
-
8
4
0
5
 

器
麻
3
 5
 

含
む

は
乱
ナ
テ

［
］
径
10
5
 

砂
料
少
贔

4
5
 
4
りH
代
・
!L:
玲
須
忠
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
棺

淡
内
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
屈
転
illl'i
廻
り

2
2
-
8
4
1
3
 

器
邸
ふ
1

含
む

U
径
8
.
9

砂
粒
少
祉

ロ
ク
ロ
回
転
逆
廻
り
・
内
面
中
央

4
6
 
4
り訂
t
.
 !L、
::令
!
須
恵
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
末
調
閉
各

竹
灰
色

良
好

2
2
-
8
4
0
9
 

器
高
2
.
8
 

含
む

は
乱
ナ
テ

Cl
径
10
.4
 

砂
粒
少
贔

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り
・
内
向
中
央

4
7
 

4
号
瑣
•
玄
宇
伯
恵
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
祁

賠
白
）
火
色

良
好

2
2
-
8
4
1
6
 

器
高
2
 8
 

含
む

は
乱
ナ
デ

/IIB
 

ロ
径
8
.
8
 
f底
部
か
ら
、
体
部
、
口
緑
部
は
糾

砂
粒
や
や

4
8
 
4
一号
・tft
.
 
玄
宇
須
恵
器
杯
身

底
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
整

淡
訊
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
逆
廻
り

2
2
-
8
4
0
2
 

器
高
3
.
5
 
め
外
方
に
直
線
的
に
の
び
る

多
く
含
む

台
付
k
r
 
If
各
1
0
2
 
体
部
は
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ
に
よ
る
強
調
体
部
の
1
/
2
F
部
に
は
ロ
ク
ロ
ケ

砂
料
多
く

4
9
 

4
号
瑣
•
沢
道
須
恵
器

し
た
稜
(4
条
）
を
も
つ
・
珀
部
に
は
ロ

淡
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
但
l転
順
廻
り

2
2
-
8
4
2
8
 

珀
布
器
麻
2
5
.
2
ク
ロ
ナ
テ
に
よ
る
低
い
突
線
走
る
ズ
リ
の
眼
の
こ
る

含
む

ロ
径
7
.
6
 
珀
部
に
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
2
条
の

砂
粒
少
鼠

50
 
4
号
瑣
・
ム
宇
瑣
恵
器
提
瓶

体
部
は
全
体
に
カ
キ
メ
調
坪

青
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り

2
2
-
8
4
2
1
 

器
高
2
2
.
7
沈
線

含
む

ロ
径
19
.8
球
状
の
体
部
か
ら
口
緑
部
は
知
く
外
体
部
外
面
ハ
ケ
メ
調
杞
・
体
部
内

細
砂
料
多

体
部
の
中
央
下
寄
り
に
最
大
径
を

51
 
4
号
墳
・
沃
道
」^
師
器
甕

反
し
て
の
び
る
•
最
大
径
は
イ
本
部
中
面
上
半
は
ハ
ケ
メ
、
下
半
は
ヘ
ラ
淡
褐
色

良
好

2
2
-
8
4
2
3
 

器
高
25
6
 
央

ケ
ズ
リ

く
含
む

も
つ

ロ
径
1
9
.
8
に
胴
球
の
体
部
か
ら
、
口
緑
部
は
く
1本
部
外
面
全
体
ハ
ケ
メ
調
整
・
体

細
砂
粒
多

52
 
4
号
瑣
・
沃
道
七
師
器
k
胴
甕

の
字
に
外
反
し
て
の
び
、
端
部
は
面
部
内
面
卜
．
半
は
ハ
ケ
メ
、
ド
半
は
淡
覧
褐
色

良
好

体
部
外
面
下
半
に
煤
付
着

2
2
-
8
4
2
0
 

器
高
38
.1
を
つ
く
る

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

く
含
む

ロ
径
2
7
.
8
深
鉢
状
の
体
部
の
中
央
や
や
上
寄
り
U
緑
部
内
外
面
は
ヨ
コ
ナ
テ
・
外

砂
粋
多
く

53
 

4
号
墳
•
茨
道
_j-
_
帥
器
甑

面
ハ
ケ
メ
調
爽
F
・
内
曲
上
半
は
ハ
淡
茶
褐
色

良
好

2
2
-
8
4
1
1
 

器
高
3
2
.
0
に
上
向
ぎ
枠
状
把
手
か
つ
く

ケ
メ
、
下
半
は
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

含
む

U
径
1
4
.
0
宝
珠
つ
ま
み
・
か
え
り
は
内
側
斜
め

砂
粒
少
贔

54
 
4
号
屈
・
羨
道
須
恵
器
杯
益

下
Ji
に
K
く
の
ひ
、
口
緑
端
を
し
の
火
井
部
中
央
ヘ
ラ
切
り
未
調
呼
淡
肯
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り

2
2
-
8
4
0
6
 

器
高
3
 4
 
＜
 

含
む

4
号
Jft
.
 
沃
道

ロ
径
7
 8
 
宝
珠
つ
ま
み
・
か
え
り
は
亜
直
に
長

砂
料
少
鼠

ロ
ク
ロ
回
虹
順
廻
り
・
天
井
部
全

55
 
4
 

須
恵
器
杯
蓋

天
井
部
約
1/
2
ロ
ク
ロ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
淡
肯
灰
色

良
好

2
2

~
8

4
2

7
 

カ
キ
出
し

器
高
3
 5
 
く
の
ひ
、
口
緑
瑞
を
し
の
く

含
む

体
に
自
然
釉
か
か
る
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¥
器
種
器
形
法
州
(
c
m
)
形
態
の
特
徴

成
形
・
調
内
各
技
法
色
調
胎
七
焼
成

備
考

整
理
番
号

番
号

ロ
径
12
.2
球
状
の
1本
部
か
ら
口
緑
部
は
知
く
立
ロ
緑
部
内
外
面
ヨ
コ
ナ
テ
・
1本
部
内

砂
料
少
量

56
 
4
号
墳
・
沃
道
土
師
器
猥

面
の
肩
部
は
ハ
部
ケ
に
メ
連
、
以
下
は
ヘ
ラ
淡
茶
褐
色

良
好

底
部
に
焼
成
後
穿
孔
あ
り

2
2
-
8
4
0
1
 

器
高
12
.7
ち
卜
か
る

ケ
ス
リ
、
中
央

続
オ
サ
エ
恨

含
む

ロ
径
31
4
 

口
緑
部
内
外
面
ヨ
コ
ナ
テ
・
外
面

砂
料
少
星

57
 
4
号
培
・
沃
道
土
師
器
甑

全
体
ハ
ケ
メ
・
体
部
内
面
は
ハ
ケ
戯
褐
色

良
好

2
2
-
8
4
1
2
 

器
高
3
2
.
8

メ、
1/
4
以
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

含
む

金
銅
製

外
径
1.
5 

銅
芯
に
金
箔
貼
り
・
断
面
は
怜
円

5
8
 
4
号
閉
・
沃
道

金
色

2
2
-
8
4
3
2
 

且
環

-
1.
7 

形

鉄
製
刀

刀
部
幅
1.
0

59
 
4
号
填
・
羨
道
端

-
1.
2 

2
2
-
8
4
1
9
 

帥
長
さ

墳
丘
III

U
径
(1
6.
5)

砂
粒
や
や

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り
・
内
面
に

6
0
 
4
号
墳
・

俎
恵
器
杯
蓋

偏
乎
宝
珠
つ
ま
み

犬
井
部
約
2/
3
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ

肖
灰
色

良
好

2
2

~
3

4
1

5
 

ス
ソ

器
高
3.
4 

多
く
含
む

「
X
」
状
の
ヘ
ラ
記
号
あ
り

ロ
径
(1
5
5)
 

細
粒
多
く

61
 
4
号
ポ
.
III
表
土
須
忠
器
杯
蓋

偏
平
宝
珠
つ
ま
み

天
井
部
約
1/
2
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

淡
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り

2
2
-
8
4
1
8
 

器
裔
4
 0
 

含
む

ロ
径
(1
6
.0
) 
ロ
緑
部
は
わ
ず
か
に
外
向
き
に
知
く

細
砂
粒
少

62
 
4
号
瑣
・
周
溝
III
須
恵
器
杯
羞

天
井
部
約
1/
2
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

淡
災
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り

2
2
-
8
4
3
9
 

器
高
ー
垂
下
す
る

屈
含
む

ロ
径
(1
7.
2)
 

細
砂
料
少

63
 

4
号
瑣
•
固
溝
III
須
恵
器
杯
盗

犬
井
部
約
2/
3
ロ
ク
ロ
ケ
ス
リ

灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
逆
廻
り

2
2
-
8
4
4
0
 

器
高
ー

緑
含
む

ロ
径
ー

細
砂
粒
少

64
 
4
号
瑣
.
III
表
土
瑣
恵
器
杯
蓋

偏
平
宝
珠
つ
ま
み

淡
灰
色

良
好

2
2
-
8
4
3
8
 

器
高
ー

里ロ
．ヘ
己
む

I古
］溝
II

u
径
ー

砂
粒
多
く

6
5
 
4
号
爪
．

/f
l,
 恵
甘
怜
杯
船

大
井
部
平
担

天
井
部
ヘ
ラ
切
り
未
調
坪

淡
肖
灰
色

良
好

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り

2
2
-
8
4
4
3
 

坪
十
．

器
高
ー

含
む

打
＼
丘
III

脚
台
部
脚
径

脚
は
八
の
字
に
ふ
ん
ば
り
、
端
部
は

6
6
 
4
号
墳
・

須
恵
器

脚
径
8
.
4
 

外
面
ロ
ク
ロ
ナ
テ
調
繁

灰
色

砂
料
含
む
良
好

ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り

2
2
-
8
4
4
2
 

ス
ソ

分
の
み

上
方
に
丸
く
肥
W
す
る

1月
構
:m

恥
台
付
脚
径

高
台
は
や
や
外
力
に
ふ
ん
は
り
、
端

砂
杜
や
や

67
 
4
号
墳
・

須
恵
器

脚
径
(1
0.
2)

外
底
部
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

淡
灰
色

良
好
（
並
）
ロ
ク
ロ
回
転
順
廻
り

2
2
-
8
4
2
2
 

L
9
0
 

杯
音
心
は
丸
く
お
さ
ま
る

多
く
含
む

_L
, 、..
ヨ,ミ
.
 

ロ
径
(7
.8
)

外
由
未
調
梓
て
指
珀
I七
般
の
こ
る
淡
褐
色

6
8
 
4
号
瑣
．

上
師
器
4ヽ
llll

い
ひ
つ
な
円
形
・
ロ
緑
靖
部
尖
る

枯
良

良
好

2
2
-
8
4
3
7
 

中
央

器
閥
1
 .1 

• 
内
面
ナ
テ
調
"
;
(
:

い
炎
肌
色
）

U
径
9
.
6

口
縁
部
内
面
強
い
ヨ
コ
ナ
テ
で
段

69
 

4
号
瑣
•
玄
宇
t
師
器
4ヽ
llll

底
部
は
平
底
I乱

状
と
な
る
・
外
面
未
調
兄
や
て
指
珀
白
褐
色
粘
良

良
好

2
2
-
8
4
3
1
 

器
高
2
.
0
 

圧
般
の
こ
る
・
内
血
ナ
テ
調
整
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形
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成
形
・
，
翡
坪
技
法
色
調
胎
土
焼
成

価
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柊
理
番
り

番
号

ロ
径
7
.
7
 
い
ひ
つ
な
flj
形
.
(
_
]
緑
端
部
丸
く
お
外
面
木
調
t?:
て
オ
サ
エ
・
内
[iii
ナ
淡
褐
色

7
0
 

4
り
坑
•
玄
宇
土
師
器
小
皿

帖
良

良
好

外
間
に
指
如
庄
痕
の
こ
る

2
2
-
8
4
3
3
 

器
泊
I
1.
1 
さ
ま
る

テ
調
杞

（
肌
色
）

ロ
径
(9
.3
)

「
l緑
部
外
向
ヨ
コ
ナ
テ
・
内
1/Jf
ナ

71
 
4
 l}
.t
ft
 
・
 'L、
・苛£
土
師
器
小
皿

淡
茶
掲
色
枯
良

良
好

外
面
に
指
頭
）
七
痕
の
こ
る

2
2
-
8
4
4
6
 

器
麻
1
 4
 

テ
調
t"
.
底
部
は
未
調
坪

ロ
径
(3
1.
0)
 
偏
平
な
斗
＇
球
状
の
イ
本
部
か
ら
LI
縁
部
口
緑
部
内
外
血
ヨ
コ
ナ
テ
・
｛
本
部

外
面
の
U
縁
端
部
に
い
た
る
ま
て

72
 

4
号
梢
•
玄
本
上
師
器
鍋

は
水
平
に
の
ひ
、
口
縁
嬬
部
は
＿
ト
Ji
外
面
!
-
.
半
は
ハ
ケ
メ
、
卜
半
は
ヘ
淡
茶
褐
色
粘
良

良
好

2
2
-
8
4
3
0
 

杯
H
t
(9
.1
) 
に
肥
原
、
断
血
三
角
形

ラ
ケ
ス
リ
・
内
面
は
ナ
テ
調
梓

煤
か
つ
く

U
径
(
2
6
6)
 
偏
半
な
半
球
状
の
体
部
か
ら
[l
緑
部

LI
緑
部
内
外
面
ヨ
コ
ナ
テ
•
体
部

外
面
の
口
緑
端
部
に
い
た
る
ま
で

73
 

4
号
培
•
石
字
土
帥
器
鍋

は
水
平
に
の
ひ
、
口
縁
端
部
は
断
面
外
面
卜
半
は
ハ
ケ
メ
、
下
半
は
ヘ
淡
訊
褐
色
粘
良

良
好

2
2
8
4
3
6
 

内
径
(
1
0
3)
 
三
角
形

ラ
ケ
ス
リ
・
内
面
は
ナ
テ
つ
け

煤
か
つ
く

ロ
径
(2
4.
6)
u
緑
端
部
外
面
に
1
条
の
沈
線
め
く
n
緑
部
内
外
面
ヨ
コ
ナ
テ
・
体
部

外
面
の
U
縁
端
部
に
い
た
る
ま
て

74
 
4
号
閉
・
れ
室
上
帥
器
鍋

外
向
上
半
は
ハ
ケ
メ
、
下
半
は
ヘ
灰
親
色
帖
良

良
好

2
2
-
8
4
3
5
 

器
高
(8
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PL57 

調査前全景 （北西から）

1・2号墳調査前近景 （北から）
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PL58 

1号墳全憬（南から）

1号坑石室（南から） 1号墳石室奥壁
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PL60 

___,.・・ 令心
2号墳墳丘迎物出土状況

3号墳全娯 （南から）
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~·· 
3号坑 （北西から）
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PL63 

4号坑石室（南から）

4号柑石室奥堅 4号墳石室内中世土器出土状況
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PL64 

4号憤玄室内遺物出土状況
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4号墳羨道部遺物出土状況 4号墳疾道部遺物出土状況

4号墳土師器 （甑 ・甕）出土状況
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（付編）

垣内田 3号墳出土の象嵌円頭柄頭・鞘尻金具の元素分析と保存処理

三重県松阪市にある垣内田古墳群の 3号墳から鉄

製の円頭柄頭と鞘尻金具か発見された。この円頭柏

頭と鞘尻金具に象嵌の存在を考えられた三重県教育

委員会の依粕をうけて奈良大学文学部文化財学科保

存科学研究室で調査と保存処理を行ったので、その

結果を報告する。

1. 円頭柄頭

長さ 4.6cm、輻 3.5cm、厚さ 2.5cmを計り、全血

凹凸の激しい鉄錯に覆われている。 X線透過'.If呉撮

影を行ったところ、緑に小渦文を一列に配し、円固

を4分割して火炎状と心葉形を組み合わせた文様を

4個配する象嵌のあることか判明した ('lj.真 1)。

象嵌線部分を拡大観察してみるとその断面が逆三角

形であることかわかる。 X線断層廿真では、象嵌線

の断面形までは鮮明ではないが、それらの存在は明

確に把握でぎる（写真 2)。

この象嵌線は、象嵌文様表出処理によって銀線で

あろうと判断したか、錆とともに剥落していた象嵌

線を観察・ 分析することかできた ('l.;真 3) 。写真

は象嵌線か地金から剥離した裏側から見た状態であ

る。

銀色部分をX線マイクロアナライサーで定量分析

したところ、銀 96.52%、銅0.21%、鉄1.18%、塩

素0.60%、ケイ素0.54%、アルミニウム0.94%(頂

量比）の値を得た（図 l・表 1)。また、象嵌線の

裏にわずかに付着していた黒い斑点（地鉄の錆と思

われる）を定量分析したところ、鉄 55.76%、銀

31.63%、塩素2.03%、カルシウム0.85%、リン1.36

％、ケイ素4.75%、アルミニウム3.62%(重量比）

の値を得た（図 2・表 2)。

これらのデータから鉄製柄頭の加飾に使われた象

嵌線は、純銀に近いものであることかわかる。

写真3は象嵌線の裏側で糸を撚ったような形にみ

えるかこれを詳細に観察すると、糸象嵌のための竪

彫りの溝の反転した状態が写し出されたものである

奈良大学助教授

西山要

ことかわかる。すなわち、金槌ー打による堅の運ぴ

は約 0.8mm、断面は表面幅（象嵌線の輻）約0.5mm、

深さ約0.35mmの逆三角形である。この堅の運びと象

嵌溝の形は、古墳時代の象嵌技法として普遍的なも

のである。

2. 鞘尻金具

長さ 3.5cm、輻 3.0cm、原さ 2.2cmを叶る。全面

凹凸著しい鋳に覆われ、一部、表面錆か剖落してい

る。 X線透過'lcf.真撮影をしたところ、 4個の心葉形

を象嵌していることか判明した('.け貞4)。象嵌線

は細く断面三角形を呈するか、ところによって滲ん

だように不鮮明な太い線となっているところから、

象嵌線はかなり腐食の進んでいるものと予想させる。

X線断層写真にも象嵌線として鮮明に映る部分と不

鮮明な部分か見られる。不鮮明な部分は腐食か進ん

で溶け出し、錆となってふくれ上がった部分てある

と思われる（与真 5)。

象嵌文様表出処理によって象嵌線か銀線であろう

と思われたが、断面を分析することができた（写貞

6)。象朕線の断面の表面輻（糸象嵌線の輻）は約

0.2mm、深さ約0.llmmを計る浅い三角溝である。通

常この時代の象嵌の輻は 1mm前後てあるのに比して

細いのは、表面か腐食して消滅して細くなったもの

かと思われる。

象嵌線断面のX線マイクロアナライザーによる定

量分析によると、銀 94.07%、銅0.90%、鉄1.42%、

塩素2.41%、ケイ素0.39%、アルミニウム0.82%

（重量比）の値を得た（図 3・表 3)。また、同断面

の地金部分の定量分析では、鉄 98.42%、銅0.28%、

銀0.12%、塩素0.06%、ケイ索0.56%、アルミニウ

ム0.55%(重量比）の値を得た（図 4・表4)。

高純度の鉄で製作した鞘尻金具に、はぱ純銀の線

で象嵌加飾していることが判明する。

3. 象嵌円頭柄頭と象嵌鞘尻金具の保存処理と文様

の表出
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'l,Jー・真 1 円頭柄頭のX線透過写真 （左 ：J.1面より、布 ：側而より、上 ：上面より ）

円頭柄頭のX線断屑写真 （上 ：横断而、下：縦断面）
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円頭柄頭 （象嵌線）
分析位蹟
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固l 円頭柄頭の象嵌線の分析チャー ト
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図 2 円頭柄頭の地金の分析チャート
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写真4 鞘尻金具のX線透過写真 （左 ：正面より、右 ：側面より、上 ：上面より ）

写真5 鞘尻金具のX線断層写真

（上 ：横断面、下 ：縦断面）
写真6 鞘尻金具の象嵌断面
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鞘尻金具（象嵌線断面）

sll 0.00 

Ag 

Ag 

Ag 

柊13 鞘尻金具の象i紺線断面の分析チャート

鞘尻金具（地金）

.<JI o.oo 

凶4 鞘尻金具の地金の分析チャート
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.rd 『l珀柏頭（象嵌線）の定鼠分析

7じ 索 軍贔濃度（％）

13 アルミニウム (AI) 0 . 9 4 

14 珪索 (s i) 0 . 5 4 

17 塩索 (CI) 0 . 6 0 

26 鉄 (Fe) 1 . 1 8 

29 銅 (Cu) 0 . 2 1 

47 銀 (Ag) 9 6 . 5 2 

卜 夕 Jレ 1 0 0 . 0 0 

表 2 円頭柏頭（地金）の定量分析

Jじ 素 重量濃度（％）

13 アルミニウム (AI) 3 . 6 2 

14 珪索 (s i) 4 . 7 5 

15 リン (P ） 1 . 3 6 

17 塩素 (CI) 2 . 0 3 

20 カルシウム (Ca) 0 . 8 5 

26 鉄 (Fe) 5 5 . 7 6 

47 銀 (Ag) 3 1 . 6 3 

卜 夕 Jレ 1 0 0 . 0 0 

表 3 鞘尻金具（象嵌線断面）の定星分析

Jじ 素 重鼠濃度（％）

13 アルミニウム (AI) 0 . 8 2 

14 珪索 (s i) 0 . 3 9 

17 塩素 (CI) 2 . 4 1 

26 鉄 (Fe) 1 . 4 2 

29 銅 (Cu) 0 . 9 0 

47 銀 (Ag) 9 4 . 0 7 

卜 夕 Jレ 1 0 0 . 0 0 

表 4 鞘尻金具（地金）の定鼠分析

元 素 重量濃度（％）

13 アルミニウム (AI) 0 . 5 5 

14 珪索 (s i) 0 . 5 6 

17 塩素 (CI) 0 . 0 6 

26 鉄 (Fe) 9 8 . 4 2 

29 銅 (Cu) 0 . 2 8 

47 銀 (Ag) 0 . 1 2 

卜 夕 ｝レ 1 0 0 . 0 0 
'', 

地中に1400年の長期間埋納されていた鉄製柄頭・

鞘尻金具は、既に内部深くまで錯か進んている。 X

線与真で見る限り、金属鉄は既になく、すべて鉄錯

に化しており、表面は大きく凹凸している。しかし、

鉄製品の保存には決して適していない土中の環境で

あるか、その不適な土中の一定した環境下にあって、

鉄製品表面はポーラスな亦錯となっているものの、

その内部では充分に酸素の供給されない黒鈷層か形

成されている。発掘されると、保存の環燒かー変す

るために、この黒錆層が再び錯化を始め、鉄製品を

細片に崩壊させるのである。

保存処理は、発掘後の鉄製品がこれ以上酸化か進

み崩壊しないように行う処理で、基本的には現状を

維持するための処理であるか、時として、錆により

変形した遺物を、可能な限り原状にもどすために錆

を削り落としたり、破片を接合したりする。また、

本遺物のように象朕のある場合は、これを鮮明に見

ることができるように、象嵌を覆う鉄鈷を削り落と

すことか通常行われる。

保存処理と象嵌文様の表出は以下の工程で行った。

① 洗浄（有機浴剤で、土• 有機酸等を除く）

② 乾燥（充分に乾燥して水分を取り除く）

③ 樹脂含浸（アクリル系合成樹脂を真空含浸し

て、強化・防錆する）

④ 樹脂命布（アクリル樹脂を表面に 1年布して大

気から遮断し防錆をはかる）

⑤ 文様の表出（精密加工グラインダーを使って

象嵌表面を覆う錆を削り落とす）

⑥ 樹脂命布（象嵌文様上にも樹脂をホ布し防錆

をはかる）

以上の工程に約 3ヵ月を費やし、保存処理・文様

表出を終えた。保存処理を終えた鉄製品でも、完璧

な保存をはかるためには、密閉乾燥容器に収納する

などの保存管理が必要である。

なお、本資料の分析にあたって、 X線断層写真

(X線CT881型使用）は国立歴史民俗博物館田口勇

• 齋藤努氏に、 X線マイクロアナライザー分析（エ

ネルギー分散形X線分析装罹EMAX~2700使用）

は株式会杜堀場製作所吉川尚・村瀬潤氏にそれぞれ

お手をわずらわせました。惑謝申し上げます。
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